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１ 学生・生徒・園児の入学及び在籍状況 

（1）入学者数（平成 26年 5月 1日） 

設置学校 入学定員 入学者数 充足率 

山陽学園大学 大学院看護学研究科 6 5 83 

       看護学部看護学科 

       総合人間学部言語文化学科 

       同     生活心理学科 

       合計 

80 

60 

60 

200 

85 

45 

35 

165 

106 

75 

58 

83 

山陽学園短期大学 食物栄養学科 

         幼児教育学科 

         合計 

80 

100 

180 

63 

111 

174 

79 

111 

97 

    

    

附属幼稚園 40 24 60 

 

（2）在籍者数（平成 26年 5月 1日） 

設置学校 収容定員 在籍者数 充足率 

山陽学園大学 大学院看護学研究科 12 9 75 

       看護学部看護学科 

       総合人間学部言語文化学科 

       同     生活心理学科 

       合計 

320 

250 

250 

820 

352 

161 

131 

644 

110 

64 

52 

79 

山陽学園短期大学 食物栄養学科 

         幼児教育学科 

         合計 

160 

200 

360 

145 

231 

376 

91 

116 

104 

    

    

附属幼稚園 120 80 67 

 

２．諸活動 

(1)オープンキャンパスの状況 

開催日 参加者数 保護者 

6月 2日(土) 242 49 

7月 21日(月) 268 65 

8月 23日(土) 280 51 
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9月 27日(土) 120 41 

10月 25日(土) 26 6 

10月 26日(日) 19 7 

合計 955 219 

 

３．事業実績 

【山陽学園大学大学院・山陽学園大学・山陽学園短期大学・山陽学園短期大学附属幼稚園】 

 

平成 26年度活動実績報告 

平成 26年度においては、建学の理念である「愛と奉仕」の精神の基に、教育 研究 社会活動・地域

貢献を柱として、事業を展開した。 

また、大学運営のガバナンスの確立に努め、Plan-Do-Check-Action(以下、ＰＤＣＡ)を基本的手法と

して取り入れた。 

１．教育関連事項 

１）教育方針 

建学の理念：「愛と奉仕」の精神を基盤とし、人々の健康で文化的な生活や、グローバル化・共生社会

の実現などに貢献できる人材の育成を旨として、専門的な知識・技能の修得に加え、一人ひとりの個性

を尊重した教育に努めた。 

２）教育活動 

大学院・大学 653 名、短期大学 376 名、計 1029 名の在学生（26 年５月１日時点）に対して、全学的

な方針（26 年度事業計画）のもとに、各学部・各学科の特性を踏まえて、多岐にわたる教育活動を行っ

た。 

また、特に、近年、入学者充足率・在籍者充足率ともに低い総合人間学部については、受験生や在

学生にとって魅力ある学部・教育とするために、教育課程の拡充に取り組んだ結果、司書課程 2 年目

で申込者９名（2 年 5 名、3 年 4 名）・家庭科教職課程 2 年目で申込者７名という状況であり、新しい

取り組みが徐々に軌道に乗りつつあるものの、定員割れの解消には至っていない。そこで、学部学科

の再編に向けて、「将来構想プロジェクト」において検討を重ねた。また、英語集中特別プログラム

の創設、教養教育の充実、課題探求型・問題解決型授業の増加、学習支援の強化等に取り組んだ。 

３）キャリアサポートと就職支援 

（１） キャリアカウンセラーを適正配置し、面談等個別指導の充実を図った。 

（２） キャリアラボ（ＰＣ20 台）等のキャリアサポートシステムの活用により支援を行った。 

（３） 就職懇談会、企業研究会等の開催により支援を行った。 

（４） 各種検査、資格検定取得の支援を行った。 

（５） 各種合同説明会、就職セミナー等の情報提供による支援を行った。 

（６） 卒業生の就職率（就職決定者数／就職希望者）が上昇した。 

  総合人間学部言語文化学科以外の学科の就職率は 100％を達成した。 
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  言語文化学科も留学生を除くと 100％を達成している。 

総 合 人 間 学 部 ： 生活心理学科  100%  言語文化学科  85.7％ 

看 護 学 部  ： 看護学科    100% 

短 期 大 学  ： 食物栄養学科  100％  幼児教育学科  100％ 

  (７) 看護師国家試験合格率 

H24年度 35人中 31人合格 合格率：88.57％ 

H25年度 83人中 75人合格 合格率：90.36％ 

     Ｈ26年度 69人中 62人合格 合格率：91.30％ 

 （８）保健師国家試験合格率 

H24年度 35人中 31人合格 合格率：88.57％ 

H25年度 77人中 53人合格 合格率：68.83％ 

     Ｈ26年度 64人中 63人合格 合格率：98.44％ 

４）平成 26年度退学・除籍者数、割合 

1029 名の在学生のうち、45名（4.4％）が退学あるいは除籍となった。 

        大学では、総合人間学部言語文化学科；８名（5.0％）、同生活心理学科；６名（4.6％）、看護学部

看護学科;10名（2.8％）、大学院看護学研究科；２名（22.2％）が退学あるいは除籍となった。   

短期大学では、食物栄養学科；８名（5.5％）、幼児学科；11 名（4.8％）が退学あるいは除籍とな

った。一人一人への丁寧な対応に努めたが、年次目標値（3.5～4％）の達成には至らなかった。 

退学の主な理由は、進路変更、経済的理由、学力の低さ、精神的・身体的理由などで、退学が懸念

される学生については、アドバイザーやクラス顧問が根気強く指導にあたり、修学意欲の維持・向上

等を図るとともに、教授会でも審議したが、特に経済的理由の場合には、退学に至る場合が多かった。 

除籍の主な理由は、学納金未納と修学の意思がない、などである。留学生の場合は、学納金未納の

まま除籍となるケースが後を絶たない等の課題が残っている。 

５）学生募集 

平成 26 年度は各学科で策定したアクションプランを確実に実施し、その他の諸事業も鋭意継続実

施した。特に TVCM 放映・新聞（山陽新聞「岡山の大学へ行こう」企画への参加等）等の各種メディ

アを活用し、幅広い年代をターゲットとした広報を行った。高校訪問についても、訪問校に重点度を

設け、訪問者も限定して行った。その結果、オープンキャンパス参加者数は対前年 107%、推薦・AO

入試の志願者数は対前年 104%と増加した。 

総合人間学部の学生充足率向上も至上命題とし、アクションプラン・その他の諸事業に取り組んだ

が、生活心理学科は留学生を除く日本人学生で 30人（H25）→31人（H26）→32人（H27）と 30人を

確保したものの、言語文化学科は 17 人（H25）→30 人（H26）→13 人（H27）と減少する結果となっ

た。26年度後期から「IELP英語特別集中プログラム」を実施し、英語資格特待生制度や 30歳以上の

社会人を学費の面で優遇する特典を設け、各 1名の入学者があったが、入学者の大幅な増加には結び

つかなかった。英検 2級有資格者が高校３年生全体の２％程度であること、どのような「学び」を経

て成長に結びつくのか、という面で弱かったことが要因と考えられる。社会人・シニア世代入学へも
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学費優遇制度が十分浸透しなかった。 

①入学状況（ 平成 27 年 5 月 1 日現在） 

設 置 学 校 入学定員 入学者数 充足率 

山陽学園大学 

看護学部看護学科 

総合人間学部言語文化学科  

〃   生活心理学科 

  人 

 80   

60 

 60   

   人  

84   

 32   

36  

％       

105 

53 

63 

大 学 計 200     152  76 

山陽学園短期大学 

食物栄養学科 

幼児教育学科 

 

 80   

100   

 

 73   

102   

 

91 

102 

短期大学計 180   175  97 

附属幼稚園  40   40 100   

 

②在籍者数（平成 27 年 5 月 1 日現在） 

設 置 学 校 収容定員 在籍者数 充足率 

山陽学園大学 

看護学部看護学科 

総合人間学部言語文化学科 

生活心理学科 

 

320 

250 

250 

 

357 

152 

137 

 

112 

61 

55 

大 学 計 820   646   79   

山陽学園短期大学 

食物栄養学科 

幼児教育学科 

 

 160   

200   

 

 134   

208   

 

 84   

104   

短期大学計 360   342   95   

附属幼稚園 120   95 79  

 

６）山陽学園大学大学院の教育研究活動の開始 

 平成 26年 4月、看護学研究科看護学専攻修士課程（入学定員数：6名）に、2期生 5名が入学した。

平成 26年度には大学院としての完成年度を迎え、平成 27年 3月には 1期生として入学した学生 1名が

厳格な審査を経て卒業した。当面の課題は、入学定員の確保、在籍学生の研究活動等の一層の充実、お

よび大学院としての研究指導や修士論文作成等の教育体制の強化である。 
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２．研究関連事項 

   平成 25 年 11 月に設置された研究機構は、平成 26 年度は地域ニーズに基づく研究活動と、競争的

外部資金獲得を中心的課題として活動した。地域ニーズに基づく研究活動としては、岡山県における精

神障碍者の地域支援・権利擁護システムの開発に向けての基礎調査研究事業（地域支援に関する委員会）

への参画を行い、平成 26 年度は当該研究事業の最終年度として研究データの分析評価と研究事業報告

書の作成に参画した。競争的外部資金獲得については、平成 26 年度の「私学総合改革支援事業」への

公募（平成 26 年 9 月）を行うとともに、平成 27 年度の同事業への公募に向けて学内教学体制の見直

しや、学外関係団体との連携の強化に着手した。 

 

３．社会活動・地域貢献関連事項 

１）ボランティア支援・社会サービスセンター関連 

(1)公開講座を４回実施：認知症カフェ・普通救命講習Ⅰ 

(2)学部持ち回りの市民公開講演会を実施：11月 2日：武富 豊講師（天満屋女子陸上部総監督） 

(3)「Sanyo子育て愛ネット」事業を実施：幼児教育・食物栄養・看護の３学科が 3回開催 

(4)「大学コンソーシアム岡山」の積極的活用：日曜日子ども大学・エコナイト・東日本ボランティア 

(5)地域と協働連携事業を推進：食物栄養学科が健康文化懇話室開催（6 回）。平井学区の防災キャンプ

（5月 25日）危険箇所点検（6月 8日）栄町町内会消防訓練(10月 12）日へ学生が参加 

(6)地域の教育機関等へ講師を派遣：幼児教育・公衆衛生・看護・カウンセリング・文化的内容が主 

(7)行政機関等へ委員を派遣：食・衛生・健康・看護・カウンセリング・社会教育・まちづくり等が主 

(8)学内外のボランティア活動の実態を把握し、その連携と支援方策を検討した。 

(9)平井地区から岡山市、県、全国へと社会活動・地域貢献の輪を広げるための戦略を立て実践： 

表町の中之町サンデーテントワーカーに学生が仮設ブースを出展(9月 28日 10月 5日 11月 9日） 

(10)学さぽ：オリエンテーションや前期試験前の活動で新入生の不安解消に取り組んだ。 

(11)さんぱと隊：地域のこどもたちの見守、学内の自転車通学生への安全啓発活動を実施 

(12)教員免許状更新講：定員を超えるほどの多くの受講希望者を集めることができた。 

(13)ユネスコ ESD岡山大会への学生の参加：食物栄養学科からボランティアとして学生が参加した。 

２）国際交流・留学生支援関連事項 

（１）グローバル化に対応した、積極的な外国人留学生受入と支援の強化のため、共生・グローバル推進

センターを、2014 年度中に準備し、2015 年 4 月 1 日から正式に設置した。 

（２）国際交流事業のさらなる活性化 

１．短期交流受入 提携校湖西大学生との合同チームでうらじゃ祭参加、提携校中華大学生と 

市長表敬訪問、     

一般財団法人日本国際協力センターの「JENESYS2.0」歴史文化第 9 陣フィリピン訪日団の本学受

入れ 

２．短期交流研修派遣 韓国へ従来の言語文化学科学生だけでなく、本年度は生活心理学科、短大の食

物栄養学科の学生も参加 

３．インターン受入 従来の国際ホテルに加え、本年度は市役所にも派遣 
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４．中期留学生受入 提携校中華大学・提携校湖西大学から 

５．中期留学生派遣 従来の韓国、ニュージーランドだけでなく、本年度は米国も 

６．文部科学省日本語・日本文化研修国費留学生 本学へ受入 

 

４．大学運営関連事項 

大学の教育、研究、社会活動・地域貢献を支える基盤は大学運営にあり、一元的で柔軟な組織とな

るよう努めた。 

１）教授会の機能の明確化 

       学長のガバナンスを強化し、より迅速かつ柔軟な意思決定を行うため、教授会の機能を検討し、

教育研究に関する重要な事項の審議に限定した。これは学校教育法の改正とも軌を一にするもので

あり、学内の関連諸規程等の改正も行った。 

２）副学長複数制の導入 

       同じく、従来の濱田副学長に加え、谷一尚教授を副学長に選任した。これも学校教育法の改正の

趣旨に沿うものである。 

３）健康安全推進機構 

 学生のメンタルヘルスの充実を図るため、学生相談室の場所をわかりやすい場所に変更するとともに

広報に努め、前年度に比べ相談件数が１０％増加した。 

学生、教職員の災害時の安全対策を推進するため災害避難マニュアルを作成するとともに、携帯電話

のメールにより安否確認できるシステムを導入した。 
４）大学ポートレートの公開 

大学ポートレートとは、全国の各大学の情報を共通のフォーマットでホームページ上に公表する仕組

みであり、平成２６年１０月より稼動が開始されている。これに合わせて本学でも、公開内容について

検討を行った上で、必要な情報を公表している。 
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平成 26 年度活動実績報告 

 

平成 26年度においては、建学の理念である「愛と奉仕」の精神の基に、教育 研究 社

会活動・地域貢献を柱として、事業を展開した。 

また、大学運営のガバナンスの確立に努め、Plan-Do-Check-Action(以下、ＰＤＣＡ)を

基本的手法として取り入れた。 

１．教育関連事項 

１）教育方針 

建学の理念：「愛と奉仕」の精神を基盤とし、人々の健康で文化的な生活や、グローバ

ル化・共生社会の実現などに貢献できる人材の育成を旨として、専門的な知識・技能の

修得に加え、一人ひとりの個性を尊重した教育に努めた。 

 

（生活心理学科） 

アドミッションポリシーについては、とりわけ AO入試において入学志願者に対して丁寧

に確認をおこなって、本人の入学の意思がそれと合致していることを確かめている。その

上で、事前の複数回に及ぶ面談における評価を数値によって記述し、時系列的に見て本人

の学力や意欲が高まっていることを確かめ、最終的にアドミッションポリシーとの合致を

再度確認して名簿登録の段取りを踏むようにしている。 

 

（言語文化学科） 

 面接等による適正な評価に努めた。ＡO入試においては、第１回目の相談時に相談カード

と調査書の提出を求め、受験者の希望と本学科が求める学生像が一致し、入学後の必要な

学力が確認されるまで繰り返し面談を行った。 

 

（看護学部看護学科） 

面接時による適正評価を目標にしていたが、充分機能していない。 

面接時の各グループの標準化を行った。 

 

（食物栄養学科） 

AO 入試は、栄養士を目指す意志と適正を学科教員共通の認識の下に判定した。 

登録前の面談では、志望理由や食に関する関心について時間を割いて話を聞くとともに、

筆記試験による基礎的な計算力の確認も行った。計算力がレベルに達しない志願者に対し

ては、問題の解説を行い、学習を促し、原則 1週間後に再確認した。 

 

（幼児教育学科） 

短期大学は、学術と研究とを行うべき大学であるが、一方で社会人基礎力を十分に身に

つけた人材を社会に送り出すことが求められる。そのため幅広い学生を受け入れ、本人の
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適性に応じて就職・進学を考えさせることを徹底した。入試においては高等学校の内申書

成績との相関関係の高さを考慮し、特に特別推薦入試と AO入試において、２年次 GPAの差

が著しいことからこれらの入試においては慎重に入学者を選抜した。また、一般推薦Ⅰ期

に「基礎学力検査」（国語の学習に関する基礎的な問題）を導入した。他方、センター試験

及び一般入試においては極めて成績の良い学生が集まる傾向があることが GPA 分析によっ

て判明したため、これらの入試結果からは昨年度よりも多めに学生を採用した。他の方法

と比較して、学力的に遜色のない学生を集められることが認められた。 

 

 

２）教育活動 

（生活心理学科） 

 山陽スタンダードの基幹科目としての「知的生き方概論」は、これまでどおり出欠を厳

格に取るとともに、授業中の態度等にも複数教員を配置してしっかりと管理した。また「人

間学」においては、これまでの授業実績を踏まえつつも、新たな視点でより学生の生活に

即した視点で、健康と文化を考えるような展開をおこなった。 

 

（言語文化学科） 

 教養教育のうち山陽スタンダード科目では、建学の理念と歴史、および健康と文化に関

する価値観を高める教育を行った。２年次には学科全員で大学祭に参加し、学園への帰属

意識を高めた。１年次の平井ラーニングや２〜３年次の異文化理解活動を通じて社会活動

を奨励し、地域貢献への価値観を高める教育を行った。 

 

（看護学部看護学科） 

 5の行動目標に従い、積極的に実施した。 

 

（食物栄養学科） 

一般教育科目では、人文科学系の開講科目が少ないので、非常勤講師による倫理学を開

講した。社会科学系の現代ニュース概論では、山陽新聞社の特別講師よる“新聞を通して

社会の動きを知る”をテーマにした講義を計５回行い内容の一層の充実を図った。 また、

知的生き方概論では、学科特性の時間を活用し、キャリア教育に加えて社会と自己の関係

を見直す内容を加えて、社会人基礎力の養成を図った。 

 

（幼児教育学科） 

「知的生き方概論」は、山陽スタンダードとして位置づけられ、新入生が本学の学生と

して誇り高いアイデンティティを確立することを目指し、ⅰ）学園の歴史と建学の理念、

ⅱ）健康で文化的な生活への関心、ⅲ）学科の特性に応じた初年次教育の三分野で構成さ

れ、平成 25年度からは、全学共通科目としての認識を新たにし、内容面での充実が図られ、

平成２６年度も踏襲された。その結果、学生がこれら三分野において興味関心を高め、授
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業その他において実践への心構えが出来ていることが確認された。 

 

 

３）学力向上のための、各学部・学科のディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関す

る方針）のさらなる実質化 

（生活心理学科） 

 シラバスの改善点として、過年度の成績分布を示したり、WRS（ライティング、リーディ

ング、スピーキング）の重点配分を示したりといった点が課題となっているが、まだ達成

できていない。 

 

（言語文化学科） 

 学士力の向上を目指し、厳しい学力評価と同時に、きめ細かい履修指導と相談を行った。

２年次末には、修得単位数と GPA 値を基に３年次への事実上の進級制度を厳格に適用しつ

つ、進級が困難な日本人学生については学生本人への履修指導と保護者も含めた四者面談

を実施し、保護者の理解と協力を得ながら指導にあたった。また、１年次末、３年次末に

も修得単位数の少ない学生に対して注意喚起と個人指導を行った。 

 専門必修科目では１年から３年にかけて体験交流を重視した教育を行い、特に３年次で

は異文化理解活動やボランティア活動への参加を促し、多文化共生社会を作る要員として

の資質の育成に努めた。平成２６年度入試より導入した英語資格特待生制度による入学者

はなかったが、後期から実施された英語集中特別プログラムには８名の申込者があった。 

 

（看護学部看護学科） 

 シラバスの内容の充実、成績評価を厳格にするため、平成 27年度から進級要件を導入し

た。 

 

（食物栄養学科） 

食物栄養学科では、校外実習を実務教育上の一つの到達点としてカリキュラム上極めて

重要な位置づけとしている。このため、実習期間を栄養士法施行規則に定められている単

位数の 2倍（2単位）とし、実習先も全員が実習生となる小学校と選択施設（福祉施設、病

院、給食会社など）の 2 か所で実習を行っている。実習期間は各 1 週間ずつ、計 2 週間で

ある。これまで、校外実習は 2 年生前期に 2 週連続で実施してきたが、臨床栄養、給食管

理および栄養指導などの専門教育科目は講義や学内実習が完了していない時点での実習と

なり、学生の知識と理解度、技能など十分でない面が多々あり、実際に受け入れ施設から

の指摘もあった。そこで校外実習の実をあげるためにカリキュラムの改善について検討を

重ねた。その結果、実習施設の協力を得て、2 年生の前期（6 月）に小学校、後期（11 月）

には福祉施設、病院、給食会社などと分離して実施することとした。時期を分けることで、

学生にとっては実習前の到達目標がより明確となり、学習や事前準備に取り組みやすくな

ると考えられる。 
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（幼児教育学科） 

GPA（Grade Point Average） を導入し、各学生の総合的で厳格な成績評価を行うとと

もに、奨学生選考の参考資料等にも活用してきた。また GPA は講義中心の教科のみならず

実践的な教科の評価も取り入れているため、GPAの高い学生は低い学生よりも一般的に短大

生活への適応が良い等、この指標の信頼性が高いことが実証され、学生の適応診断の一助

としても応用された。 

音楽教育においては学生に対して、ピアノ練習へさらなる激励が大切と考えられる。ま

た実践的な幼稚園・保育所などでの授業内容はますます充実しており、指導案等の書き方

に関しても５領域の教員の指導が実を結びつつある。 

 

 

４）学習支援の強化 

（生活心理学科） 

 初年次教育の充実化やアクティブラーニングのさらなる推進など、次年度（27 年度）の

課題として積み残したものがある。 

 

（言語文化学科） 

 学習に関する支援は、教務部、学生部、留学生センター、キャリアセンターなどと連携

して行った。特に休学・退学を含む履修指導や相談に関しては、アドバイザー制度が極め

て重要な役割を果たしている。 

 初年次教育として、山陽スタンダード科目の教育に加え、専門科目「基礎演習Ⅰ、Ⅱ」

において大学生活へ適応、アカデミックスキルの修得、学習およびキャリア教育の基礎作

りを行った。この科目は、１０〜１５名程度のクラスに分かれて実施しているが、共通の

シラバスに基づいて学習項目を統一しながらも、学生の国籍や教員の指導方法の特性に応

じた指導を行う方法をとっている。また、１年次生を対象とした基礎学力向上プログラム

として、国語（日本語）学習も行った。その他の初年次教育としては、専門必修科目「コ

ミュニケーション概論Ⅰ、Ⅱ」でコミュニケーションの基本を学び、コミュニケーション

力養成の基礎作りを行った。 

 

（看護学部看護学科） 

 アドバイザー制度を活用しており、きめ細やかな学習支援を行った。 

 入学前学習の検討を行い、次年度には効果判定を厳格に行う。 

 初年次教育の効果 

 

 

（食物栄養学科） 

学科の取り組みとして、オフィスアワー加えて、昼休みや空き時間を利用し学生の質問
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や相談に対応した。数学や化学の基礎学力の底上げを図った。また 10 月と 11 月には、二

年生を対象に栄養士実力認定試験対策講座を行った。 

 

（幼児教育学科） 

 図書館等の利用については学生に随時、働きかけてきたが、さらに自力での学習習慣を

築きあげるよう、働き掛けを続けて行く必要がある。またオフィスアワーを活用しての学

生に対する相談は次第に活発さを増しているが個人差があり、学業に関する相談に試験直

前にのみ来室することがあるため、普段からの学業相談を勧めるよう、講義などの機会を

見て学生に周知した。 

 講義の中でも効果的な学習の仕方について各教員が随時、指導している。 

 

 

５）学生の就活力、就業力の向上と就職支援を行った。 

 キャリアセンターでは、学生一人ひとりが自信を持って就職活動を行い、納得のいく就

職を決めることが出来るよう、1年次から卒業年次まで様々な角度から連続した支援を行っ

た。 

また、専門職への就職率向上や就業後の離職率の低下を目指した指導を行った。 

  

（１）キャリアセンターの体制 

  部  長   1名（教員兼任）    次  長   1名 

  課長補佐   1名          主  任   1名 

  職  員   1名          臨時職員   1名  

 兼任１名、専任５名の６名体制で、そのうちキャリアカンセラー（CDA：キャリアデベロ

ップメントアドバイザー）の資格を持つ者が３名となっている。また内 1 名は、キャリア

コンサルティング技能士２級（国家資格）を有している。 

 

（２）窓口での就職支援 

 キャリアセンターの窓口では、専任職員４名（うちキャリアカウンセラー３名）が大学・

短大の学生一人ひとりに応じた個人相談や指導を行った。 

 求人票検索や企業情報の提供、履歴書作成のアドバイスなど応募書類を整えることから

就職決定時まで、学生と一対一の面談を重ね、個々の学生に応じた内容で対応、指導を行

った。 

 

（３）キャリアサポートシステムによる就職支援 

 平成 21 年度文部科学省 GP 採択により整備された「求人票、企業情報等の検索」や「就

職ポートフォリオの作成」ができるキャリアサポートシステムの利用促進を図った。 

 １年次より学生全員をシステムに登録するととともに、２０台の専用ＰＣを配置したキ

ャリアサポートラボを設置し、利用促進を図った。 
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 また、本システムは、学内はもとより学外からもパソコンや携帯電話で求人票や企業情

報が確認できるようになり利便性が向上した。 

 

（４）インターンシップへの協力 

 就職支援の一環として、総合人間学部の科目として単位化され、岡山県中小企業団体中

央会の支援を受け実施している「インターンシップ」への協力を行った。キャリアセンタ

ーは事務的な関わりにとどまらず、企画・運営についても科目担当教員に対しての協力を

行った。 

 学生時代に、実社会を体験することは、自信をもって社会に出ることへの有用な動機づ

けともなり、就職活動を学生自らが積極的に進めることに役立っている。 

 

（５）その他の就職支援 

①学科の授業と連携した取り組み 

  看護を除く４学科で、キャリアセンターが主導して行う「社会人入門」という科目を

設置し、学科別に社会人としての必要な知識を習得させた。 

  社会人入門では、キャリアセンターが作成した「キャリアガイドブック」を基に、一

部外部講師に依頼している部分はあるものの、キャリアセンター職員も企画・運営に関

わり、自ら教材を作成して就職活動の要点を説明し、年々変化する就職活動に対して必

要かつタイムリーな情報提供を心がけた。 

②就職支援行事 

  保護者や就職活動に臨む在学生を対象にした「就職懇談会」や「就職支援バス」、「実

践！若者就職塾」、「卒業生による業界研究会」及び「就職セミナー」等を授業のない週

末に企画、実施した。 

  その他、教員及びキャリアセンター次長による企業訪問を実施し、企業および本学卒

業生との繋がりを大切にした。 

③各種検定や資格取得支援 

  学生の基礎学力向上と就職活動への動機づけを目的として、漢字検定・秘書検定・日

商 PC検定等の資格取得を支援した。秘書検定は、検定試験直前に 4回にわたる対策講座

を主催することで学生の理解を深め、合格率の維持向上に努めている。 

④専門職学内企業説明会 

  各学科別に専門職就職を対象に、学内に企業、施設等をお呼びして行う学内説明会と

して「保育士合同面接会」（幼教）、「栄養士等業界研究会」（食栄）、「実習病院就職説明

会」（看護）を、各学科の教員と協力して実施した。 

 

（６）キャリアセンターＷＧ（キャリア運営委員）の開催 

  各学科 2 名の教員及びキャリアセンター役職員３名の計１３名で構成されており、就

職支援対策等を検討するために毎月 1回開催した。 

  なお、平成 26 年 10 月にキャリアセンター運営委員会を廃止し、キャリアセンターＷ
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Ｇに改組した。 

 

（７）就職率（5月 1日現在） 

学   科 ２６年度 ２５年度  

 

大学 

看護学科 100.0  98.7  

総 合

人間 

生活心理 100.0  92.9  

言語文化 95.0  100.0  

短大 

 

食物栄養 100.0  100.0  

幼児教育 100.0  100.0  

                                                    

（８）今後の課題 

①各学科の就職率水準を維持するとともに就職先の質と学生の就職満足度の向上を図る。 

②参加者の少ない就職支援事業を検証する。 

③新規求人先の開拓や過去に就職していたが最近求人がない企業など企業訪問先の拡大

を図る。 

④学生への就職支援の質を一層向上させるためにキャリアカウンセラーの養成を継続的

に取り組む必要がある。 

 

 

６）学生支援 平成 26 年度退学・除籍対策者数、割合 

1029名の在学生のうち、45名（4.4％）が退学あるいは除籍となった。 

大学では、総合人間学部言語文化学科；８名（5.0％）、同生活心理学科；６名（4.6％）、

看護学部看護学科;10 名（2.8％）、大学院看護学研究科；２名（22.2％）が退学あるいは

除籍となった。   

短期大学では、食物栄養学科；８名（5.5％）、幼児学科；11名（4.8％）が退学あるい

は除籍となった。一人一人への丁寧な対応に努めたが、年次目標値（3.5～4％）の達成

には至らなかった。 

退学の主な理由は、進路変更、経済的理由、学力の低さ、精神的・身体的理由などで、

退学が懸念される学生については、アドバイザーやクラス顧問が根気強く指導にあたり、

修学意欲の維持・向上等を図るとともに、教授会でも審議したが、特に経済的理由の場

合には、退学に至る場合が多かった。 

除籍の主な理由は、学納金未納と修学の意思がない、などである。留学生の場合は、

学納金未納のまま除籍となるケースが後を絶たない等の課題が残っている。 

 

 

７）学生募集 

平成 26年度は各学科で策定したアクションプランを確実に実施し、その他の諸事業も鋭

意継続実施した。特に TVCM 放映・新聞（山陽新聞「岡山の大学へ行こう」企画への参加等）



8 
 

等の各種メディアを活用し、幅広い年代をターゲットとした広報を行った。高校訪問につ

いても、訪問校に重点度を設け、訪問者も限定して行った。その結果、オープンキャンパ

ス参加者数は対前年 107%、推薦・AO入試の志願者数は対前年 104%と増加した。 

 

総合人間学部の学生充足率の向上は喫緊の最重要課題であり、これとともに各学科で策

定したアクションプランを確実に実施し、その他の諸事業も鋭意実施した結果、平成 27年

5月 1日現在の充足率順が、看護 112%、幼児教育 104%、食物栄養 84%、言語文化 61%、生活

心理 55%となった。短大全体では 95%、大学全体では 79%であるので、やはり総合人間学部

の動向が大学・短大全体の浮沈を握る重要な鍵となっている。 

しかしながら、総合人間学部における日本人学生入学者が、生活心理は 19 人（H24）→30

人（H25）→31 人（H26）→32 人（H27）と、ここ数年 30 人以上を維持しているのに対し、

言語文化は 17 人（H24）→17 人（H25）→30 人（H26）→13 人（H27）と減少、言語文化が

留学生に頼る傾向は依然として変わっていないのが現状である。平成 26年度後期から「IELP

英語特別集中プログラム」を実施し、英語資格特待生制度や 30歳以上の社会人を学費の面

で優遇する特典を設けたが、各 1 名の入学者はあったものの、入学者の大幅な増加には結

びついていない。高校訪問時に要請のあった、4月に入ってから（本年度は 4月 11日まで）

の入学者受け入れも、利用者は 1 名という結果であった。来年度はこういった部分の強化

が必須と考えられる。 
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入学状況（ 平成 26年 5月 1日現在） 

設置学校 入学定員 入学者数 充足率 

山陽学園大学 大学院看護学研究科 6 5 83 

       看護学部看護学科 

       総合人間学部言語文化学科 

       同     生活心理学科 

       合計 

80 

60 

60 

200 

85 

45 

35 

165 

106 

75 

58 

83 

山陽学園短期大学 食物栄養学科 

         幼児教育学科 

         合計 

80 

100 

180 

63 

111 

174 

79 

111 

97 

    

    

附属幼稚園 40 24 60 

 

在籍者数（平成 26年 5月 1日現在） 

設置学校 収容定員 在籍者数 充足率 

山陽学園大学 大学院看護学研究科 12 9 75 

       看護学部看護学科 

       総合人間学部言語文化学科 

       同     生活心理学科 

       合計 

320 

250 

250 

820 

352 

161 

131 

644 

110 

64 

52 

79 

山陽学園短期大学 食物栄養学科 

         幼児教育学科 

         合計 

160 

200 

360 

145 

231 

376 

91 

116 

104 

    

    

附属幼稚園 120 80 67 
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学　生　数　一　覧　＜平成２７（2015）年５月１日現在＞

山陽学園大学

１年次入学 編入学 計 １年次入学 編入学 計

男 3 3 7 7 10 13 23 

女 10 10 25 25 35 71 106 

計 13 13 32 32 45 84 129 

男 12 12 4 4 16 - 16 

女 7 7 - - 7 - 7 

計 19 19 4 4 23 - 23 

男 15 15 11 11 26 13 39 

女 17 17 25 25 42 71 113 

計 32 32 36 36 68 84 152 

男 8 8 7 7 15 14 29 

女 22 22 20 20 42 67 109 

計 30 30 27 27 57 81 138 

男 4 4 3 3 7 - 7 

女 9 9 2 2 11 - 11 

計 13 13 5 5 18 - 18 

男 12 12 10 10 22 14 36 

女 31 31 22 22 53 67 120 

計 43 43 32 32 75 81 156 

男 5 - 5 4 - 4 9 15 24 

女 10 2 12 25 1 26 38 72 110 

計 15 2 17 29 1 30 47 87 134 

男 5 3 8 - 1 1 9 - 9 

女 5 2 7 1 - 1 8 - 8 

計 10 5 15 1 1 2 17 - 17 

男 10 3 13 4 1 5 18 15 33 

女 15 4 19 26 1 27 46 72 118 

計 25 7 32 30 2 32 64 87 151 

男 2 - 2 4 - 4 6 12 18 

女 12 - 12 23 2 25 37 93 130 

計 14 - 14 27 2 29 43 105 148 

男 10 1 11 3 1 4 15 - 15 

女 18 2 20 4 - 4 24 - 24 

計 28 3 31 7 1 8 39 - 39 

男 12 1 13 7 1 8 21 12 33 

女 30 2 32 27 2 29 61 93 154 

計 42 3 45 34 3 37 82 105 187 

男 18 - 18 22 - 22 40 54 94 

女 54 2 56 93 3 96 152 303 455 

計 72 2 74 115 3 118 192 357 549 

男 31 4 35 10 2 12 47 - 47 

女 39 4 43 7 - 7 50 - 50 

計 70 8 78 17 2 19 97 - 97 

男 49 4 53 32 2 34 87 54 141 

女 93 6 99 100 3 103 202 303 505 

計 142 10 152 132 5 137 289 357 646 

大学院 山陽学園短期大学

看護学

研究科

食物栄養

学科

幼児教育

学科
計

男 - 男 3 4 7 

女 3 女 70 98 168 

計 3 計 73 102 175 

男 - 男 2 7 9 

女 6 女 59 99 158 

計 6 計 61 106 167 

男 - 男 5 11 16 

女 9 女 129 197 326 

計 9 計 134 208 342 

総合計 997 

総　合　人　間　学　部

看護学部 合　計言語文化学科 生活心理学科
学部計

１年

日本人

留学生

学年計

２年

日本人

留学生

学年計

３年

日本人

留学生

学年計

４年

日本人

留学生

学年計

合計

日本人

留学生

全学年

１年 日本人 １年 日本人

２年 日本人 ２年 日本人

合　　計 合　　計
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８）山陽学園大学大学院看護学研究科の教育活動報告について 

 

 平成 26 年４月入学生は５名であり、定員に占める割合は 83.3％であった。平成 27 年３

月修士（看護学）１名を輩出した。しかし、平成 26年度内の退学者は２名であり、退学理

由の内訳は１名満期退学、１名家庭の都合であった。 

 平成 27年４月入学生は３名であり、定員に占める割合は 50.0％であった。現在、在籍数

９名であり、定員充足率は 75.0％である。 

 平成 26年度末で完成年度となり、今後、自立した大学院として発展するため、規程など

の整備や文部科学省から指導のあった若返りを目指した教員の配置および入学定員の確保

を課題とし、さらにディプロマポリシーにおける目標達成度の高い修了生を輩出すること

を目指す。 

 

 

 

２．研究機構 

平成 25年 11月に設置された研究機構は、平成 26年度は地域ニーズに基づく研究活動と、

競争的外部資金獲得を中心的課題として活動した。 

 

地域ニーズに基づく研究活動としては、岡山県における精神障碍者の地域支援・権利擁

護システムの開発に向けての基礎調査研究事業（地域支援に関する委員会）への参画を行

い、平成 26年度は当該研究事業の最終年度として研究データの分析評価と研究事業報告書

の作成に参画した。 

 

競争的外部資金獲得については、平成 26年度の「私学総合改革支援事業」への公募（平

成 26 年 9 月）を行うとともに、平成 27 年度の同事業への公募に向けて、教務部と連携し

ながら、教学事項の見直し〔短大に GPA 制度の導入、シラバスの充実（準備学習の項目の

徹底、第三者による確認の導入）、オフィスアワーの拡充（非常勤講師も対象に）など〕や、

学外関係団体との連携の強化に着手した。 

 

 

 

３．社会活動・地域貢献関連事項 

１）ボランティア支援・社会サービスセンター関連 

(1)公開講座を実施した。 

○11月 15日：第 1回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェ

の開き方を学ぶ～認知症を学び、1日認知症カフェを企画しよう。 
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○11月 22日：第 2回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェ

の開き方を学ぶ～地域の人々と開店準備、1日オレンジカフェ（認知症カフェの愛称） 

○11月 29日：第 3回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェ

の開き方を学ぶ～開店します。1日オレンジカフェ 

○12月 6日：特別会：尊い命を救おう。普通救命講習Ⅰ（講師：岡山市中消防署） 

 

(2)学部持ち回りの市民公開講演会を実施した。 

○11 月 2 日：公開講演会：指導とは共に夢を語り合う事なり：武富 豊講師（天満屋女子

陸上部総監督） 

 

(3)「Sanyo子育て愛ネット」事業を実施した。 

 本学幼児教育・食物栄養・看護の３学科と Sanyo 子育て愛ねっと実行委員会が 3 回にわ

たり、親子交流会：おやこ交流広場を開催した。 

○7 月 6日 ：親子交流会第 1回おやこ交流広場：親子で楽しく作ろう！七夕飾り 

○９月 28日：親子交流会第２回おやこ交流広場：カプラの作品作りを親子で体験しよう！  

○11月 15日：親子交流会第３回おやこ交流広場：健康わくわくスタンプラリー  

 

(4)「大学コンソーシアム岡山」の積極的活用を図った。 

○教育：単位互換・双方向ライブ型遠距離科目・VOD型遠距離科目 

双方向オムニバス授業「地域貢献」「ボランティア論」本学・理科大・商大・中国学園大

共同実施双方向オムニバス授業を後期開講 

○地域貢献：6月 1日：日曜日子ども大学、岡山県生涯学習センター、出展：生活心理学科

「くらし安全安心教室」・幼児教育学科.「たくさんのかみコップであそぼう」。7月 6日：

七夕エコナイト岡山駅前広場会場 参加：学友会・うらじゃ陽輝。7月：七夕エコナイト

各大学 内容：学生寮ライトダウン、ゴーヤカーテン、省エネ活動。 

○吉備創生カレッジ：本学の教員が各専門分野に応じた内容を担当 

 

(5)地域と協働連携事業を推進した。 

○本学の協働連携事業の定期的なものは、Sanyo子育て愛ねっと実行委員会と共に実施して

いる「親子交流会：おやこ交流広場」である。 

○不定期ではあるがここ数年定着している事業としては、災害避難訓練である。今年度は

平井学区防災キャンプ（東山公民館 5月 25日）への学生参加、平井学区危険箇所点検（6

月 8 日）への学生参加、平井学区栄町町内会消防訓練(10 月 12）日への学生サークルペ

ビウスの参加等があげられる。 

 

(6)地域の教育機関等へ講師を派遣した。 

○教育機関である中学校・高等学校・大学への講師派遣、スクール館セラー派遣をおこな

った。講演は看護分野が最も多く、カウンセリング分野がこれに続く。 
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○教育機関以外を会場とする社会人講座・学校園保護者への講演・専門職研修講師や指導

等を実施した。幼児教育・公衆衛生、看護・カウンセリング・文化系生涯学習が主要な

内容である。 

 

(7)行政機関等へ委員を派遣した。 

○自治体の審議会・委員会等への本学の教員派遣をおこなっている。食の安全・安心、食

育、調理、公衆衛生、産業衛生、健康づくり、看護、カウンセリング、社会教育、まち

づくり等の分野が主である。 

 

(8)学内外のボランティア活動の実態を把握し、その連携と支援方策を検討した。 

○学生サークルのボランティア活動が報告されている。上演実演・留学生との交流・運営

活動研修・医療防災・災害看護・公衆衛生・幼児教育が主な内容である。 

○ボランティア支援方策の試みの一つとして「ボランティア支援・社会サービスセンター

ニュース」のボランティア募集情報を掲載した版を作成し学内に掲示（3月）をおこなっ

た。この試みは次年度も継続する。 

 

(9)平井地区から岡山市、県、全国へと社会活動・地域貢献の輪を広げるための戦略を立て

実践した。 

○平井学区の活動を広げる試みとして、表町商店街の中之町サンデーテントワーカーに、

学生がカフェ・クラフト・福祉作業所の商品販売等の 1日仮設ブースを出展した(9月 28

日、10月 5日、11月 9日）。 

○笠岡市内の地区と連携する計画を進めている。 

 

 

２）国際交流・留学生支援関連事項 

（１）グローバル化に対応した、積極的な外国人留学生受入と支援の強化のため、共生・

グローバル推進センターを、2014年度中に準備し、2015 年 4月 1日から正式に設置 

（２）国際交流事業のさらなる活性化 

  １．短期交流受入 提携校湖西大学生との合同チームでうらじゃ祭参加、提携校中華

大学生とは市長表敬訪問、一般財団法人日本国際協力センターの「JENESYS2.0」

歴史文化第 9陣フィリピン訪日団の本学受入 

  ２．短期交流研修派遣 韓国へ従来の言語文化学科学生だけでなく、本年度は生活心

理学科、短大の食物栄養学科の学生も参加 

  ３．インターン受入 従来の国際ホテルに加え、本年度は市役所にも派遣 

  ４．中期留学生受入 提携校中華大学・提携校湖西大学から 

  ５．中期留学生派遣 従来の韓国、ニュージーランドだけでなく、本年度は米国も 

  ６．文部科学省日本語・日本文化研修国費留学生 本学へ受入 

 



14 
 

 

 

 

３　教員免許状更新講習

講習内容と日程

　【大学】

● 実施日 平成２６年８月７日（木）

内　容 「青年期の自己実現の支援」（選択領域６時間）

時　限 時　間
講習

時間数
内　　容 講　師 場　所

― 受付（出席確認） 本館玄関前

― オリエンテーション

Ⅰ時限 9:00～10:00 60分 思春期をめぐる問題 高橋　功

Ⅱ時限 10:10～11:40 90分 さわやかな自己表現（アサーション） 石原みちる

― 昼休憩

Ⅲ時限 12:40～13:40 60分 保健室の子どもたちの姿 田村　裕子

Ⅳ時限 13:50～14:50 60分 個から集団へ ～つなぐ～ 海本　友子

石原みちる

海本 友子

高橋 功

田村 裕子

Ⅵ時限 15:50～16:30 40分 試験

― 事後アンケート

　【大学】

● 実施日 平成２６年１０月１１日（土）

内　容 「岡山カルチャーゾーンの魅力～美術館・博物館を巡る～」（選択領域６時間）

時　限 時　間
講習

時間数
内　　容 講　師 場　所

― 受付（出席確認）

― オリエンテーション

Ⅰ時限 9:30～10:30 60分

Ⅱ時限 10:30～11:30 60分 県立美術館

― 昼休憩（自由散策）

Ⅲ時限 12:30～13:30 60分 夢二郷土美術館

Ⅳ時限 13:30～14:30 60分 県立博物館

Ⅴ時限 14:30～15:30 60分 林原美術館

Ⅵ時限 15:30～16:30 60分 まとめと試験

10分 事後アンケート

　【短大】

● 実施日 平成２６年８月２１日（木）

内　容 「発達障害－発達障害の現状と課題」（選択領域６時間）

時　限 時　間
講習

時間数
内　　容 講　師 場　所

― 受付（出席確認） 本館３０１教室前

― オリエンテーション

Ⅰ時限 9:10～10:40 90分 医学からみた発達障害 教授　鈴江　毅

Ⅱ時限 10:50～12:20 90分 発達障害の理解と援助 教授　皆川　順

― 昼休憩

Ⅲ時限 13:20～14:50 90分 発達障害児に対する教育支援 教授　大橋　康宏

Ⅳ時限 15:00～16:30 90分 発達障害と生きる力 教授　近藤　卓

― 事後アンケート

本館
４０５教室

オリエント美術館

オリエント美術館

ディスカッション（討論）50分14:50～15:40Ⅴ時限
本館

４０５教室

 16:30～16:40

8:40～ 8:50

8:30～ 8:40

 11:40～12:40

9:15～ 9:30

9:00～ 9:15

 12:20～13:20

本館
３０１教室

本館
３０１教室

谷一　尚
 11:30～12:30

ガイダンス・見学

ガイダンス・見学

9:00～ 9:10

8:50～ 9:00

 16:30～16:40

 16:30～16:40
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４．大学運営関連事項 

１）企画運営上のガバナンスの確立 

大学の教育、研究、社会活動・地域貢献を支える基盤は大学運営にあり、一元的で

柔軟な組織となるよう努めた。 

１）教授会の機能の明確化 

学長のガバナンスを強化し、より迅速かつ柔軟な意思決定を行うため、教授会の機

能を検討し、教育研究に関する重要な事項の審議に限定した。これは学校教育法の改

正とも軌を一にするものであり、学内の関連諸規程等の改正も行った。 

２）副学長複数制の導入 

同じく、従来の濱田副学長に加え、谷一尚教授を副学長に選任した。これも学校教

育法の改正の趣旨に沿うものである。 

３）委員会の統廃合 

同じく、教員と職員の一体化による迅速な業務執行を目指して、各種委員会の位置

づけを見直し、合わせて統廃合を行った。 

４）企画経営会議・運営協議会合同会議（略称：合同会議） 

同じく、企画経営会議・運営協議会合同会議を設置し、大学と短期大学、教学部門

と事務部門を通じ、最上位の調整・統合機関（会議体）とした。ここでの協議事項は、

最終的には学長の決定のもとに、関係各部門において執行される。 

５）FD・SD 等全教職員研修会議 

教職員の資質、意識を高め、情報、問題意識を共有するため、FD・SD 等全協職員研

修会議を６回開催した。 

６）健康安全推進機構 

   学生のメンタルヘルスの充実を図るため、学生相談室の場所をわかりやすい場所に

変更するとともに広報に努め、前年度に比べ相談件数が１０％増加した。 

学生、教職員の災害時の安全対策を推進するため災害避難マニュアルを作成すると

ともに、携帯電話のメールにより安否確認できるシステムを導入した。 

７）大学ポートレートの公開 

大学ポートレートとは、全国の各大学の情報を共通のフォーマットでホームページ

上に公表する仕組みであり、平成２６年１０月より稼動が開始されている。これに合

わせて本学でも、公開内容について検討を行った上で、必要な情報を公表している。 
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２）自己評価委員会報告 

  大学運営において各担当部門の PDCA 推進力を高めるためには、その前提として

PDCA を共同で推進する教職員の資質向上が組織的に求められる。 
 
(1)平成 26 年度は、教職員の資質向上をはかるため全学的 FD・SD 研修会を計七回下記の

通り実施した。 
 

 
 
(2)平成 29 年度の第三者評価の受審に向けて 
 平成 26 年度は、平成 29 年度の第三者評価受審に向けて、準備のため、自己評価報告書

の項目にそって過去３年をまとめる計画を立てたが、学校教育法改正に伴う組織見直し作

発表部門または発表者 発表ﾃｰﾏ

事業実施評価（教育領域）

清水言語文化学科長 英語集中特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて

留学ｾﾝﾀｰについて班留学ｾﾝﾀｰ長

平成26年度PDCAの中間報告

大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ岡山（各大学のﾃﾚﾋﾞ
会議ｼｽﾃﾑ設置教室）

双方向ﾗｲﾌﾞ型ｵﾑﾆﾊﾞｽ授業

平成26年8月27日

第5回 平成26年10月1日

第6回 平成26年12月24日

第4回

第3回 平成26年7月2日

第7回 平成27年3月24日

各学科．各部門（計13）

近藤生活心理学科長

樋本事務局長 事業実施評価（大学運営）

学校教育法改正および本学教授会規程等
の改正に対応した今後の各種業務執行体
制について

實成学長

平井学生課長
災害避難ﾏﾆｭｱﾙと一斉送信ﾒｰﾙｼｽﾃﾑに
ついて

小野短大教務部長 事業実施評価（教育領域）

村田研究支援・共同研究推進機構
長

事業実施評価（研究領域）

澁谷ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・社会ｻｰﾋﾞｽｾﾝ
ﾀｰ長

事業実施評価（社会貢献領域）

谷一入試広報部長 入試広報部の活動平成26年6月4日

発表日時

村田研究支援・共同研究推進機構
副機構長

平成26年度地（知）の拠点整備事業（大学
COC）申請概要

澁谷ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・社会ｻｰﾋﾞｽｾﾝ
ﾀｰ長

ｾﾝﾀｰと産学ｺｰﾃｨﾈｰﾀーからの概要報告と
お願い

第1回 平成26年5月7日

第2回
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業もあり、計画は半分以上未実施のままであり、平成 27 年度の課題として残されている。 
 
(3)「学生による授業評価」「教員相互の授業参観」は FD 小委員会を中心に年２回実施され

た。 
 「学生による授業評価」は、従来実施後回収して教員が教務課に届けていたが、今年後

期からは学生代表が直接教務課に届けることになった。平成 27 年度からは「学生による授

業評価」について教務委員中心に実施される予定である。 
 
(4)平成 26 年度の「教員個人評価」は、平成 27 年 4 月末日締切で実施された。 
 

 

 

 

 



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 面接等による適正評価を行う。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 例年通り行われた 例年通り行う

① AO入試で適切な学力表を行い、入学者を確保する。 AOによる入学者が不足している ー AOを高校訪問で丁寧に説明する 10% 8.3 8.3%（5÷60名）となった 10％（6名）を目指す AOの入学者率

2 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 スタンダード科目での展開 4 現状を維持する 4 4 従来通り 現状を維持する

3 健康や文化への価値観を高める。 スタンダード科目の充実が必要 3 「人間学」で具体的に講義する 4 5 教科書を用いて具体的に講義している 現状を維持する

4 社会活動・地域貢献への価値観を高める。 平井ラーニングなどを実施している 4 現状を維持する 4 5 新たに表町ラーニングをスタートした 現状を維持する

5 学園への帰属意識を高める。 定時放送で学園歌を浸透させている 3 学園祭などの参加を誘う 4 4 学科単位の展示発表が好評だった さらに充実させる

6 山陽スタンダード・教養教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 現状を維持する

7 シラバスを充実する。 履修者情報が不足している 3 履修者の成績分布表記など工夫する 4 3 改善できていない 履修者の成績分布表記など工夫する

8 専門科目を充実する。 不足している領域がある 3 科目担当者間で検討する 4 3 改善できていない 科目担当者間で検討する

9 成績評価を厳格にする。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 現状を維持する

10 課題探求型・問題解決型学習を積極的に導入する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 表町ラーニングをスタートした 現状を維持する

11 体験交流重視教育を強化する。 不足している 1回 回数を増やす 2回/年 3回/年 表町、倉敷、平井ラーニング 現状を維持する 交流教育回数/年間

12 社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。 浸透していない 1回 学科全体で取り組む 2回/年 1回/年 平井ラーニング 現状を維持する 社会活動等の回数/年間

② 資格特待生制度・英語堪能入学者増計画を導入する。 告知・宣伝が不十分 0% 大学案内を活用し宣伝に努める 0% 0 入学者はいなかった 5％入学を目指して宣伝する 特待生等の入学者に占める割合

③ 家庭科教育教職課程教育を実施し、履修者を増やす。 初年度で指導が不十分 1名 家庭科教職の魅力を伝える 3名 3名 5%（3名）を達成した 現状を維持する 家庭科教育教職履修者数

④ 生活科学・心理学の2コース制を実施する。 2年度目で浸透し始めた 3 コース制の意味を1年生に説明する 4 5 十分浸透している 現状を維持する

13 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 3 不十分である さらに理解を深める努力をする

14 学習支援センター、アドバイザー制度などを活用する。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 3 休・退学相談など活用されている さらに理解を深める努力をする

15 初年次教育、GWなど総合的な支援システムを構築する。総合的なシステム構築に至っていない 2 科目間の連携を深める 3 2 不十分である 科目担当者間で連携を深める努力をする

16 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。 各部門の連携が不十分 2 部門間の連携を生かした支援を行う 3 2 不十分である 部門間の連携を深める

17 コミュニケーション能力やマナーの向上を図る。 就活へ向けた講座への参加動機が不足 2 講座への参加を促す 3 3 不十分である さらに参加を促す体制を整える

18 社会人基礎力の強化を図る。 教科以外の機会が不足 2 学外の講座などの情報を伝える 3 3 不十分である さらに情報を伝える努力をする

⑤ 就職ポートフォリオ等キャリア支援システムの活用を図る全学生に浸透しきっていない 87回 さらに学生に説明し理解を深める 100回 集計中 システム利用者数

⑥ ホテルエアライン等課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 ー さらに学生に説明し理解を深める 3名 5名 十分である 来年度も履修者数を維持する プログラム参加者数

⑦ ビジネス検定等の正課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 ー さらに学生に説明し理解を深める 3名 42名 十分である 来年度も履修者数を維持する プログラム参加者数（言語文化との計

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支援機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3 組織化がなされて試行されている さらに機構の機能を高める

20 健康安全推進機構の下で健康・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 4 禁煙、AED、緊急連絡システム さらに機構の機能を高める

21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題個所を特定し改善する 3 2 不十分である さらに改善をめざす

22 留学推進、外国人留学生支援方策を検討する。 留学を推進する 2 留学についての情報を提供する 3 4 情報提供が全学的におこなわれている さらに情報提供を進める

23 中退者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 目標値は達成している 2.30% 授業内容の魅力を高める 1.00% 4.7% 目標値を超えてしまった 授業だけではなく多面的な支援をしていく中退者；5÷105名　除籍者；1名

24 学生組織・部活動等の活性化を支援・指導する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 大学祭の活性化がなされた 現状を維持する

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コース制、教職課程等の理解を深め 4 5 コース制、教職課程等の理解を深めた 現状を維持する

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が更新されていない ー 全教員が年2回は更新する 2回/年 0回/年 更新していない 更新するようにする 教員紹介等の項の更新回数

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する。HP更新回数が少ない ー ホットニュースなどを随時更新をする 2回/月 2回/月 随時更新がなされている 現状を維持する HPのホットニュースの更新回数

28 OC参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 2 OC参加者と受験者の相関を明確化する OC参加者と受験者の相関を明確化する

29 柔軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 2 不十分である 入試広報部との連携を深める

30 学生参加型のOCを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 5 十分に行われている 現状を維持する

31 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 推薦入試の小論文などの再検討 4 4 再検討し、新方式で実施している 現状を維持する

32 正確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されていない 58% 受験者を増やし定員充足率10割とす 100% 63 漸増であった さらに受験者を増やす努力をする 定員充足率

33 社会人・シニア世代の入学への積極的PRを実施する。 積極的な募集広報不足 0% 教員の地域活動等でPRを行う 3名 1名 不足している さらに受験者を増やす努力をする 社会人入学者率

⑧ 総人学部と入試広報が連携し入試戦略を実施する。 連携が不足していた 2 入試広報部との連携を深める 4 3 不足している さらに連携を深める

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 100 目標値を達成している 現状を維持する 就職率

35 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである さらに充実させる

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである さらに充実させる

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配置・整備がなされていない 3 さらに適正に配置・整備を行う 4 3 従前どおりである さらに適正化を図る

平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；生活心理学科　最終報告2015.4.15

（7）学生募集の見直
しと入試広報戦略の
強化

（8）キャリアサポート
と就職支援の見直
し・強化

区分 項目目的

教育

（3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

（2）教養教育の充実
化

（1）アドミッションポリ
シーの充実化

教育目標
と方策

「愛と奉仕」の精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グローバル化を
踏まえた教育を
行い、健康で文
化的な生活や、
共生・グローバ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成。

キャリア
サポートと
就職支援

学生募集
と入試広
報戦略

（6）学生支援の強化

（5）キャリアサポート
の充実により学生の
就活力、就業力を向
上。

(4)学習支援の強化。

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目
標の設定ができる場合には、それを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

備考行動目標達成目標 No 来年度の課題
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 期末の達成値と評価



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 面接等による適正評価を行う。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。 現状を維持する。

① AO入試で適切な学力表を行い、入学者を確保する。 AOによる入学者が不足している ○○% AOを高校訪問で丁寧に説明する 10% 6%
受験者数は例年とほぼ同数で目標に達して
いない。

AOを高校訪問等で丁寧に説明する

2 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 スタンダード科目での展開 4 現状を維持する 4 4 現状を維持している。 現状を維持する。

3 健康や文化への価値観を高める。 スタンダード科目の充実が必要 3 「人間学」で具体的に講義する 4 5 「人間学」で具体的に講義している 現状を維持する。

4 社会活動・地域貢献への価値観を高める。 平井ラーニングなどを実施している 4 現状を維持する 4 4
平井ラーニング、異文化理解演習Ⅱ、Ⅲを通
じて貢献活動を行い、理解を深めた。

平井ラーニング、異文化理解活動を継続
する。

5 学園への帰属意識を高める。 定時放送で学園歌を浸透させている 3 学園祭などの参加を誘う 4 4 ２年生を中心に展示と模擬店で参加した。 学園祭などへの参加を継続する。

6 山陽スタンダード・教養教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。 現状を維持する

7 シラバスを充実する。 履修者情報が不足している 3 履修者の成績分布表記など工夫する 4 3 成績分布表記については達成できていない。 第三者による記述内容の確認を行う。

8 専門科目を充実する。 不足している領域がある 3 科目担当者間で検討する 4 3 検討できていない。 専門選択科目の見直しを行う。

9 成績評価を厳格にする。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。 現状を維持する

10 課題探求型・問題解決型学習を積極的に導入する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。 現状を維持する

11 体験交流重視教育を強化する。 不足している ○○回 回数を増やす 2回/年 ２回/年
コア科目で１年次〜３年次にかけて年２回以
上実施している。

現状を維持する 交流教育回数/年間

12 社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。 全教員に浸透していない ○○回 学科全体で取り組む 2回/年 ２回/年
上記体験型教育の中に地域貢献活動も含ま
れる。

現状を維持する 社会活動等の回数/年間

② 資格特待生制度・英語堪能入学者増計画を導入する。 告知・宣伝が不十分 ○○% 大学案内を活用し宣伝に努める 5% 2% 編入生が１名入学。 大学案内を活用し宣伝に努める 特待生等の入学者に占める割合

③ 月～金6コマ目に英語堪能者クラスを設け授業を実施する本年度後期より実施 各2名 受講者の英検等上位合格を目指す 各3名
各

1〜5名
１０月から実施した。申込者は８名。各講座１
〜５名。

講座の周知と受講者を増やす。

④ 学科名称変更を実施する。 本年度から検討 3 文部科学省と交渉する 4 4 文部科学省に事前相談を行った。 学科のレベルアップ策を検討する。

13 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 2
センターはなくなっているが、学習支援は継続
している。

学科での学修支援を継続する。

14 学習支援センター、アドバイザー制度などを活用する。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 4
アドバイザー制は、休学・退学・単位修得など
に関する指導に有効に活用されている。

現状を維持する。

15 初年次教育、GWなど総合的な支援システムを構築する。 総合的なシステム構築に至っていない 2 科目間の連携を深める 3 2
初年次教育は基礎演習を中心に行われてい
るが、他科目との連携はできていない。

科目間の連携を深める。

16 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。 各部門の連携が不十分 2 部門間の連携を生かした支援を行う 3 3
教務部、留学生センターおよびキャリアセン
ターと連携し、履修指導や就職支援科目を実
施している。

部門間の連携を生かした支援を行う

17 コミュニケーション能力やマナーの向上を図る。 就活へ向けた講座への参加動機が不足 2 講座への参加を促す 3 2
就職模試は多くが受験したが、マナー講座へ
の参加状況は不十分だった。

講座への参加を促す

18 社会人基礎力の強化を図る。 教科以外の機会が不足 2 学外の講座などの情報を伝える 3 3 「社会人入門」の授業で紹介している。 学外の講座などの参加を促す。

⑤ 就職ポートフォリオ等キャリア支援システムの活用を図る。全学生に浸透しきっていない 87回 さらに学生に説明し理解を深める 100回 20回
就職ポートフォリオの登録はしているが、その
後の活用が十分でない。

さらに学生に説明し理解を深める

⑥ ホテルエアライン等課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 3名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 6名
ホテルエアライン受講者は、今年度１年目受
講が６名、２年目受講が３名である。受講者か
らは非常に有益な講座であるとの評価。

さらに学生に説明し、参加を促す。

⑦ ビジネス検定等の正課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 ○○名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 3〜4名
公務員対策講座、TOEIC IP、漢字検定などに
参加したが、参加人数は十分でない。

さらに参加を促す。 プログラム参加者数

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支援機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3
各部署と連携し、経済上の支援、学生相談支
援、障がいのある学生への支援、留学生の生
活全般の支援などを行っている。

機構の機能を高める

20 健康安全推進機構の下で健康・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3
全学年で災害緊急連絡システムの登録を
行ったが、未登録が残っている。

機構の機能を高める

21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題個所を特定し改善する 3 2 検討できていない。 問題個所を特定し改善する

22 留学推進、外国人留学生支援方策を検討する。 留学を推進する 2 留学についての情報を提供する 3 4
国際交流関係の部署が説明会を行い、指導
や情報を提供している。

留学を促進する。

23 中退者・除籍者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 目標値は達成している 2.30% 授業内容の魅力を高める 1.00% 5%
除籍・退学は前年よりさがり5%だが、目標値
には達しない。

早期発見・指導に努める。 中退者・除籍者率

24 学生組織・部活動等の活性化を支援・指導する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。 現状を維持する。

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コース制、教職課程等の理解を深め 4 4
オープンキャンパスで資格説明の機会を設
け、アンケートで希望調査をした。

資格取得を

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が更新されていない ○○回 全教員が年2回は更新する 2回/年
０〜１
回/年

更新されていない部分が多い。 全教員が年2回は更新する 教員紹介等の項の更新回数

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する。 HP更新回数が少ない ○○回 ホットニュースなどを随時更新をする 2回/月
0〜1回

/月
更新が十分でなかった。 ホームページの更新頻度を高める。 HPのホットニュースの更新回数

28 OC参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 3
OCの参加者は昨年より増えているが、受験
者数は増えていない。

入試広報部との連携を深める

29 柔軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 4
入試広報部と連携し、多様な学生を受け入れ
るべく対応した。

入試広報部との連携を深める。

30 学生参加型のOCを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 4
プレゼンや案内などに学生が参加し、効果を
上げた。

現状をさらに強化する。

31 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 推薦入試の小論文などの再検討 4 4 再検討され、変更された。 変更後を維持する。

32 正確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されていない 58% 受験者を増やし定員充足率8割とする 80% 62% 2014年度の充足率は約67%。2015年度は62%。受験者を増やし定員充足率8割とする 定員充足率

33 社会人・シニア世代の入学への積極的PRを実施する。 積極的な募集広報不足 0% 教員の地域活動等でPRを行う 5% 2% 教員のPRにより社会人入学があった。 教員の地域活動等でPRを行う

⑧ 総人学部と入試広報が連携し入試戦略を実施する。 連携が不足していた 2 入試広報部との連携を深める 4 4
入試広報部と連携し、IELPやホテルエアライ
ンの広報に努めた。

入試広報部との連携を深める

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 71% ３月時点では目標値に達していない。 100%を目指す。 就職率

35 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 現状を維持している。 さらに内容を充実させる

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 4 資格を活かした専門職就職を支援した。 さらに内容を充実させる 教職就職のこと。

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配置・整備がなされていない 3 さらに適正に配置・整備を行う 4 3 現状を維持している。 さらに適正に配置・整備を行う

備考行動目標達成目標 No 来年度の課題
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 今年度の達成値と評価

教育目標と方
策

「愛と奉仕」の精神を基盤
とし、多様性を尊重し、グ
ローバル化を踏まえた教
育を行い、健康で文化的
な生活や、共生・グローバ
ル化社会の実現に貢献で
きる人材の育成。

キャリアサ
ポートと就職
支援

学生募集と入
試広報戦略

（6）学生支援の強化

（5）キャリアサポート
の充実により学生の
就活力、就業力を向
上。

(4)学習支援の強化。

平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；言語文化学科

（7）学生募集の見直
しと入試広報戦略の
強化

（8）キャリアサポート
と就職支援の見直
し・強化

区分 項目目的

教育

（3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

（2）教養教育の充実
化

（1）アドミッションポリ
シーの充実化



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 達成値 達成値に対する評価

1 面接等による適正評価を行う。 十分に行われている 4 現状を維持する 4 4 例年どおりに行われている 4 適正評価を行った 現状を維持する

① 特別推薦定員の削減。又は、特別推薦の評定値を上げる。 特別推薦 27% 特別推薦を25％にする 25% 20％ 目標到達した 18％ 目標到達した 特別推薦を18％にする 特推の入学者率減

2 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 スタンダード科目での展開 4 現状を維持する 4 4 従来通り 4 従来通り実施した 現状を維持する

3 健康や文化への価値観を高める。 スタンダード科目の充実が必要 3 「人間学」で具体的に講義を受けさせる 4 3 従来通り 3 講義を受けさせた
「知的生き方概論」「人間学」を真
剣に学ばせる

4 社会活動・地域貢献への価値観を高める。 様々な講義が実施している 4 現状を維持する 4 4 従来通り 4 従来通りできた 現状を維持する

5 学園への帰属意識を高める。 定時放送で学園歌を浸透させている 3 学園祭などの参加を誘う 4 4 参加を誘っている 4 参加の拡大を図った 継灯式を実施する（今回初めて）

6 山陽スタンダード・教養教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 5 充分できた 現状を維持する

7 シラバスを充実する。 十分に行われている 3 シラバスの内容の再検討 4 保 検討中 5 内容を検討した シラバスの内容の検討と充実

8 専門科目を充実する。 十分に行われている 3 現状を維持する 4 4 従来通り 4 充分に行われた 現状を維持する

9 成績評価を厳格にする。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 4 充分できた 進級要件の導入

10 課題探求型・問題解決型学習を積極的に導入する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 4 導入できた 現状を維持する

11 実習における体験教育を強化する 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 4 強化できた 現状を維持する 実習教育回数/年間

12 社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。 全教員・学生に浸透していない 2 学科全体で取り組む 3 3 不十分である 3 不十分である 学科全体で取り組む 社会活動等の回数/年間

② 国家試験の合格率100%を目指す。 合格率90.36％ 90.40% 指導の充実を図る 98% 保 努力している 91.3 充分ではなかった 1年次から指導を充実する

13 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 2 不十分である 2 不十分である

14 アドバイザー制度などを活用する。 十分に行われている 3 現状を維持する 3 3 従来通り 3 従来通り 現状を維持する

15 初年次教育、GWなど総合的な支援システムを構築する。？ 総合的なシステム構築に至っていない 2 科目間の連携を深める 3 3 従来通り 3 従来通り

16 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。？ 各部門の連携が不十分 2 部門間の連携を生かした支援を行う 3 ？ ？
部門間の連携を生かした支援を行
う

③ 入学前学習の充実を図る。 合格者に事前課題を求める 2 合格者に事前課題を求める 3 4 改善できている 4 改善できた
合格者に事前課題のさらなる検討
を行う

④ 国家試験対策の充実を図る。 学内の教員・アドバイザーで対応 3
4年生は業者による特別講義
各学年模試の実施

4 4 取り組んでいる 4 取り組んだが充分とは言えない
業者も利用するが、全教員できめ
細かく指導する

17 コミュニケーション能力やマナーの向上を図る。 知的生き方概論で学習している 2 現状を維持する 3 3 従来通り 3 従来通り 現状を維持する

18 社会人基礎力の強化を図る。 学内及び実習施設等で学んでいる 2 現状を維持する 3 3 従来通り 3 従来通り 現状を維持する

⑤ キャリア教育の充実を図る。 2 積極的なインターンシップの推奨 3 3 従来通り 3 従来通り

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支援機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 ？ 3 ？

20 健康安全推進機構の下で健康・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 ？ 2 充分とは言えない

21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題個所を特定し改善する 3 3 3

22 留学推進、外国人留学生支援方策を検討する。 留学を推進する 2 留学についての情報を提供する 3 3 情報を提供した 留学についての情報を提供する

23 中退者・除籍者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 目標値は達成している 3.30% 現状を維持する 3.30% 0.9％ 改善できている 改善できている 中退者・除籍者率

24 学生組織・部活動等の活性化を支援・指導する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 5 充分できた 現状を維持する

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コース制、教職課程等の理解を深める 3 3 情報を提供した 2 不十分であった 積極的に情報提供する

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が更新されていない ○○回 全教員が年2回は更新する 2回/年 保 不十分である 3 不十分である 全教員が年3回は更新する 教員紹介等の項の更新回数

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する。 HP更新回数が少ない ○○回 ホットニュースなどを随時更新をする 1回/月 7回 更新できている 3 メディアを通じた広報をする HPのホットニュースの更新回数

28 OC参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 4 連携できている 4 連携できている
入試広報部との連携をさらに深め
る

29 柔軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4

30 学生参加型のOCを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 5 十分に行われている 5 充分に行われている 現状をさらに強化する

31 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 変更した入試科目、評定値の再検討 4 ？ 検討中 4 検討中である 入試制度のさらなる検討

32 正確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されている 106% 受験者を増やし定員充足率を維持 106% 保 取り組んでいる 3 取り組んだ 受験者を増やし定員充足率を維持 定員充足率

33 社会人の入学への積極的PRを実施する。 積極的な募集広報不足 0% 教員の地域活動等でPRを行う 5% ？ 3 実施できた 引き続きPRを行う 社会人入学者率

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 保 98.6％ 充分できた 100％を目指す 就職率

35 保護者懇談会・病院説明会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 4 従来通り 4 従来通りできた 内容の充実

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配置・整備がなされていない 3 さらに適正に配置・整備を行う 4

学生募集と
入試広報
戦略

（5）キャリアサポート
の充実により学生の
就活力、就業力を向

上。

教育目標と
方策

平成27年度4月20日修正平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；看護学科
26年度の課題と目標値

（3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

（6）学生支援の強化

(4)学習支援の強化。

備考

（8）キャリアサポート
と就職支援の見直

し・強化

キャリアサ
ポートと就職

支援

「愛と奉仕」の精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グローバル化を
踏まえた教育を
行い、健康で文
化的な生活や、
共生・グローバ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成。

教育

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設定ができる場合には、それを表
示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

区分 項目目的

（2）教養教育の充実
化

（1）アドミッションポリ
シーの充実化

行動目標達成目標 No 27年度の課題

（7）学生募集の見直
しと入試広報戦略の

強化

25年度の評価と評価値 中間期の達成値と評価 期末の達成値と評価



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 面接等による適正評価を行う。 まずまず行われている 3 現状を維持する 3 3 従来と同様の評価基準を踏襲した 評価基準を見直す

2 AO入試で適切な学力評価を行い、良い学生を確保する。 方法論に検討が必要 3 改善する 4 4 AO入試にｙる入学者が増加 入学者の１５％以上をAO入試で確保 AOの入学者率

3 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 知的生き方概論で担当する 3 学生による授業評価を検討する 4 4 肯定的な評価が増加 知的生き方概論を基盤に自発的に学ぶ

4 社会活動・地域貢献への価値観を高める。 さまざまな科目で取り組む 3 現状維持 3 3 従来通り 知的生き方概論を活用

5 学園への帰属意識を高める。 学園歌については授業で教えている 3 学園祭などに積極的に参加させる 3 3 2年生を中心に自発的な参加があった 学生の関与を更に拡大する

6 教養教育科目の開講数増を図る。 不十分 2 開講せずの科目を減らす 3 3 25年度と同様であった 歴史を開講する

7 学科のミッションについて学科教員間で議論している。 充分とはいえない 2 改善する 3 5 度々学科会で議論された 現状を維持する

8 ファカルティの数的充実 全く不十分 2 基準値よりゆとりを持って８名とする 3 4 教員6名の体制 教員7名の体制を目指す

9 カリキュラムの検討・改善 栄養士法施行規則に準ずる 3 特色を出すカリキュラムを検討する 4 4 校外実習を前期と後期に分け実施 教育の質的向上

10 シラバスを充実する。 大学の基準に従っている 4 現状維持 4 4 従来通り 予習にも配慮したシラバスの内容

11 シラバスを適正活用する。 行われている 4 現状維持 4 4 シラバスに沿った授業展開 現状を維持する

12 専門科目について教育成果があがっているか。 実力認定試験の受験者を増やす 3 更に増やす 4 4 昨年比約３倍の受験者 受験率５０％以上を目指す

13 成績評価を厳格にする。 充分とはいえない 3 改善する 4 4 課題・提出物の評価を厳格化 自学自習を評価する

15 体験交流重視教育を強化する。 幼児教育学科との連携などで実施 3 現状維持 3 3 25年度と同様の実施内容 子どもと食育・子育て支援での交流を促進

16 厚労省の基準に合致した教育内容になっているか。 なっている 5 現状維持 5 5 25年度と同様の実施内容 現状を維持する

17 社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。 前向きに取り組む 3 学科全体で取り組む 4 4 ボランティア学生数が増加 1年次生の参加を更に促す

18 学科のための入試制度を活用し、入学者増を図る。 関連分野の就学希望者を発掘する 3 新しい制度の提案 4 4 学び直しで資格を目指す層を取り込む　　 入試広報と連携し具体化する

19 センター利用入試の拡大を図り、入学者増につなぐ。 充分とはいえない 3 さらに努力する 4 4 センター試験利用による入学者が増加 積極的な入試広報を行い利用を拡大

20 クラス顧問制度を充分に機能させる。 行っている 4 更なる充実を図る 4 3 全体として不十分である オフィスアワーを有効活用する

21 マナーの向上を図る。 校外実習や就職活動を機会とする 4 現状維持 4 4 従来通り 日常的にマナー向上に取り組む

22 社会人教育の強化を図る。 充分とはいえない 2 さらに充実させる 3 3 不十分である キャリアセンターとの連携強化

23 「社会人入門」を充実させる。 内容を検討する 3 改善していく 4 4 キャリアセンターと連携 従来通り

24 就職ポートフォリオ等キャリア支援システムの活用を図る。社会人入門等で推進する 3 専門職支援とリンクさせる 4 3 従来通り 従来通り

25 PC検定（文書作成）の活用・推進 受講生を増やす 3 全員の受講を目指す 4 3 52名受験・合格者33名 受験率アップと合格者数の増加

26 PC検定（データ活用）の活用・推進 受講生を増やす 3 全員の受講を目指す 4 － 検定実施せず 文書作成検定の方に集中する

27 漢字検定の活用・推進 受講生を増やす 3 全員の受講を目指す 4 4 20名受験・合格者12名 受験率アップと合格者数の増加

28 その他の検定試験の活用・推進 検討中 1 新しい検定を取り入れる 3 1 新規の検定試験の導入なし キャリアセンターと連携し就職に有用な検定試験を導入

29 校舎の耐震性を確保し、学生に安全な学習環境を提供す 不十分 1 改善する 1 1 改善していない 学生の安全をどう確保するか検討

30 食中毒の起こりにくい構造に校舎を改築する。 不十分 2 改善を要求する 3 3 業者の見積もり段階（特にトイレ） 必要な施設の改善を行う

31 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題個所を特定し改善する 3 1 改善していない 問題個所を特定し改善する

32 留学推進、外国人留学生支援方策を検討する。 留学を推進する 3 留学についての情報を提供する 3 3 語学留学にかする情報提供を行った 従来通り

33 中退者・除籍者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 目標値は達成している 4 一人も出さない心構えで取り組む 5 4 目標値を達成した 退学者、除籍者の数を26年度より減らす

34 学生組織・部活動等の活性化を支援・指導する。 十分に行われている 4 現状を維持する 4 5 学友会や部活動で成果をあげた 従来通り

35 ホームページを活性化する。 ニュースをたびたび更新する 2 全員がニュースを提供する 4 3 更新の頻度が低かった 更新頻度を改善する（毎週()

36 OC参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。 不十分な部分がある 3 入試広報部との連携を深める 4 3 不十分である 入試広報部と連携する

37 高校訪問など、迅速な戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 3 入試広報部との連携を深める 4 4 入試広報部と情報交換のうえ活動した 重点校を再検討するけいさん

38 学生参加型のOCを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状維持 4 4 学生よる対応は高校生や保護者に好評 従来通り

39 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 学科の特徴を活かす入試方法の検討 4 4 専門学校・大学・短大卒業者を取り込む案 導入をめざして活動する

40 正確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されていない 3 受験者を増やし定員充足を目指す 4 4 結果的に入学者数が10名増 入試広報部と連携する

41 就職率100%を目指す。 ほぼ達成されている 4 就職の質の向上を目指す 4 5 就職率100％を達成した 維持する

42 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが、さらに改善 3 さらに内容を充実させる 4 4 従来通り 参加企業の業種と数の拡大を図る

43 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 さらに内容を充実させる 4 さらにきめ細かに行う 5 4 不十分である 学科全体で取り組む

44 キャリアセンターと学科と連携し、充分機能している。 さらなる連携を行う 3 具体的に検討する 4 3 不十分である 学科全体で取り組む

備考行動目標達成目標 No 来年度の課題
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 最終の達成値と評価

教育目標
と方策

「愛と奉仕」の精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グローバル化を
踏まえた教育を
行い、健康で文
化的な生活や、
共生・グローバ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成。

キャリア
サポートと
就職支援

学生募集
と入試広
報戦略

(6)学生支援の強化

（5）キャリアサポート
の充実により学生の
就活力、就業力を向
上。

平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；食物栄養学科

（７）学生募集の見直
しと入試広報線楽の
強化

（８）キャリアサポート
と就職支援

区分 項目目的

教育

（3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

（2）教養教育の充実
化

（1）アドミッションポリ
シーの充実化



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 面接等による適正評価を行う。 ほぼ行われている 3 過去のデータを活用する 5 4 もう少し工夫が必要である 面接の評価方法を工夫する

2 AO入試で適切な学力表を行い、入学者を確保する。 データを統計解析して活用している 5 今年度もエータを収集・解析する 5 5 データ解析は良く行われている データ解析をより一層進める AOの入学者率：22.5%

3 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 4 現状を維持する 4 4 かなり良くできている 理念・歴史をよく学ばせる

4 健康や文化への価値観を高める。 科目の充実が必要 3 「人間学」で具体的に講義する 4 2 不十分 学科全体での取り組む

5 社会活動・地域貢献への価値観を高める。 ボランティア活動など行われている 4 現状を維持する 4 4 ボランティアは良く行われている 前年同様、ボランティアを充実させtる

6 学園への帰属意識を高める。 定時放送で学園歌を浸透させている 3 学園祭などの参加を誘う 4 4 良く参加されている より一層、参加を促す

7 山陽スタンダード・教養教育の充実化を図る。 不足している面がある 3 より一層、基礎教育を充実させる 4 4 まずまず良く行われている より一層、充実させる

8 シラバスを充実する。 具体的な内容が分かりにくい教科がある 4 具体的な内容例を知らせる 5 5 充実している より一層、充実させる

9 専門科目を充実する。 不足している領域がある 3 科目担当者が検討する 4 3 もう少し工夫が必要である 教員の教材研究を促進する

10 成績評価を厳格にする。 もう少し努力が必要である 3 教員もより厳しく学習指導する 4 4 学習指導は良く行われている 学習指導を学科全体で行う

11 課題探求型・問題解決型学習を積極的に導入する。 やや少ない状態である 3 教員が講義を工夫する 4 4 良く工夫されている さらに工夫する

12 体験交流重視教育を強化する。 十分に行われている 4 さらに質量の向上を図る 5 4 良く行われている より一層、実施する

13 社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。 学生の奉仕活動は行われている 4 学科全体で取り組む 5 4 良く行われている 学科全体での取り組みを促す

① 音楽教育のより一層の充実 やや課題が残るが練習する学生増加 3 ピアノ技能を徹底して修得させる 4 3 もう少し工夫が必要である さらに厳しく基礎力をつけさせる

② 幼稚園・保育所で必要な技能の習得 かなり良く行われている 4 さらに教育を深める 5 5 大変良く行われている 現状を維持して努力する

③ 園児指導に必要な知識の獲得 知識の獲得に学生が消極的 2 知識面での教育を厳格にする 4 2 努力が必要である 知識の大切さを分からせる

14 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 3 もう少し工夫が必要である さらに広報活動を進める

15 学習支援センター、アドバイザー制度などを活用する。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 3 もう少し工夫が必要である さらに広報活動を進める

16 初年次教育、GWなど総合的な支援システムを構築する。総合的なシステム構築に至っていない 2 科目間の連携を深める 3 3 少し良くなってきている 科目間の連携をさらに進める

17 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。 各部門の連携が不十分 2 部門間の連携を生かした支援を行う 3 3 もう少し工夫が必要である 部門間の連携をさらに進める

18 コミュニケーション能力やマナーの向上を図る。 社会人入門などで講義している 3 よりお徹底した指導を行う 3 3 かなり良くできているがもう一歩である より一層、徹底した指導を行う

19 社会人基礎力の強化を図る。 社会人入門などで講義している 3 よりお徹底した指導を行う 3 4 良く出来ているが工夫が必要である より一層、徹底した指導を行う

④ 学生が自主的にサポートを求めるようにする。 全学生に浸透しきっていない 2 さらに学生に説明し理解を深める 4 3 もう少し工夫が必要である さらに広報活動を進める

⑤ 積極的に施設でのボランティアを行う ある程度は行っている 3 さらに学生指導する 4 4 かなり良くできている さらに広報活動を進める

⑥ 幼稚園・保育所で求められている事を調べる 学生が消極的 2 さらに学生指導する 3 3 学生を積極的にさせる工夫が必要である 学生にさらに自主学習を勧める

20 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支援機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3 もう少し工夫が必要である さらに工夫を継続する

21 健康安全推進機構の下で健康・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 3 機構の機能を高める 4 3 良く行われるようになった 継続的に良く行うようにする

22 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題個所を特定し改善する 3 3 まずまず良く行われている さらに点検し、改善を進める

⑦ 生活困難学生への相談活動を行う 不十分であった 2 早期に相談活動を行う 3 3 困難だが良く行われている より一層、良く行う

23 中退者・除籍者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 種々の事情があり困難も多い 2 生活支援の相談活動を活発化する 3 2 もう少し工夫が必要である 教員による学生相談活動を活発にする 中退者・除籍者率:4.8%

24 学生組織・部活動等の活性化を支援・指導する。 やや不足している 3 より一層の学生指導を行う 4 4 まずまず良く行われている より一層、良く行う

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 ほぼ達成できた 3 より一層、理解を深めてもらう 4 3 まずまず良く行われている 確実な実施に向けて努力する

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が不十分 3 全教員が年2回は更新する 4 2 もっと更新をする必要がある 更新を必ず行うよう、教員に働きかける 教員紹介等の項の更新回数:1

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する。教員が広く学外講義を行っている 4 現状をさらに拡大する 5 4 学外講義や論文で良く行われている 論文作成などをさらに進める HPのホットニュースの更新回数:32

28 OC参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。分析を進めてきた 4 入試広報部との連携を深める 5 5 良く行われている 入試広報部その他と連携を深める

29 柔軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 学科内で話し合っている 3 入試広報部との連携を深める 4 4 まずまず良く行われている 入試広報部その他と連携を深める

30 学生参加型のOCを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 5 大変良く行われている より一層、学生の参加を促す

31 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 効果的な面接方法の開発 4 4 良く行われている 面接方法をさらに工夫する

32 正確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 過去のデータ分析が少ない 3 過去のデータ分析をより進める 5 5 大変良く行われている データ分析を徹底的に行う 定員充足率:111%

⑧ 幼児教育学科と入試広報が連携し入試戦略を実施する。 頻繁に入試広報と連絡しあった 5 現状をさらに深める 5 4 まずまず良く行われている 入試広報部との連携をさらに深める

33 就職率（100%）の維持を図る。 目標値は達成している 5 現状をさらに上昇させる 5 5 良く行われている 現状を維持する 就職率:100%

34 保護者懇談会・就職懇談会等を開催する。 開催されていて、効果を挙げている 5 内容をより充実させる 5 5 大変良く行われている 継続的に開催して効果を挙げる

35 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが学生が消極的だった 3 さらに学生を指導する 4 4 まずまず良く行われている 学生にキャリアの重要性を知らせる

⑨ 学科に直接来る就職情報を活用する ある程度は活用されている 3 現状をさらに良くする 4 4 良く行われている 引き続き、活用を継続する

平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；幼児教育学科

（7）学生募集の見直
しと入試広報戦略の
強化

（8）キャリアサポート
と就職支援の見直
し・強化

区分 項目目的

教育

（3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

（2）教養教育の充実
化

（1）アドミッションポリ
シーの充実化

教育目標
と方策

「愛と奉仕」の精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グローバル化を
踏まえた教育を
行い、健康で文
化的な生活や、
共生・グローバ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成。

キャリア
サポートと
就職支援

学生募集
と入試広
報戦略

（6）学生支援の強化

（5）キャリアサポート
の充実により学生の
就活力、就業力を向
上。

(4)学習支援の強化。

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標
の設定ができる場合には、それを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

備考行動目標達成目標 No 来年度の課題
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 今年度の達成値と評価



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

12 学内外で、分野横断型の共同研究等が行なわれている。 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 4

学内で、いくつかのテーマ（精
神障害者、潜在保育士等）で
共同研究が行なわれてきてい
る

14 競争的外部資金の獲得への取組みが行なわれている。 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 3
科研申請や、私学助成等の
獲得に向けた取り組みが行な
われつつある

科研申請の前段階（準備段
階）までの研究を学内で支援
する取り組みの創設が必要

Ｈ２７年度から学内研究公
募制度を創設する予定

外部公表の内容等について
の検討が必要

窓口や仕組みをＨＰ等で地域
にアピールしていくべきかどう
かについて検討が必要

公開講座の充実については
検討が必要

外部公表の内容等について
の検討が必要

教員体制の充実が必要

最終の達成値と評価 来年度の課題
（必要な項目のみ記入） 備考

Ｈ２７年度から個人研究費
の見直しが行われる予定

4
精神障害、潜在保育士などの
研究が行なわれ、地域貢献に
つながっている

16
各種学会の役員や学術大会の座長、学術雑誌の査読や編
集員など、知的シーズをもとにした、学会活動・社会的活動
が行なわれている。

教員に、個人研究費が適切に支給され、適切に活用されて
いる。

13
地域社会との間で、委託研究や共同研究等の取組みが行な
われている。

教員が、研究活動の成果（著書、論文発表、学会活動、国際
会議出席等、その他）を、年次毎に大学・短大に報告し、個人
評価されている。

マスコミなどを通じて、研究成果が地域社会に発信されてい
る。18

11

15

Ｈ２７年度から新設される
企画部に、全学的な取り
組みについての検討を依
頼する予定

十分とは言えない 2

研究能力
の向上と
研究の活
性化

教員が、研究会や研修等に、定期的に（年1回以上）参加して
いる。

6
教員が研究成果を発表する機会（学内研究紀要の発行等）
が確保され、活用されている。

4

9

8

7 教員体制の充実が必要

精神障害・潜在保育士に
ついては、行政等と連携し
てＨ２７年度も研究継続の
方向

10
教員個々人の研究活動の状況が外部に公開され、定期的に
更新されている(大学の知的シーズが外部に公表され、定期
的に更新されている）。

3

（３）研究能力の向
上

1

2
教員の研究活動は、学科・専攻課程等の特性や方針に基づ
いている（又は、連動している）。

研究に必要な資料（論文、文献）の取り寄せや閲覧が行なえ
る環境が整備され、活用されている。

*年度別目標値については3を基準とするが、学部学科の現状に応じて設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるので、その場合はそれを基準値とすることになる。また、具体的な数値（件数、人数、％など）で目
標の設定ができる場合には、それを表示する。

研究

地域における
良質で有意な
人材の育成に
努め、大学・短
大に求められ
ている社会的
要請（地域へ
の貢献等）に
対応し、大学・
短大の社会的
存在意義を高
めること。

（１）研究の意義の
確認

研究体制
の構築

地域社会（行政を含む）から、委託研究等の研究へのニーズ
を受ける窓口や仕組みが備わっている。

教員が、研究、研修等（学会参加を含む）を行う機会が確保
されている。5

（２）研究体制の整
備・活用

研究成果
の社会へ
の還元

行動目標達成目標 No

研究活動が教育・社会活動・地域貢献の基盤となり、本学の
社会的存在意義を高める重要な要素であることが、確認され
ている。
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FD/SDなどを通じて十分に確
認されているとまでは言えな
い。

2 研究への取り組みを促進する

前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値
区分 項目目的

3
教員が、研究を行う教員室、研究室等が整備され、充実して
いる。

（５）研究成果の地
域社会への還元お
よび発信

（４）研究活動の活
性化

大学・短大の知的シーズが、地域の課題解決に活用されて
いる（小中高等学校等の教育支援、社会人の研修や生涯教
育への支援、自治体審議会等への委員派遣、など）。

公開講座等が、定期的に実施されている（研究成果の発表を
含む）。17

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

4

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

学科や領域によっては十分で
はないところがある

研究活動に必要な時間の確
保が出来る環境づくりを進め
ていく

32

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

学科や領域によっては十分で
はないところがある

2
研究活動に必要な時間の確
保が出来る環境づくりを進め
ていく

3

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

3

十分に行なわれている 4 現状を維持する 4

十分に公開されているとは言
えない

2 基準を決めて公開を促す 3

取組みを進めていく 3

3
地域社会とのつながりを構築
していく

十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3

十分とは言えない 2 取組みを進めていく

十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3

十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3

十分とは言えない 2

精神医療、臨床心理、幼児教
育などの専門性が、研究に活
用されている

4 十分に行なわれている

4
十分に行なわれ、図書の補充
も行なわれている

2

教員体制が十分とはいえず、
教員が研究活動等の時間が
確保できない学科や領域があ
る

4 十分に行なわれている

教員体制が十分とはいえず、
教員が研究会等に参加する
時間が確保できない学科や領
域がある

2

4 十分に行なわれている

4 十分に行なわれている

2
教員の研究活動の外部公表
が、十分に行われていない。

3
地域の課題を受け付ける取り
組みが少しずつ進んできてい
る

2

2

認知症カフェなどで公開講座
が行なわれたが、定期的とま
では言えない

教員の研究活動の外部公表
が、十分に行われていない。

4

地域社会との間で、いくつか
のテーマ（精神障害者、施冤
罪保育士等）で共同研究が行
なわれつつある

4
認知症カフェなど、いくつかの
取組みが行政と協働して行な
われてきている

3
教員の個々の取組みが行わ
れてきている。



前年度の評価 評価

値
今年度の課題 目標

値
達成
値

達成値に対する評価 達成
値

達成値に対する評価　（エンジ文字部分は要確認）

1 部・科 全 公開講座の企画を本学の特性を活かしたものにし、全学協力実施 本学の特性を活かし 4 工夫を続ける。 4 4 P:市との連携内容を策定　D:リーフレットを作成配 4 C:本学大半の学科からパネリストを出してもらえ、運営は全学科参加で実施できた。A:この形式を継続する。

2 全 公開講座を地域社会・行政と連携して実施
（ボランティア支援・社会サービスセンター中心）

連携を計ったが不十分 2 工夫・努力を続ける。 4 4 PD:岡山市と連携した。 4 C:岡山市へは後援以上の連携を断られた。「認知症カフェ」はサポーターと学区役員に強い支援を得た。　A:行政へは
今後も本学から連携強化の要望を継続。地域団体とは企画時点での参加を依頼

3 全 公開講座の参加者数を一定数確保する。（ボ支援・社センターを中
心に）

社会人参加者が少な
かった。

2 工夫・努力を続ける。 3 3 PD:募集の努力を続けている。 4 C：ワークショップができる参加者を得ることができた。　認知症サポーター・平井学区の呼びかけが大きな効果。　A：
地域団体の募集面の支援を得る状況を作っていくことが重要

1 部・科 聴講生制度に基づく社会人学生の受入をおこなう。 受入人数が減少気味。 2 努力を続ける。 3 2 DC:受入人数が減少気味 1 C:聴講生は本学のHPで説明日を広報しているが聴講生は減っている。　A:広報を強化する方策を検討

2 部・科 高齢者の学び直しを支援する。 受入時の趣旨徹底が
不十分

3 募集説明を改善する。 4 3 P：公開講座・公開講演会の場でPRしている。 2 C：高齢者の学び直しは入試広報部のリーフレット等を活用し実施。　A:次年度に向けて広報を強化する方策を検討

大学等施設の開放 1 全 大学等施設の計画的開放をおこなう。（総務課、ボ支援・社セン
ター、学内各施設）

図書館を一般公開して
いる。

4 継続して実施する。 4 3 PD:努力を続けている。 3 C:本学図書館の学外開放は看護師の方が閲覧・コピーに来館する例を中心に増えている。　A:岡山県の横断検索が
予算化できればより貢献度が高くなる。

1 部・科 公開講演会の企画を学部･短大の特性を活かしたものにし協力実
施

　 3 P:幼教学科が特性を活かした講師を選んだ。
D:幼教学科に合った講演会が開催された。

3 C:幼教学科に相応しい講演会が実施できた。　A:次年度、次の学科にこの状況を継承する。

2 部・科 学部・短大：公開講演会を、地域社会・行政と連携して実施する。 4 C:学科が地域の企業と連携し講演会を実施した。 4 A:次年度、次の学科にこの状況を継承する。

3 部・科 学部・短大：公開講演会の参加者数を一定数確保する。 3 C:参加者を一定数確保した。（会場内78名） 3 A:次年度、次の学科にこの状況を継承する。

1 部・科 事業の企画を学部・短大の特性を活かしたものにし協力実施す 4 PD:3学科の特性を活かし協力実施している。 4 C:好ましい状況で事業が実施されている。　A:次年度、３学科でこの状況を継承する。

2 部・科 事業を、地域社会・行政と連携して実施する。 3 PD:事業を地域社会・行政と連携実施している。 3 同上

3 部・科 事業の参加者数を一定数確保する。 3 PD:参加者を一定数確保した。 3 同上

4 部・科 全 地域における教育支援又は子育て支援の実施（上記１～４も該当
する）

3 PD:幼教学科と附属幼稚園が連携してて子育て支
援を続けている。

4 C:附属幼稚園では、未就園児体験入園、年間32回実施。、相談も受けている、園外講師による研修会を実施してい
る。　A:次年度に向けて広報を強化する方策を検討する。

1 部・科 全 コンソーシアムを本学の教育内容・教育方法の充実に活用する。 VOD講義は履修されて
いる。

3 TV会議システムを活用
授業

4 4 PD:DVD授業は履修が継続されている。TV会議シ
ステム双方向オムニバス授業を4大学で共同実施
し る

4 C:TV会議システム双方向オムニバス授業を4大学で共同実施完了した。開講により成果を得た。課題は履修生を増や
すことである。　A：履修生を増やす努力をする。

2 部・科 全 コンソーシアムを本学の学生の社会貢献・ボランティア活性化に活
用する。

子ども大学、エコナイト
参加

3 東北ボランティア参加 4 4 PD:子ども大学、エコナイトは大学・短大共に参加
し、学生の成長に役立っている。

3 C:日曜日子ども大学に生活心理学科・幼教学科が出展しエコナイトに学友会･ウラジャが参加したことは教育面・本学
の勝つ津成果面から成果があった。　A::次年度、履修学生を広げていく。

3 部・科 全 コンソーシアムを本学の学生の就職活動に活用する。 インターンシップに活用 3 継続工夫して実施す
る

4 3 PDC:インターンシップは本学の学生に役立ってい
る

3 A:次年度もインターンシップを継続する。

1 全 教育機関への講師派遣結果を実態把握を大学がおこなう。
（教職員の理解を）

把握をおこなった。 3 大学の情報収集体制整
備

4 3 PD:学内SDFD研修会で重要性を説明し大学への
報告を訴えた。

3 C:今年度の講師派遣状況については年度終了後確認する。　A:継続して講師派遣状況の確認を続ける。

2 全 教育機関への講師派遣の重要性を啓発する。(FDで） FDで啓発活動実施 3 継続して実施する。 4 3 PD:学内SDFD研修会で重要性を説明した。 3 C:SDFDでの説明に対する効果は一定の反応があった。　A：次年度の学内SDFD研修会でも重要性を啓発・依頼す
る。

3 部・科 全 教育機関からの派遣を開拓する。（入試広報部出張授業ＰＲ等） 入試広報部出張授業
PR実施

3 継続して実施する。 3 1 PD:高校訪問時に出張事業リストを渡した。 2 C:SDFDでの説明したが各学科学生募集と結びついているので十分理解されている。　A:次年度も全教員が高校訪問
時リストを持参し提案する。

4 部・科 全 教育機関への講師派遣の件数を増やす。 同上 3 同上 3 2 PD:機会を捉えて依頼していただくようお願いして
いる

2 C:高校訪問時に先方に伝えるのが一番効果的と考えられる。　A:次年度も全教員が高校訪問時リストを持参し提案す
る1 全 行政機関から受けた委員派遣結果の実態把握を大学として実施

（教職員の理解を）
把握をおこなった。 3 大学の情報収集体制整

備
4 3 PD:学内SDFD研修会で重要性を説明し大学への

報告を訴えた。
3 C:今年度の委員派遣状況について年度終了後確認する。　A:継続して委員派遣状況の確認を続ける。

2 全 行政機関への委員派遣依頼を断らないよう学内啓発する。(FDで） FDで啓発活動実施 3 啓発活動の継続 4 3 PD:学内SDFD研修会で重要性を説明し、報告を
訴えた。

3 C:「本学・学生のため委員依頼があった場合断らないように」の説明は伝わった手応えがあった。　A:次年度も、派遣
依頼を断らないよう学内啓発・依頼する。

3 部・科 全 全学：行政機関との接触（コンタクト）を経常的に取る重要性を学内
啓発(FDで）

FDで啓発活動実施 3 啓発活動の継続 4 3 PD:学内SDFD研修会で重要性を説明した。 3 C:行政機関との接触を経常的に取ることを全教員が実施するのは困難・危険性が伴う。　A:現在行政とコンタクトが取
れる教員が「同僚を紹介する」という方式ですすめる。

4 部・科 全 全学：行政機関への委員派遣の件数を増やす 努力した。 3 努力を続ける。 3 1 PD:機会を捉えて依頼していただくようお願いして 2 同上

1 　 全 ボランティア活動の実態把握を大学としておこなう。（教職員・学生 把握をおこなった。 3 大学の情報収集体制整 4 3 PD:学内SDFD研修会・知的生き方で報告を依頼 3 C:今年度のボランティア活動状況について年度終了後確認する。　A:実態把握を活動促進に役立てる。

2 部・科 全 ボランティア活動の意義、大学への報告の必要性を教職員学生に FD・SD、授業で実施 3 継続して実施する。 3 3 PD:学内SDFD研修会・知的生き方で重要性を説 3 C:SDFD研修会・知的生き方での呼びかけは一定の効果があった。　A:次年度も啓発活動を継続する。

3 部・科 全 ボランティア活動の支援をする。（FD・SD、授業で） 県の事業への参加を支
援

3 4 3 PD:東北震災復興に派遣支援した。 3 C:学生部・ボランティア系サークル顧問の支援を受けてサークルが活動を続けている。A:次年度も知的生き方で啓発
とボランティア募集情報の提供を続ける。

1 部・科 全 学生の「さんぱと隊」を支援する。 支援した。 3 隊員の増強を促進 4 3 PD:学生部を中心に、「さんぱと隊」を支援してい
る。

3 C:さんぱと隊は学生部の支援を受けて活動している。課題は学友会・学祭以外のさんぱと隊のプロパー学生の増員で
ある。A:次年度に向けてより効果的な支援策を実施する。

2 部・科 全 学生サークル（部・同好会）のボランティア活動を支援する。 支援した。 3 要請の学内情報共有化 4 3 PD:地域防災にサークルを派遣支援した。 3 C:学生ボランティア団体は顧問教員の助言を活かして活動している。年度終了後確認する。A:より効果的な支援策を
検討・実施する。

3 部・科 全 学生（個人有志単位）・教職員のボランティア活動支援をする。（授
業で、個別で）

「知的生き方」で啓発し
た。

3 継続して実施する。 4 3 PD:学内SDFD研修会・知的生き方で重要性を説
明した。

3 C:SDFD・知的生き方での呼びかけは一定の効果があった。大学コンソーシアム岡山の東北ボランティアに学生を送っ
た。活動結果は年度終了後確認する。　A:実態把握に努力し活動促進に役立てる。

1 部・科 全 地域を対象とした学生主体の授業の必修化 選択科目では実施して
いる。

2 必修科目への組込を努
力

3 P:今後学内（学部学科・教務）で協議が必要。 3 C:学内（合同会議・学部学科・教務）で協議。　A:各学部･学科での必修化の可能性を詰めていく。当面は１年次必修
「知的生き方概論」1週分で対応する。【学内協議必要】

2 部・科 全 地域課題解決を目的とした共同研究を実施する。
（研究支援・共同研究推進機構と連携）

単独研究はあるかもし
れない。

2 共同研究化へ努力す
る。

3 P:今後学内（学部学科）で協議が必要。 3 C:岡山市と提携しCOCに応募したが採択にならなかった。COCプラス・AP申請の検討・状況整備を進めている。　A:次
年度の「地域課題解決を目的とした共同研究方針」を協議していく。【学内協議必要】

1 部・科 全 「平井地区から全国へ」の戦略を立てる。
（岡山市と保健福祉・危機管理面の提携等）

COCを提出する状態に
伸展

4 継続して実施する。 4 P:今後学内（学部学科）で協議が必要。 3 C:学内（合同会議・学部学科・教務）での戦略策定の調整中。　A:次年度に向けて協議を進める必要がある。

2 部・科 全 「平井地区から全国へ」の戦略を実施に移す。 市と連携(ESD)、COC調
整

4 市と認知症・救命で公
開講座

4 P:今後学内（学部学科）で協議が必要。 4 D:「平井ラーニング」が岡山地区環境衛生協議会から表彰。看護の白石島での活動、公開講座の「認知症カフェ」、普
通救命講習、生活心理学科「表町ラーニング」等を実施。　A:次年度に向けて戦略構築の協議を進める。

1 　 全 地域との協働連携事業（全学、学科、研究室、チーム）の実態把握
を

把握をおこなった。 3 大学の情報収集体制整
備

4 　 P.年度末に実態把握を行う予定。 3 D：年度終了後実態把握する。CA:次年度実態把握を活動促進に役立てる。

2 部・科 全 地域との協働連携事業を推進する。 学部学科単位では実施 2 保健福祉・危機管理面
で活動

3 　 PD:岡山市とのCOCは不採択。その後の連携を高
齢者福祉・救命について公開講座で関係を継続。

3 D:実施面では、「平井ラーニング」が岡山地区環境衛生協議会から表彰された。看護の白石島での活動、公開講座の
「認知症カフェ」、普通救命講習、生活心理学科の「表町ラーニング」等を実施した。C:本学としての戦略（方策）の中で
の体系化・構造化が必要。A:次年度も内容を調整して活動を継承する。

1 全 防災訓練について地域(平井学区、市、県）と協働する。（平素の準
備も含めて）

中央署・消防・学区の
訓練に参画

4 町内会訓練に参画 4 3 【後期分の記載】PD:平井学区栄町防災訓練に参
画し新たな試みを実施。ペビウスが実施。

3 C:平井学区栄町防災訓練に企画段階から参画し学生教員が地域に出向き、住民と一緒に避難する方法を取ったこと
は効果があった。A:次年度も地域の防災訓練を地域と協働しておこなう。

2 部・科 全 防災訓練について人材育成に当たる。
（学生サークル支援、FDSD、知的生き方等）

学生サークルが防災訓
練参加

3 継続して促進する。 4 3 【後期分の記載】PD:ペビウス等の支援をおこなっ
た。継続して学生ボランティア団体の支援を続け
る

3 D：ペビウスが学区内の災害避難訓練・消防訓練に参加。C:ペビウス以外にのサークルが防災の活動に参加する状況
を作っていく必要。A:啓発を実施

1 全 多目的交流プラザを開設し、運営する。 立案段階だった。 2 年度内に実施を。 4 P:学内で継続協議が必要。 3 Ｐ:多目的交流プラザの設置は2014年度中は協議が継続していた。D:2015年度当初プラザが実現。

2 全 多目的交流プラザにCOC・共生・グローバル化推進プロジェクト部
門を置く。

COC推進はおこなっ
た。

3 年度内に実施を。 4 P:学内で継続協議が必要。 3 CA:COC部門は15年度当初総務からデスクが独立し、グローバルと同室になったため、注意深く状況を把握しPDCAを
おこなう必要がある。

3 全 全学的な地域連携のためのセンターの設置（上記の「共生」に該当する） 立案段階だった。 2 年度内に実施を。 4 P:学内で継続協議が必要。 3 同上

1 全 大学等所在地の都道府県又は市区町村等との包括連携協定の
締結

市とCOCの協議はおこ
なった。

4 協定の締結を市と協議 4 　 P:学内と行政との継続協議が必要。 2 D:岡山市との包括協定はCOCの申請段階で一定の進展が見られたが協定締結には至らず。C:岡山市との包括連携
協定は実現はなかなか困難。【新状況】県立大がCOCプラスに申請を表面、コンソを通じて連携大学になることを呼び
かけ きた2 全 地域の課題解決に向けた継続的な協議をおこなう。（岡山県・岡山

市等と）
市とCOCの協議はおこ
なった。

2 3 　 P:学内と行政との継続協議が必要。 2 D:岡山市との保健福祉・防災分野の協議はCOCの申請段階で一定の進展が見られた。地域の課題解決に向けては
高齢者福祉課の提案を受けて本学公開講座を「認知症カフェ」の研修にした。CA:14年度の実績を15年度継続する方
向

区
分

項目目的

社
会
貢
献

「愛と奉
仕」の具
現化で
あるボラ
ンティア
活動を
学内外
で組織
的に推
進する。
とともに
社会活
動-地域
貢献の
活性化
を図る。
また地
元自治
体（岡山
市）と
COCの
協定が
結ばれ
次第、
26年度
のCOC
に応募
する。

教育・研
究

大学コン
ソーシア
ムの活用

講師・委
員の派遣

ボランティ
ア支援

(4)「大学コンソーシアム岡
山」の積極的活用を図る。

平成26(2014)年度の評価と
評価値

(3)｛Sanyo子育て愛ねっと」
事業を推進する。（看護・
短大）

平成26(201４)年度の評価と評価値【前期】

地域課題解決を目的とし
た研究（共同研究）の実施

平成25(2013)年度の評価と
評価値

活動の継
続発展

(11)本学学生による学内
外の自主防犯組織「さんぱ
と隊」等を支援する。

*年度別目標値については3を基準とするが、学部学科の現状に応じて設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるので、その場合はそれを基準値とすることになる。また、具体的な数値（件数、人数、％など）で目標の設定ができる場合には、それを表示する。*全学共通の項目は、”全”の項目とする。　各学科独自の項目は”部・科”の項目とする。

学部
学科

全
学

(9)平井地区から市、県、
全国へと社会活動・地域
貢献の輪を広げるための
戦略を立て、実践する。

(7)行政機関へ委員を派遣
する。

(8)学内外のボランティア活
動の実態を把握し、その連
携と支援方策を検討する。

行動目標達成目標 No 平成26(201４)年度の評価と評価値【後期・通年】

平成26年度　事業実施評価表（社会貢献領域）　（学部学科とセンター分担記載書式）　前期報告（2014.11.11）　後期・通年PDCA記載（2015.02.09）　年度終了後提出(2015.04.18)

(10)地域(平井学区、市、
県）の防災訓練について
協働すると共にその人材
育成に当たる。

地域の課題解決に向けた
継続的な協議

地域、行
政機関と
の連携

(2)学部持ち回りの市民公
開講演会を実施する。（担
当学部･学科）

(1)公開講座を実施する。

(12)多目的交流プラザを開
設し、COC推進プロジェク
ト部門と、共生・グローバ
ル化推進プロジェクト部門
を置く。

生涯学習への対応

(6)地域の教育機関等へ講
師を派遣する。

(5)地域との協働連携事業
を推進する。



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 山陽スタンダード 単位取得率（大学) 現状を維持する 91% 取得率を向上させる 100% 89% 平成26年度の修得率は89％、現状を向上させる
取得率を向上させるための履
修指導の強化が必要

2 知的生き方概論　単位取得率(短大) 現状を維持する 98% 現状を維持する 100% 98% 平成26年度の修得率は98％、現状を維持する

3 シラバスを充実する。（記載内容の充実）
総合人間学部の新カリキュラムへ
の対応

4
看護学部の新カリキュラムへの対応、全学的
に準備学習の指示内容等の記載を充実する
必要がある

4 4 準備学習についての記載を明確化し充実した

4 シラバスを充実する。（第３者のチェック体制） － -
第３者によるチェック体制導入が
未実施

4 4 第3者によるチェック体制を導入した

5 シラバスを充実する。（履修系統図の作成） － － 履修系統図の作成が未実施 4 1
平成27年度のシラバスには間に合わなかった（特に
短大）。H27年度中に作成・周知の予定

履修系統図をシラバスに掲載
できるようにしていくことが必
要

6 成績評価を厳格化（大学） 現状を維持する 4
成績評価の厳格化は十分に行わ
れているが、ＧＰＡの活用につい
ては不十分

4 3
H27年度入学生から看護学部の2年次から3年次で
の進級要件を厳格化した。ＧＰＡの活用については総
合人間学部で一部の規定にて実施した

看護学科でのＧＰＡの活用に
ついて、検討が必要

7 成績評価を厳格化（短大) 現状を維持する 4
５段階評価およびGPAの導入が
未実施

5 2
H27年度入学生から、ＧＰＡを導入した。GPA活用に
ついては今後要検討

短大でのＧＰＡの活用につい
て、検討が必要

8 オフィスアワーの充実 学生への浸透が不十分 2
学生への周知方法の変更が必要
であることと、非常勤講師への拡
大が未実施

4 4
常勤・非常勤について、H27年度からオフィスアワー
の学生周知を充実した。

9 学習成果到達度システムの実施
経年的に実施されており、現状を維
持する

4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

10 合同授業の実施
Ｈ24年度までは後楽館高校からの授業参加を
受け入れていたが、Ｈ25年度からは高校側の都
合により休止中。

1 休止中 4 1
今後、山陽女子高校などに、合同授業への参加を呼
び掛ける取り組みを新たに開始

取り組みの強化が必要

11 高校生への課題の提示
入学前の課題の提示が適切に実施
されている

4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

12
入学後の初年次教育（レポート作成、プレゼン
の仕方など）の実施

総合人間学部では正規の授業で実
施されている

2
看護学部では正規の授業として
未実施

4 4
H27年度から、全学的に知的生き方概論の中で書年
次教育（レポート作成等）を開始した

13 アクティブラーニングによる授業の実施
学部・学科等の単位での実施は散
見される

3
連携協定を締結した上での実施
ではない

4 1 H27年度中にＮＰＯ法人と本学との連携協定を検討
ＮＰＯ法人との協定を実施す
ることが必要

14 地域を対象とした学生主体の授業の必修化
経年的に実施されており、現状を維
持する

4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

15
教育課程編成の際の自治体・地元産業界等か
らの意見聴取

－ －
自治体・地元産業会等からの意
見聴取は未実施

4 1
今年度中に、商工会議所等からの意見聴取を実施
する方向で調整する（一部の学部での実施を検討）

意見聴取の方法について、検
討が実用

16
社会人が就労しながら学修できる多様な履修
形態の整備

大学院で長期履修制度を導入済み 4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

17 科目等履修生制度に基づく社会人学生の受入 現状を維持する 4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

18
雇用保険法に基づく教育訓練給付制度の対象
講座の開設

－ －
当該制度による対象講座の指定
は受けていない

4 4
H27年度から大学院修士課程が、教育訓練給付制度
の対象講座として指定された。

(3)学習支援の
強化

（1）地域の発展
を支える大学づ
くりの教学面で
の強化

教育目標
と方策

教育

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設定ができる場合には、それを表示す
る。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

(4)高大連携の
強化

「愛と奉仕」の精神
を基盤とし、多様
性を尊重し、グ
ローバル化を踏ま
えた教育を行い、
健康で文化的な生
活や、共生・グロー
バル化社会の実
現に貢献できる人
材の育成

地域における高等
教育の拠点として
の、社会貢献の強
化

備考行動目標達成目標 No
来年度の課題

（必要な項目のみ記入）
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 最終の達成値と評価

平成26年度・事業実施評価表（教育領域）；教務部　最終報告 2015.4.17

区分 項目目的

（2）学士力の向
上のため、各学
部・学科のディ
プロマポリシー
のさらなる実質
化

（1）教養教育の
充実化



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 達成値 達成値に対する評価

大学 1 学生食堂の充実 食堂利用者の低迷あり。改善が必要 3 料金改定と新メニューの導入 4 4
料金の低額化とバイキング
方式の導入

3
課題は達成したが更なる改善
が必要

メニューと食数の改善
朝食抜きの学生への対応

2 学生寮の充実 防犯システムの設置 4 現状を維持する 4 4 現状維持 4 防護柵の設置による対策
寮生満足度向上に向けた
さらなる取り組み

3 外国人留学生生活支援 十分とはいえない 3 内容の充実 4 3 従前のとおり 3 従前通り
共生グローバル推進
センターとの連携

4 学友会、部長会等の活性化支援 組織的取組みが必要 4 内容の充実 4 4 従前のとおり 4
リーダーズトレーニングの内容
改善を図った

前年度取り組みを継承

5 クラブ活動 組織的取組みが必要 4 内容の充実 4 4
地域と連携した活動
新団体の発足増

3
新団体は増加したが
地域との連携が不足

地域との連携を推進

6 学生による自主活動 組織的取組みが必要 3 COCへの取り組み 4 4
「学さぽ」と「さんぱと隊」
の活動増

4
前年度に比し活発に活動を
行った

前年度取り組みを継承

7 支援ボランティア活動（東日本大震災、広島市大雨災害） 組織的取組みが必要 3
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・社会ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの協力を得て、
広報を強化

4 3 交通費等の一部を補助 3 従前通り
社会サービス
センターとの連携

8 身体の相談窓口の具体化
身体の不調から不適応となる学生が
少なくない

3
健康安全推進機構での取組みにより
「身体の相談」窓口の具体化

4 4 健康相談室の立ち上げ 2
十分な利用実績が得られな
かった

体制も含め再検討が必要

9 メンタルヘルスの推進に努める 組織的取組みが必要 3 健康安全推進機構での取組みを進める 4 4
学生相談室と健康安全推進
機構による取組み強化

4 十分に実施されている 前年度取り組みを継承

10 学内禁煙推進の強化を図る 組織的取組みが必要 2 全職員参加での取り組みを進める 3 4
教職員全員での取り組みを
実施

4 禁煙意識の向上が見られる
健康安全推進機構との連携
吸殻ゼロを目指す

11 安全安心・危機管理（防犯・防災）の推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 4
災害避難マニュアルの作成と
一斉メールシステムの導入

4
災害避難マニュアルの作成と
一斉メールシステムの導入

健康安全推進機構との連携
一斉メール登録者100％を
目指す

12 事故防止を推進する 訓練や学内での講習が不足 3 学内講習等の取り組みを進める 3 4
4月ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝにて防犯講習
会の開催と「新入生へのメッセ
ージ」本を全学生に配布

3 昨年通り実施された
健康安全推進機構との連携
講習内容の精査

区分 目的 項目 達成目標 No

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設定ができる場合には、そ
れを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

備考

課外活動支
援の強化学生支援

健康管理と
防犯・防災

「愛と奉仕」の精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グローバル化を
踏まえた教育を
行い、健康で文
化的な生活や、
共生・グローバ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成。

平成26年度・事業実施評価表（大学運営）学生部　　最終報告2015・4・17

今年度の課題と目標値 中間期の達成値と評価

学生生活支
援の強化

来年度の課題
前年度の評価と評価値

行動目標
年間の達成値と評価



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 達成値 達成値に対する評価

1 大学案内を改訂する。
入札による業者選定を実施しデザインを一新し
た。都会的でシャープなイメージを表現するこ
とができた。

4
着手を早め、改訂が不十分であった箇所の見直し
を行う。

5 5 従来よりも早く着手できている。 4
12月～3月の入試期間におけ
る進捗が滞ってしまった。

納期の徹底と進捗管理
・スケジュール
・進捗管理表

2 ホームページを更新する。 タイムリーに更新ができていない。 2 全学的な更新体制を構築する必要がある。 3 2 情報の集約ができていない。 1

コンテンツの作成、チェックに
ついてのルールがなく組織的
な運用ができていない。現体
制での運用に限界を感じてい
る。

・更新頻度の向上
・情報の集約
・掲載内容作成担当の明確化
・表現や掲載期間等のチェック
機能構築
・情報セキュリティ

・役割の明確化
・ルールづくり

3 大学案内のダイジェスト版を作成し、各学科の内容及びサポート体制を端的に伝えられるようにする。 再開施策。 - 高校訪問、進学説明会における説明の標準化を行う。 4 5 -

4 スマートホン専用サイトを新設する。 新規施策。 - 認知度を上げる。 4 2 サイトへの誘導策を検討中。 2 進捗なし 閲覧数の向上

5 ＴＶＣＭを作成し、本学の認知度向上及びｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽへの参加や入試への動機喚起を図る。 新規施策。 - 幅広い世代へPRする。 5 5 3

6 山陽新聞社企画「岡山の大学へ行こう」へ参加し、本学の特徴を幅広い世代に伝える。 新規施策。 - 幅広い世代へPRする。 5 5 3

7 新聞広報（オープンキャンパス、入試日程等）を積極的に活用する。
高校生に向けたPRが中心であり、幅広い世代
に向けたPRという点では不十分であった。

3 地元誌への掲載頻度を上げる。 4 4 3
山陽新聞進学ガイドへの参加
を再検討

8 高校訪問における訪問方法を変更する。
特定の高校に偏重、ルーティン化した訪問と
なっている感があり、高校現場の思いを反映し
た訪問方法を検討する必要がある。

3 訪問の偏重を解消する。 4 4 3 訪問時期と訪問校数の再検討 訪問計画

9 高校訪問専用要員（現地駐在員等）の活用。 新規施策。 - 高校訪問専用要員の雇用を検討する。 3 3

専用要員ということで新規に雇
用はしていないが、本学教員
の中で、県外在住者や元高等
学校長の経歴保持者に主要
校を訪問していただいた。

3 適材適所の人選

進学相談会 10 進学相談会への参加について見直しを行う。
主催業者、主催場所（特に県外）、過去の懇談
者実績、参加費を検証し参加の是非を判断す
る必要がある。

4
会場形式の進学相談会（特に県外）を減らし、高校
内形式の進学相談会に積極的に参加する。

4 4
過去の実績を基にして参加を
決定できている。

2
コスト管理が甘く戦術面だけ重
視の縮小傾向に陥ってしまっ
た。

費用対効果と投資的な要素を
考慮した戦略的な参加

予算・実績管理

11 大学・短期大学の見学希望者に対し、本学の魅力を伝える。
高校単位の申し込みは毎年同じ高校。新規の
開拓が必要。

3 高校単位の見学申し込み数を増やす。 4 2 1校（岡山外語学院）増えた。 2 進捗なし。 高校訪問時のPR

12 オープンキャンパスを企画し、円滑に管理、運営する。 総合人間学部の参加者が少ない。 3 総合人間学部の参加者を増やす。 4 4 対前年：141％ 4
参加者の満足度を更に上げる
対策を考える必要がある。

参加者の満足度を向上させ
る。岡山駅・本学間の送迎バ
スの本数を増やす。

対前年：105％

13 学生参加型のオープンキャンパスを実施する。
総合司会、プレゼン、キャンパスツアー等、学
生の活躍が多く見られた。

4 全学科の在学生活躍レベルを上げる。 5 5

推薦入学者の学力把
握。

14 一般推薦Ⅰ期における幼児教育学科の選考方法を「基礎学力検査」に変更。 新規施策。 - 学力選考とし、受験者の質の向上を図る。 4 4

一般推薦Ⅱ期志願者数
の増加。

15 一般推薦Ⅱ期の入試日程を１２月初旬に変更。 新規施策。 - 入学願書の受付期間を延長し、志願者数の増加を狙う。 3 3 志願者の増加
webｼｽﾃﾑ導入により対前
年：110％を目指す

16 追加募集のしくみ構築。 告知が不十分。 2 告知方法を検討する。 3 2 検討中。 2 進捗なし 告知方法

17 繰り上げ合格制度を導入し、適正な入学者数の確保を図る。
入学金手続き期限毎に未納者数分の繰上合
格を実施し、合格者数をコントロールできた。

5 現状維持。 5 5 1/24一般試験Ⅰ期から開始 5
合格者に対する歩留まりの悪
化を最小限に抑えられた。

現状維持

18 社会人入試（総合人間学部、短期大学）に特典を設定し、入学者増を図る。 告知が不十分。 2 告知方法を検討する。 3 2 検討中。 2 進捗なし 告知方法

19 本学入試業務をミスなく円滑に遂行する。 大きな問題なく遂行できた。 5 現状維持。 5 5 特別推薦、一般推薦Ⅰ期終了。 5 全入試でトラブルなく実施できた。

20 ＡＯ入試における登録に至るまでの学科との連携、面談（大学は相談）者との連絡を円滑に遂行する。 大きな問題なく遂行できた。 4 定量的な評価の導入と評価方法の表記を改善する。 5 4

21 センター試験関連協議会（4回／年）への参加。 目的意識を持って参加できた。 5 現状維持。 5 5

22 「センター試験監督者・室外連絡員打ち合わせ会」を開催し、業務内容、変更、注意点の理解を深める。 長時間になってしまった。 3 企画段階において要点を絞り込む。 4 4 12月実施。 4

23 センター試験の準備と試験当日の管理・運営をミスなく円滑に遂行する。 全教職員の協力を得て円滑に遂行できた。 5 現状維持。 5 5 1/17・18 5

24 総合人間学部と連携し、入学者を増やす。 効果的な対策が打てていない。 2
OC参加者の満足度向上、IELP、ﾎﾃﾙ･ｴｱﾗｲﾝ、ﾋﾞｼﾞ
ﾈｽ能力開発PRGの広報に注力する。

3 3 実際に授業見学ができる場が必要。 3 進捗なし
IELP、ﾎﾃﾙ･ｴｱﾗｲﾝ、ﾋﾞｼﾞﾈｽ能
力開発PRGの広報

25 食物栄養学科と連携し、入学者を増やす。 効果的な対策が打てていない。 2 OC参加者を増やし、満足度を上げる。 3 5 OCの満足度が向上した。 5 OCの満足度が向上した。 現状維持

本学の特徴、学費面に
おける優遇制度の周
知。

26 女子高と連携（保護者会、進学説明会、みさお祭、ＯＳ）し、入学に繋げる。 通常の域を脱していない。 3 女子高教員と情報交換する頻度を上げる。 4 3 検討中。 3 進捗なし
女子高教員と情報交換する頻
度を上げる。

打合せ回数／年

27 アンケート（ＯＣ、入学者）を集計し、分析する。 対策の落とし込みが不十分。 3
学科毎に集計結果について打ち合わせを行い、取
り組みについて検討する。

4 3 行動計画は検討中。 3 進捗なし 行動計画に基づいた実行

28 資料請求者について分析する。
業者選定の指標にはなっているが、学科別の
対策の指標にはなっていない。

3
希望学部学科が多岐に別れるため特定の学科につ
いての分析が困難。

3 3 現状維持

新規発想
・取り組み

情報収集、企画、作業
遂行。 29 業者主催のセミナー等へ参加する。 不十分である。 1 参加頻度を増やす。 3 2 不足している。 2 進捗なし 参加頻度を増やす 参加回数／年

定量的な評価を導入した。

全てに参加した。

計画通り実施し、昨年の改善
点を反映した内容とすることが
できた。

通常の域を脱していない。

最終期の達成値と評価

＜推薦入試他・AO（～12月）
＞
志願者数：対前年103.9％
入学者数：対前年108.0％

＜全入試＞
志願者数：対前年89.4％
入学者数：対前年97.4％

次年度も継続して活用する。

全学科の活躍レベルが向上した。

事前準備型の「自分アピール書」では測れなかった学力を測ることがで
きた。

対前年：79％

ｱﾝｹｰﾄ
集計
・分析

現状把握、課題抽出、
対策実施。

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設定ができる場合には、それを表示
する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

来年度の課題 備考

OC参加者数：対前年107％

中間期の達成値と評価

次年度も継続

現状維持

現状維持

入試・広報戦
略の強化を図

る。

広報・募
集活動

学生募集の見直しと入
試広報戦略の強化。

高校訪問

見学対応
ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝ

ﾊﾟｽ

入試

入学者の確保。

教職員への周知、公正
な判断、適切な業務管
理。

学部等
連携

学科別施策の企画、対
策実施。

大学
運営

平成26年度・事業実施評価表（大学運営）

区分 目的 項目 達成目標 No 行動目標
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 達成値 達成値に対する評価

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 未定 前年度同時期と同様に推移している 100% 目標値は達成している この水準を維持する 就職率

35 保護者懇談会・病院説明会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである 4 内容は充実している さらに内容を充実させる

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 未定
前年度同時期と同様に推移してい
る

100% 目標は達成している
率だけでなく就職先の「質」と学
生就職満足度の向上

就職率

35 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3
内容については一層の工夫が求め
られる

3
従前どおりである。卒業生の招聘
に苦労。

さらに内容を充実させる

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである 3
面談等個別指導は充実している。
その他の支援システムは要検討。

支援システムの見直し等さらに
内容を充実させる

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配置・整備がなされていない 3 さらに適正に配置・整備を行う 4 3 定量的な作業分析が求められる 4
適正な配置、整備が行われた。定
量調査を行った。

業務の効率化について引き続
き定量調査を行う

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値は達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100% 未定
前年度同時期と同様に推移してい
る

86% 日本人は１００％、留学生は７７％
率だけでなく就職先の「質」と学
生就職満足度の向上

就職率

35 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3
内容については一層の工夫が求め
られる

3
従前どおりである。卒業生の招聘
に苦労。

さらに内容を充実させる

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである 3
面談等個別指導は充実している。
その他の支援システムは要検討。

支援システムの見直し等さらに
内容を充実させる

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配置・整備がなされていない 3 さらに適正に配置・整備を行う 4 3 定量的な作業分析が求められる 4
適正な配置、整備が行われた。定
量調査を行った。

業務の効率化について引き続
き定量調査を行う

就職率100%を目指す。 未定
前年度同時期と同様に推移してい
る

100% 目標値は達成している この水準を維持する

35 保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3
内容については一層の工夫が求め
られる

3 従前どおりである さらに内容を充実させる

36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである 3 従前どおりである さらに内容を充実させる

キャリアセンターが充実しており、学科と連絡・機能している。 4 従前どおりである 4 従前どおりである さらに内容を充実させる

33 就職率(100%)の維持を図る 目標値は達成している 5 現状をさらに上昇させる 5 未定
前年度同時期と同様に推移してい
る

99% 目標値をほぼ達成している この水準を維持する 就職率

34 保護者懇談会・就職懇談会等を開催する。 開催されていて、効果を上げている 5 さらに内容を充実させる 5 5
内容については一層の工夫が求め
られる

5 効果を上げている さらに内容を充実させる

35 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。
開催されているが、学生が消極的だっ
た

3 さらに学生を指導する 4 3 従前どおりである 4 まずまずよく行われた さらに内容を充実させる

⑨ 学科に直接来る就職情報を活用する。 ある程度は活用されている 3 現状をさらによくする 4 3 従前どおりである 4 まずまずよく行われた さらに内容を充実させる

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標
の設定ができる場合には、それを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

備考

看護
キャリアサ
ポートと就職

支援

（5）キャリアサポー
トの充実により学生
の就活力、就業力

を向上。

言語文化

今年度の達成値と評価値対象
学科

平成26年度・事業実施評価表（キャリアセンター）

前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 中間期の達成値と評価

キャリアサ
ポートと就職
支援

（8）キャリアサポー
トと就職支援の見
直し・強化

キャリアサ
ポートと就職
支援

（8）キャリアサポー
トと就職支援の見
直し・強化

No

教育

２７年度の課題区分 目的 項目 達成目標

（8）キャリアサポー
トと就職支援の見
直し・強化

生活心理

行動目標

「愛と奉仕」の精神を
基盤とし、多様性を
尊重し、グローバル
化を踏まえた教育を
行い、健康で文化的
な生活や、共生・グ
ローバル化社会の実
現に貢献できる人材

の育成。

食物栄養
キャリアサ
ポートと就職
支援

（8）キャリアサポー
トと就職支援の見
直し・強化

幼児教育
キャリアサ
ポートと就職
支援



27.4.15

前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

1 カリキュラムと直結した資料を整備する 不足している領域がある 4 必要な資料を整備する 5 4 一部の領域で不十分である

2 学生の希望資料を購入する
蔵書としてふさわしくないもの以外は、全て購
入

5 更に学生からの希望を集める 5 5 購入可能なものは全て購入した

3 シラバス掲載資料を購入する 全て購入している 5 現状を維持する 5 5 全て購入し、別置している

4 データベース等の電子コンテンツを整備する 予算との関係があり、十分とは言えない 3 必要度に応じ、購入・中止を行う 4 4 予算内でやりくりをしている

5 貸出冊数、入館者等が増加している どちらも増加している 5 より一層利用されるよう、利用を促す 5 2 幼教が大幅に減少した（原因解析済み） 前年度並みに戻す

6 オリエンテーションを行っている 実施している 3 内容を深める 4 3 例年通りである

7 文献ガイダンスを行っている 実施しているが、未参加のゼミもある 3 内容を深める 4 3 例年通りである

8 文献複写・相互貸借等の利用促進を図る
複写の件数は増加しているが、完全には使い
こなせていない

3 きめ細かい指導を図る 4 3 例年通りである

9 ブックハンティング等を計画し、学生選書を行う 実施しているが、参加者が減少気味である 3 参加を促す 4 4 声掛けを頻繁に行い、参加増となった 参加学生が減少気味である

10 テーマに沿った展示を行い、学生の興味を呼び起こす 回数が少なく、不十分である 3 より細かく実施する 4 4 回数を増やし、興味を引く展示を行った

11 読書感想文コンテスト等を実施し、学生の読書推進を図る 実施しているが、参加者が減少気味である 3 参加を促す 4 4 授業での協力を得て参加者が増えた 自主的な参加者の増加

12 学生が利用しやすいよう、開館時間の延長、土曜日開館の実施を行う 実施している 4 現状を維持する 4 4 例年通りである 日曜開館は現状では無理

13 共同学習のためのスペース（ラーニング・コモンズ）を設置する 未設置 1 検討したい 1 3 図書館以外に設置する方向 図書館外に設置の方向

14 第二書庫を学生が自由にはいれるスペースにするため、修理を行う 未修理 1 修理を行う 1 1 来年度予算× 予算の獲得

15
ブックディテクションシステム等の導入により、学生が入りやすい環境を
作る

未設置 1 検討したい 1 1 来年度予算× 予算の獲得

16
空調設備の完備や飲食可能スペース等を整備し、滞在しやすい空間を
生み出す

未設置、空調は一部未設置 2 検討したい 2 2 来年度予算× 予算の獲得

17 データベース等の電子コンテンツを整備する 予算との関係があり、十分とは言えない 3 必要な資料を整備する 3 3 例年通りである

18 リンク集等の維持管理を行う 不十分である 2 こまめな対応をする 3 4 順次更新を行っている

19 デー＾タベース講習会を開催する 未実施 1 実施する 2 1 時間が取れなかった

20 文献複写・相互貸借により本学に無い資料を入手する 実施している 5 現状を維持する 5 5 希望のものは入手した

21 ＣｉＮｉｉに研究成果を登録する 実施している 5 現状を維持する 5 5 例年通りである

22 図書館ＨＰから研究成果へのリンクを管理する 実施している 5 現状を維持する 5 5 例年通りである

23 機関リポジトリを立ち上げる 未設置 1 検討したい 1 1 未実施 研修会への参加

24 HP等で学外利用者の利用について紹介する 実施してる 4 現状を維持する 4 4 例年通りである

25 学外者に資料の貸出を行う 条件付きで行っている 3 条件付きで行う 3 3 例年通りである

26 岡山県横断検索に参加し、一般市民が利用しやすい環境を作る 予定は無い 1 検討したい 1 3 27年度予算を獲得 岡山県横断検索に参加

27 ホームページを整備・充実させる 不十分である 3 内容を充実させる 4 4 進行中である

28 本学関係資料を整理し、公表する 不十分である 2 検討したい 3 2 例年通りである

学生の主体的な
学習活動を支援
するために必要
な学術情報およ
び学習環境を整
備し、学術情報
リテラシー教育
を充実させる。

学生が満足できる環
境である

地域住民
の受け入
れ

必要な学術情報
を収集、整理、
保存するととも
に、教員の研究
活動を支援する

リテラシー
教育の充
実

利用促進

環境整備

教育
（学
習支
援）

研究
（研
究支
援）

開かれた大学図
書館として、地域
住民の生涯学習
を支援する

学外者の学習を支援
する

情報を発信する

社会
活動
（地
域貢
献）

資料の充
実

必要な学術情報が収
集できている

研究成果の発信
研究活動
の発信

平成26年度・事業実施評価表（図書館）

区分 目的 項目 達成目標 No 行動目標
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 最終報告と評価

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標
の設定ができる場合には、それを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

情報の発
信

来年度の課題 備考

学生が満足する蔵書
構成ができている

利用教育が充実して
いる

資料の充
実

学生の興味を引く企
画を立てている



前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 達成値 達成値に対する評価

1 事務局ラインと教学ラインの統括を進める 合同会議での連絡調整を図っている 4 更に推進する 5 4 更に推進している 4 更に推進している

2 委員会情報の収集・的確な把握に努める 全教職員への浸透が不十分 2 全教職員の意識形成に努める 3 2 新体制への移行を検討中 3 新体制へ移行した。

3 各種企画・計画・プロジェクトの推進・統括を図る 合同会議での連絡調整を図っている 4 更に推進する 5 4 更に推進している 4 更に推進している

4 各学部・学科のＰＤＣＡサイクルの確立を図る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 2 更に推進している 3 更に推進している

5 事務局各部門のＰＤＣＡサイクルの確立を図る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 2 更に推進している 3 更に推進している

6 学長室と各部門との連携推進を強化する 合同会議での連絡調整を図っている 3 組織形成に努める 4 3 組織形成に努めている 4 経営会議を設置した

7 競争的外部資金獲得を進める 不十分である 1 更に推進する 2 1 更に推進している 1 更に推進している

8 企画・広報プロジェクトの設置を図る 組織的取り組みにかけている 2 組織形成に努める 3 2 組織形成に努めている 3 広報・山陽ｽﾋﾟﾘｯﾂ推進室の定着を図る

9 大学・短大の特色・実績・知名度向上等の情報発信を強化する 必要な情報発信に努めている 3 ＨＰを通じ必要な情報を積極的に発信 4 3 大学ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄを準備中 4 大学ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄの充実を図る

10 施設整備・補充等の適正な推進に努める 計画策定が不十分 2 計画策定を進める 3 2 計画策定を進める 2 計画策定を進める

11 省エネ対策を推進し経費の節減に努める 学内全体への周知は不足している 2 目標値を検討する 3 2 目標値を検討する 2 目標値を検討する

12 教職員のスケジュール管理を推進する 不十分である 2 システム整備に努める 3 2 システム整備に努める 3 専任秘書を設置し、推進する

13 各種議事録の作成に努める 全教職員への浸透が不十分 2 全教職員への浸透を図る 3 2 全教職員への浸透を図る 2 全教職員への浸透を図る

14 ＨＰを通じ必要な情報発信に努める 更新回数の増の検討が必要 3 更新回数の増加について検討する 4 3 大学ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄを準備中 4 大学ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄを公開した

15 事務職員の人材育成計画の作成を進める いまだ計画策定に至っていない 2 計画策定を急ぐ 3 2 計画策定を急ぐ 2 計画策定を急ぐ

16 事務職員のマナー向上に努める 具体的な取り組みが不足している 2 マナー向上の取り組みを進める 3 2 マナー向上の取り組みを進める 2 マナー向上の取り組みを進める

大学 17 ＦＤ/ＳＤを充実し教職員の資質向上に努める ＦＤ/ＳＤの実施に努めた 3 ＦＤ/ＳＤのテーマを検討し資質向上に努める 4 3 ＦＤ/ＳＤのテーマを検討し資質向上に努める 3 ＦＤ/ＳＤのテーマを検討し資質向上に努める

運営 18 各種職員研修会への参加とＦＤ/ＳＤ・全教職員合同会議への報告を促進する 研修会等への参加を進め発表の場を設けている 3 更に推進する 4 3 更に推進する 3 更に推進する

ＦＤ/ＳＤ・全教職員合同会議の定期的開催し、教職員の力量形成・

能力の向上を図る

20 適切な機器の整備、情報システムの安全管理に努める 全教職員の協力のもとでの推進が必要 3 全教職員の協力を得て更に推進する 4 3 全教職員の協力を得て更に推進する 3 全教職員の協力を得て更に推進する

人事シス
テム

新たな人事システム
を構築する 21 人事委員会規程を基に全学的・一元的な人事システムの構築を進める 整備中である 2 システムの構築をすすめる 3 2 システムの構築をすすめる 3 規程を整備した。

22 健康管理・健康増進・防犯・防災・安全確保の推進　　 組織的取組みが必要 3 健康安全推進機構での取組みを進める 4 3 健康安全推進機構での取組みを進める 3 健康安全推進機構での取組みを進める

23 事故防止を推進する 訓練や学内での講習が不足 2 学内講習等の取り組みを進める 3 2 学内講習等の取り組みを進める 2 学内講習等の取り組みを進める

24 学内禁煙推進の強化を図る 組織的取組みが必要 2 全職員参加での取り組みを進める 3 3 全職員参加での取り組みを進めている 3 全職員参加での取り組みを進めている

25 メンタルヘルスの推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 2 健康安全推進機構での取組みを進める 2 健康安全推進機構での取組みを進める

26 安全安心・危機管理の推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 2 健康安全推進機構での取組みを進める 2 健康安全推進機構での取組みを進める

27 教職員個々に自身の長所短所の認識を促し飛躍の契機とする 全教員への浸透が不十分 2 全教員へ認識をうながす 3 2 全教員へ認識をうながす 2 全教員へ認識をうながす

28 個人評価の有効活用と組織全体の能力向上に役立てる 有効活用が図られていない 2 有効活用が図られるよう努める 3 2 PDCA活動等への活用に向けて調整中 3 PDCA活動等への活用が可能となった

29 公正な評価を行い人事等への適正な反映を図るよう検討をする 人事等への反映が進められていない 2 人事等への反映の検討を進める 3 2 人事等への反映の検討を進める 3 必要な昇任人事を行った

30 よりよい評価方法を常に検討する 常に検討が加えられている 3 見直しを継続する 4 3 見直しを継続する 3 見直しを継続する

31 総合人間、短大食物栄養の学生充足率向上策の検討を進める 不十分である 1 具体的な検討を進める 2 1 具体的な検討を進める 1 具体的な検討を進める

32 大学・短大将来構想についてプロジェクトでの検討を進める 具体的な検討が不足している 3 プロジェクトでの検討を進める 3 3 プロジェクトでの検討を進める 4 企画部を開設することとなった。

33 ワーキンググループを立ち上げ、具体的作業を進める 具体的な作業が不足している 2 具体的作業を進める 3 2 具体的作業を進める 3 企画室にて具体的作業を進めることとなった。

*年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに４あるいは５に達していると判断される場合もありうるし、逆に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設定ができ
る場合には、それを表示する。（参考　５；とても良い、4；良い、３；ふつう、２；やや不足、１；不足）

健康管理

自己評価

将来構想

中間の達成値と評価

4 定期的開催を継続ている 定期的開催を継続ている419

大学・短期大学将来
構想の策定

適切な自己評価の実
施

心身ともに健康な教
職員

大学・短期大学
運営のガバナン
ス向上とＰＤＣＡ
サイクルの定着

を図る

平成26年度・事業実施評価表（大学運営）

学長室

毎月定例開催を進めている

情報発信

学長室の設置により
迅速かつ有機的なガ
バナンスの確立

前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 最終報告
区分 目的 項目 達成目標 No 行動目標

定期的開催を継続する3 4

学長室と各部門との
連携

適切な業
務管理

備考

公正な判断のもとに
適切な業務管理を行
う

プロジェクトによる情
報発信の強化

教職員の
資質向上

教職員の資質向上
に努めるとともに、適
正な業務執行体制を
確立する



第 7回（FD・SD等）全教職員合同会議

日時：平成 27年 3月 24日（火） 13:00～ 

場所：本 404

1.双方向うイブ型オムニパス授業印図 SD研修会



' ,, ' E 内白 、 － . ' 

時： 30開鵠：翰童骨髄関

大 崎紘 一 （関山高科大学副学長）民

14: 20～14 ：鋳金覇車購~輔購提供
中関 関作（中国学国大学現代生活学部准教嬢）民

14：鵠～同： 金体典講

14；鵠4"lW15 : 
科大学理学部准教鞭）氏



山同26

, .はじめに

関山繭科大学包間山理科大学a山陽学園大学園中国学圏大学の4大学で地域欝献〈ボラン宇イア活動を含む）における

岡山県の現状やこども値環境問災審鍍！日等について取り上げた本鰻撲ではも外部鱗師および担当教員の共遊鶴畿時間

帯で4大学聞のTV金議シス宇ムによる開時中継を行ったoTV禽議シス宇ムを使用した接業に対しどのように対応し、活

用しているかを組擢する必要があるため、学生及び教員に霊童隅捜畿に関するアンケート調査を翼施した。

43名（肉訳：闘山商科大学5名、関山理科大学20名、山陽学園大学2名、中国学闇大学16名）
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（その他園鶴）闘ょうび子ども大学に参加したとき

知った



10.他大学のどんな科闘を畏けてみたいですか

ボうンチィア・NPO個地域づくりについて学びたいと患いました。

2 発言が多くあり、舞鶴気がよい捜撲が受けやすいです。

3 教育学

4 動資系a簿記a租税

5 動済関係a子ども教商関係

6 どんなボランティアをしているか（くわしく）。

7 ボランティアに関するような議審議を受けてみたいと思った。

8 心理系、英語系。他の大学の脊名（名物）教捜の講畿をうけてみたい。

11.ニの濯隅援業に関する意見、提案

カメうの前で意見を奮うことに鉱銃がある人もいると思うので、｛司壊か取り入れた携帯からの意見投稿をもう少し

回数を増やしても農いと思う。

2 毎回次に簡をやるかわからなかったので、わかるようにしてもらいたいです。

刺激のある農い麟選露でした。

ヰ 薗由かったです。

5 楽しかった。

6 もう少し毎回の授業でやる内容の資料などがほしかった。また、学生間士でのやりとりもほしかったです。

7 配帯資料が少なくJtワーポイントを見ながらのメモだったのでメモがおいつかなかった。

8 新しい地域震献、ボランティアの発掘を他大学のいろいろな考えをもとに見つける。

9 何となくですが、シェアリングを十分にするのなら3～5大学くらいが限界なのかと思います。

(2）教轟 4名

「 回全く遣う（1) ：あまりそうでない（2）匹どちらとも言えない（3はおおむねそうであ訓話くそのとおりである（s)

0 10 20 30 40 50 GO 70 80 90 100 
蕗

2.出席確露は適切に待われた（平均5.0)

I 3 謀瞬の提出切に行われた（判5.0)

, 4.一
i巴成縮通知万法（成鱗過知口期限等〉は立適切だ均平均5.0 翠欝露翠露ニ二之隣露露雫欝露 ｜ 

I I I I i I I 下一「 ！ 
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6.配備は MCU接続方式を使用しましたか？

「一一一一一－－；·－~－－つ~；~－－；；－－つ~

毎回向使用 。 （｜ I ! r ; －－；一%！

｜一部の回でMCUを使用 l0 

I MCUは使用せず i 67 

I わからない : 33 

7.オルガノン科目についてのご意見、寵棄があればお審きください。

I犠数大学簡でのライブ間信講畿l立大変ユニークで大学聞の壁を越えて、多犠な物の見方、考え方に触れることが鳴

きて良かった。 （ 

2 l躍修学生を増やしていきたい。

8.機器の操作についてお気づきの点などがあればお審きください。

1 ｜教員がマスターできないといけないのだが、なかなかできない。

9.開講時期と時間についてご意毘、提案があればお盤きください。

各大学の最終コマに置いて、開始時間を（一番濃い大学に）揃えて翼施出来れば農いかもしれない。

各大学独自の捜業時間の内容についての共有のしくみが必要

2 始めての獄みでありますが、コアタイム共通、他の時聞は各大学の教員担当で、あったので、 6隈自で農かったと思い

ます。5限目が良いように思います。

3 各大学の時間割制約上、少しずつ努力するしかない。

10.大学内における連隔捜襲撃の艶け入れ体制についてど意見、提案があればお鶴巻ください。

理大で使っている部塵が、情報処理センターの演習室で使いにくかった。

2 ｜担当教露には負担になるところもありますが、受け入れは可能です。

3 1事務スタッフには操作で負担を掛けている

11.その他濯繭接襲撃に関してご意見、提諜があればお轟きください。

スクーリング（実際に額を合わせての変流金）のようなものが実施できれば面白いかも。

2 各大学に欝麓担当者が配置できるような科目であれば、多大学参加の購審議が苛能で、す。

数藤科臣には錯しているのではと考えます。

3 ともかく、麟修学生を瞳やす努力をしたい。ただし、時間割で必修欝撲が同時闇帯にあるなど、苦しい状況はある。

3 



関双方向ライブ型オムニバス授業科目

ライブ配信（教養教育科目）

地域貫献

Community Contribution 

2～4年次 I 2単位 ｜ 後期 ｜ 
｛授業の目的｝

｜齢鯵

1コマl｜ 

地域貢献（ボランティア活動を含む）について、岡山県の現状と、こども・環境＠災害について取り上

げます。

岡山県内の大学と学生がおこなっている、地域貢献（ボランティア活動を含む）について、その方

針と具体的活動について理解します。本講義を通じて相互理解を深め地域貢献活動をより良しもの

に発展させていきます。

｛授業内容｝

1.共通部分の内容説明 （山陽学園大学溢谷教授）

2.岡山県下の地域貢献・ボランティア活動 （ゅうあいセンター渡辺泉氏）

3.大学コンソーシアム岡山の地域貢献 （岡山商科大学大崎教授）

4.日ょうび子ども大学全体説明 （岡山理科大学高原准教授）

5.日ょうび子ども大学に参加 （山陽学閤大学溢谷教授）

6.日ょうび子ども大学に参加 （岡山商科大学大崎教授）

7.日ょうび子ども大学に参加 （岡山理科大学高原准教授）

8.岡山県の環境保全 （岡山県環境企画課古南篤子氏）

9.エコナイト（岡山駅前会場） （山陽学園大学溢谷教授）

10.エコナイトの各大学の活動 （山陽学園大学漉谷教授）

11.東日本大震災復興支援ボランティア (AMOA谷佳世氏）

12.東日本大震災復興支援ボランティア （経済同友会黒住宗道氏）

13.災害について（岡山県の関わり） （岡山県危機管理課田中嘉一氏）

14.東日本大震災復興支援ボランティア（学生発表） （山陽学園大学溢谷教授）

15.受講学生の一言発表・教員一言 （山陽学園大学溢谷教授）

［テキスト｝

使用しない

｛参考図書｝

特になし

｛成績評価の方法］

9月30日（火）

10月 7日ωく）

10月14日（火）

10月21日（火）

10月28日（火）

11月 4日ωく）

11月11日（火）

11月18日（火）

1 1月25日（火）

12月 2日ωく）

12月 9日ωく）
12月16日（火）

1月 6日（火）

1月13日ωく）
1月20日ωく）

( 1)期末試験 5 5点 ( 2）各週の発表・小レポート 4 0点 ( 3）努力点 5点

4 



シラパスーシラパス確認画面 1/3ページ

回数

科目名

英文科目名

控当教員名

対象学年

開講学期

曜日時限

対象クラス

単位数

鰻業形態

ボランチィア論

Introduction to Volunteer 

議選省主砲謡日産語

秋学期

火曜日 9・ 10時限

理学部（09～），工学部（09～），総合情報学部（09～），生物地球学部（09～）

2 

講義

捜業内容

1回 オリエンテーション
｛中継〕他大学との共通部分の内容について説明するD

f教室内〕本学独自部分の内容について説明する。

（全教員）

2囲 ｛中継｝岡山県下の様々な地域貢献ボランティア活動について紹介するロまた、現代社会にお
けるボランチィア活動の意義と魅力について説明する。（予定講師：ゅうあいセンター職員）
｛教室内｝この講義の受講動機および自分が行ってきたボランチィア活動について受講生が
発表する。

（全教員）

3回 ｛中継］大学コンソーシアム岡山の地域貢献活動について紹介する。（予定講師；参加大学担
当教員）

｛教輩肉〕学生が参画する地域貢献活動の企画案をグループ肉で出し合う。

（全教員）

4回 ｛中継｝大学コンソーシアム岡山主催の「日ょうび子ども大学」について全体的な説明を行う。
（予定講師：山陽学園大学園溢谷俊彦）

｛教室内｝学生が参画する地域貢献活動の企画案についてグループごとlこ完成させる口

（全教員）

5聞 ｛中継］「日ょうび子ども大学Jでの実践を報告する。（1回目，予定発表者：山陽学園大学学

生）
｛教室内｝学生が参画する地域貢献活動の企画案をグループごとに発表する。

（金教員）

6囲 ｛中継〕「日ょうび子ども大学Jでの襲践を報告する。（2回目，予定発表者：岡山商科大学学

生）
｛教室内〕「日ょうび子ども大学」についての改善果をグループ肉で議論する。

（全教員）

ア回 ｛中継｝「日ょうび子ども大学Jでの実践を報告する。（3回目，予定発表者：岡山理科大学学

生）
｛教室内｝「日ょうび子ども大学JIこついての改蕃案をグループごとに発表し、金体討議費行

つ。

（全教員）

8回 ｛中継〕岡山県の環境保全の取り組みについて説明する。（予定講師：岡山県環境企画課職
員）
【教室内〕学生が参画する環境保全活動伊企画棄をグループ肉で出し合う。

‘. ,, • 11 .• －・・....＿屯一‘生
. ，，.可司 1t 1. r「旬 Ir、，， e
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（全教員）

9回 ｛中継〕大学コンソーシアム岡山主催のf工司ナイトJ（岡山駅前会場）について説明する。（講
師：各大学担当教員）
｛教室内｝学生が参画する環境保全活動の企画案をグループ肉で完成させる。

（金教員）

10回｛中継〕 fエ2ナイトJの各大学の活動について紹介する。（講師：各大学担当教員）
E教室肉｝学生が参画する環境保全活動の企画案について、グループごとに発表し、金体討
議を行う。

（全教員）

1 1回〔中継〕災害者被害者支擢の現状について説明する。（予定講師：岡山県危機管理課職員）

｛教聾肉｝災害観興支援および防災に役立つ企画案をグルーブ肉で出し合う。

（金教員）

12囲｛中継｝大学コンソーシアム岡山が行った東日本大震災鑑輿ボラン宇ィアの取り組みについて
説明する。 (1回目予定講師：岡山経溝閑友会）
｛数輩肉〕災害箆興支櫨および防災に役立つ企画案をグループ肉で完成させる。

（金教員）

13回〔中継〕東日本大震災纏興ボランティアの取り組みについて説明する。（2回目，予定講師：
AMDA) 

｛教室内｝袋害綾興支嬢および防災に役立つ企画案をグループごとに発表する口

（金教員）

14回｛中継〕東日本大震災纏輿ボランティアの取り組みにってい説明する。（3回目，予定発表者：
各大学の参加学生）
｛教室肉］東日本大震災復興支壊活動の今後の展開について、全体で討論する。

（金教員）

15困｛中継］受講学生の一書発表園教員一雷まとめを行う口
｛教室内〕この講義の感想をレポートにまとめるD

（金教員）

回数 準備学習

1囲 シラパスを読んでおくこと。

2回 これまで自分が行ってきたボランティア活動についてまとめておくこと。ボラン宇ィア活動の経験
がない人l立、自分がボランティア活動に対して持っているイメージをまとめておくこと。

3国 学生が参画する地域貢献活動の企画案を考えておくこと。

4国 学生が参画する地域貢献活動の企画案について，グループ討議の内容も踏まえて再度考えて
おくことD

5回 学生が参画する地域貢献活動についての発表準備を行っておくことD

6囲 f日ょうび子ども大学Jの改善擦を考えておくこと。

7回 f日ょうび子ども大学」の改善棄について発表準備を行うこと0

8回 学生が参画する環境保全活動の企翻案を考えておくこと。

9国 学生が参画する環境保全活動の企画案について、グループ討議の内容も踏まえて再度検討し
ておくこと。

10園学生が参闘する環境保全活動について発表準備を行うこと。

1 1困災害復興支援および防災に役立つ企画案を考えておくニと白

6 
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12因災害復興支援および防災に役立つ企画案について、グループ討議の内容も踏まえて再度検討
しておくこと。

13回災害獲興支援および防災に役立つ企画案について発表準備を行うことD

14回東日本大震災復興支援活動の今後の展開について考えておくこと。

15回これまでの講義で感じたことをまとめ、一言発表ができるようにしておく。

講義目的

達成層様

大学コンソーシアム岡山が行っている子ども回環境・災害復興等に関係した地域
貢献ボランティア活動を紹介し、その改善築回新規提案を考える中で、ボランチィ
ア活動についての実践的な知識と参加意欲を高めることを目的とする。
岡山県内の綾数の大学（本学園関山商科大学園山陽学園大学）をチレピ会議シ
ステムで結び、双方向ライブ型遠隔授業として実施するD

講義の内容は、 3大学を中心iこ、大学コンソーシアム関山が共闘で制作する。
援業！ま毎週約60分間の共同制作創問時中継の時間帯（接業内審欄では｛中
継｝と表記）ムその前後で教壁内でおこなう大学独屈の内容（捜業内容欄で、iま
［教聾肉］と表記）の合わせて90分からなる。
中継時間帯には大いに他大学の学生と情報変換するとともに、教室内ではグ

ループ討議阻発表を中心に進め、受講生自身が作り上げていく新しいタイプの講
義を目指す。

間山県肉の大学と学生がおこなっている、地域貢献ボランチィア活動について、
その方針と具体的活動について理解する。
受講生どうし（特に専門の大きく異なる他大学の学生）とコミュニケーシヨンがで
きる白
地域貢献ボランティア活動に主体的に議参画する意欲をもち、その改善棄もしくは
新規の企画案を考えることができる。

キーワード 大学コンソーシアム岡山地域貢献活動ボランティア活動

成績評価（合絡基準レポートおよび発表・発言の内容で評価する。（100%)
60点）

関連科目 ボランティア活動，科学也工作ボランティア入門

教科書

参考書

連絡先

注意図備考

’d , 11.--－－＇－－” 

使用しない。

適宜指示する。

理学部化学科高原周一 (13号館3階， takahara@chem.ous.ac.jp)

受講生自身が講義を作り上げていくという意識で、積極的に講義に参加するこ
と。グループ討議を含むので、欠席は極力避けること。

塁i主

7 
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平成 26年 9月 2日

大学コンソーシアム岡山事務局

平成2各年度後期双方向ライブ型オムエパス授業築購概要

1. 授業概要について

地域貢献（ボランティア活動を含む）における岡山県の現状やこども＠環境＠災害復旧等につ

いて取り上げる。

2. 実施日程について

回 山陽学園大学 岡山理科大学

1 9月30日 9月30日

2 10月7日 10月7日

3 10月 14日 10月 14日

4 代講日 10月21日

5 10月初日 10月28日

6 1 1月4日 11月4日

7 11月 11日 11月 11日

8 11月 18日 11月 18日

9 11月25日 大学祭

10 12月2日 12月2日

11 12月9日 12月9日

12 12月 16日 12月 16日

13 1月6日 1月6日

14 1月 13日 1月 13日

15 1月20日 1月20日

欝開講時期： 平成 26年後期

＠開講時間帯： 火曜日 5時限

岡山商科大学

9月30日

10月7日

10月 14日

10月21日

10月28日

11月4日

11月11日

11月18日

11月25日

12月2日

12月9日

12月16日

1月6日

1月13日

1月20日

鯵 1回目 9月 30日～15回目 1月 20日 （上図参照）

＠休講日の取り扱い

①山陽学園大学： 10月 21日は別の日に補講を行う。

中国学園大学

9月30日

10月7日

10月 14日

10月21日

10月28日

11月4日

11月 11日

11月18日

11月25日

12月2日

12月9日

12月16日

ー担全も？冒ι
γ議署F号、＇＂＇l、

1月13日

1月20日

②岡山理科大学： 11月 25日は 9月 16日を補講日とする。

③中国学園大学： 1月6日は別の日に補講を行う。

齢コアタイム： 外部講師および担当教員の共通講義時間帯で4大学問のTV会議システム

による同時中継を行う白時間帯は 16:50～17:40(50分間）とする。

8 



3. 各大学の科目名等について

「地域貫献j：山陽学園大学（溢谷俊彦教授）

fボランティア輪J：岡山理科大学（高原周一准教授）

「ボランチィア輪J：岡山商科大学（大崎紘一教授）：岡山理科大学の単位互換科目として実施

f地域貢献J中国学園大学（中田周作准教授）：山陽学園大学の単位互換科目として実施

大学コンソーシアム岡山の単位互換科目として実施するかどうかについては、今年度は次

年度以降の単位互換化へ向けた準備段階であるので、各参加大学が特例措置を執るo

4. 実施方法について

大学コンソーシアム岡山の単位互換科目と同様な手続きで実施する。

齢履修登録： 受講側大学から配信大学へ受講者の登録を行う。

鯵成績評価： 毎回のレポ｝トおよび発表等の評価結果を総合的に評価する。

採点： 受講側大学の担当教員からの評価結果を受け、配信大学の担当教員が最終評価を

とりまとめ、受講側大学へ学務担当を通じて送付する。

5. シラパスについて

回 開講日 講義内容

9月 30日 共通部分の内容説明

2 10月 7日 岡山県下の地域貢献ボランティア活動静l

3 10月 14日 大学コンソ｝シアム岡山の地域貢献

4 10月 21日 日ょうび子ども大学全体説明

5 10月28日 日ょうび子ども大学に参加（山陽学園大学）

6 11月 4日 日ょうび子ども大学に参加（岡山商科大学）

7 11月 11日 日ょうび子ども大学に参加（岡山理科大学）

8 11月 18日 岡山県の環境保全総

9 11月 25日 エコナイト（岡山駅前会場）

10 12月 2日 エコナイトの各大学の活動

11 12月 9日 東日本大震災復興支援ボランティア ※1 

12 12月 16日 東日本大震災復興支援ボランティア 胤

13 1月6日 岡山県における災害と被災者支援等について 純

14 1月 13日 東日本大震災復興支援ボランティア（学生発表）

15 1月 20日 受講学生の一言発表＠教員一言まとめ

惨※は外部講師担当日を表す。

※ I : 関山理科大学に来校いただき配信（第 2, 11, 12回）

※2: 山腸学間大学に来校いただき配信（第 8, 13回）
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主管担当者等

山陽学園大学溢谷教授

渡辺泉氏（高原准教授）

岡山商科大学大崎教授

岡山理科大学高原准教授

山陽学園大学溢谷教授

岡山商科大学大崎教授

岡山理科大学高原准教授

古南篤子氏（溢谷教授）

山陽学園大学溢谷教授

山陽学園大学糠谷教授

谷佳世氏（糠谷教授）

黒住宗道氏（鐙谷教授）

田中嘉一氏（溢谷教授）

山陽学園大学縫谷教授

山陽学園大学溢谷教授



鯵主管担当者は、当日の講義内容に対して主として説明を担当し、全体の総合司会者的な役

割を果たす。他大学の担当教員も積極的に話題提供を行う。

鯵第 14回目の発表学生は、各大学から l名以上の発表者を出すことを検討する。

ただし、東日本大震災復興支援ボランティアに参加した学生が受講していない場合には、

これまでの参加学生の中で誰かに発表を依頼できるかどうかを、本科目の受講者が確定し

た後に検討する白

鯵第 5, 6, 7, 10, 14, 15回目では学生の積極的な発言を得る必要がある。

6. 外部講師のご依頼について

回 担当日 講師氏名 所属 窓口担当者

2 10月 7日 渡辺泉氏 ゅうあいセンター アドバイザ｝ 高原准教授

8 11月 18日 古南篤子氏 岡山県環境文化部環境企画課課長 溢谷教授

11 12月 9日 谷 佳 世 氏 特定非営利活動法人アムダ事務局長補佐 事務局

12 12月 16日 黒住宗道氏 岡山経済同友会教育問題副委員長 事務局

13 1月 6日 田中嘉一氏 岡山県危機管理課課長 溢谷教授

欝外部講師については、大学コンソーシアム岡山が定めた所定の手続きをとるo

欝9月中旬に、大学コンソーシアム岡山事務局から各講師に講師依頼状を送付するo

1 0月上旬を締め切りに、ご承諾書類を返送いただく。

鯵ご承諾後、授業に関する詳細な連絡事項を事務局から各講師にお知らせする。

7. コアタイム外の時間帯の講義方法について

コアタイムを除く時間帯（前後の合計40分間）は、大学により長短があるので、各大学が独

自に工夫する。

畿各大学の授業時間帯と配信する共通時間帯（コアタイム）

大学名 降議題鞠 iI I i錦繍轍併.，.illl薄明暗唱）

山陽学園大学｜昨30～18:00I I I i齢 lfl,lLll. 
岡山理科大学い6:45～山5I I ; 
岡山商科大学 i16:20～11:50 I I 
中国学園大学 I16:30～18:00 I I 
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以上
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第 6回（FD。SD等）全教職員合同会議

1. PDCA事業実施評価表（中間報告）

① 生活心理学科

② 言語文化学科

③看護学科

④ 食物栄養学科

⑤ 幼児教育学科

⑥研 究領域

⑦ 社会貢献領域

③ 教務部

⑨ 学生部

⑩ 入試広報部

⑪ キャリアセンター

⑫ 図書館

⑬ 大学運営

2. その他

日時：平成 26年 12月25日（木） 10:00～ 

場所：本 301



f愛と奉仕」の糖
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グ口一パル化を
踏まえた教育を

教背｜行い、健康で文
化的な生活や、
共生阻グ口一バ
ル化社会の実現
に貢献できる人
材の育成ロ

図

中間報告2014.11.11

行動目標 ｛膳考

）アドミッショ つ。

ーの充実化 わ尚南皐す行い、入学者を確保する。 AOによる入学者が不足している 一 AOを高校訪問で丁寧に説明する 10覧 8.3 1期入試で8.3誌に到達している IAOの入学者率

スタンダード科目での展開 を維持する 4 4 従来週り

スタンダード科目の充実が必要 3 幽」で具体的に講義する 4 5 教科盤を用いて具体的に講義している
(2）教義教育の充実

域貢献への価値観を高める。 平井ラーニングなどを実施している 現状を維持する 新たに表田Tラーニングをスタートした化 4 4 5 

5 学園への掃属意識を高める。 定時放送で学園歌を潰透させている 3 学園鎮などの参加を誘う 4 4 学科単位の展示発表が好評だった

6 山陽スタンダード・教養教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来週り

7 シラパスを充実する。 履修者情報が不足している 履修者の成績分布表記など工夫すi4 3 改善できていない

8 専門科目を充実する。 不足している領域がある 3 科目担当者間で換討する 4 改善できていない

9 成繍評価を厳格にする。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り

(3）学士力の向上の
10 課題探求型町問題解決型学習を積極的に導入する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 

重町二1器禁十ため、各学部’学科
のディプロマボリ 11 体験交流重視教育を強化する。 不足している 1回 回数を増やす 2田／年 3回／年 i交涜教育回数／年間
シーのさらなる実質

社会奉仕、社会活動などで地域に貢献する。
民

化。 12 漫透していない 1由 学科全体で取り組む

き入学者増計画を導入する。 告知，官伝が不十分 大学案内を活用し宣倍に努める 5% 来定 1期入試では結果が出ていない

F 一一両ーを実施し、履修者を増やす。 i初年度で指導が不十分 1名 家庭科教職の魅力を伝える 3名 未定 i期入試では結果が出ていない i家薩科教
教高目標｜

活科学・心理学の2コース制を実施する。 2年度目で還透し始めた 3 コース制の意味を1年生に説明する 4 5 十分違透している
と方策 I 

13 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への還透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を諜める 3 3 不十分である

14 学習支援センタ 、アドバイザ制度などを活用する。 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 学相談など活用されている
(4）学習支援の強化。！ 15 

初年次教育、 GWなど総合的な支援システムを構築する 総合的なシステム構築に至っていない 2 科目聞の連携を深める 3 2 不十分である

16 教務・学生司キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。 各部門の連携が不十分 2 部門聞の連携を生かした支援を行 3 2 不十分である

17 コミュニケーション能力やマナーの向上を闘る。 就活へ向けた講座への参加動機が不i 2 講座への参加を促す 3 2 不十分である

(5）キャリアサポート 18 社会人基礎力の強化を図る。 教科以外の機会が不足 2 学外の講座などの情報を伝える 3 2 不十分である

の充実により学生のl:i就ホビテジ職ネ日ポスー検ア＋フラ定ォイ等リンのオ等正等課課キ外外ャプブリロアログ主ゲララ揖ムムシのスの克テ充呈ム実をの在図活図る用る。。を

学生に漫透しきっていない 87回 さらに学生に説明し理解を深める 100回 来定 システム利用者数就活力、就業力を向
上。 学生へのj霊透が不十分 00名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 来定 プログラム参加者数

学生への浸透が不十分 00名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 未定 プログラム参加者数

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支援機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3 組織化がなされて試行されている

20 健康安全推進機構の下で健鹿・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 4 禁題、AED、緊急連絡システム

21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 
(6）学生支撮の強化

問題個所を特定し改善する 3 2 不十分である

22 留学推進、外国人留学生支撮方策を検討する。 留学を推進する 2 留学についての情報を提供する 3 2 不十分である

3 中退者・除籍者の年次目標値を3.回以下に設定する。 目標値は達成している 2.30見 揖業内容の魅力を高める 1.00目 来定 l中退者・除籍者率

組織・部活動等の活性化を支援・指璃する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 大学祭の活性化がなされた

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コス制、教職課程等の理解を深ぷ 4 5 a『 『制、教職課程等の理解を深めた

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が更新されていない 00回 全教員が年2回は更新する 2回／年 来定 l教員紹介等の項の更新国

長
学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫す 回数が少ない 00田 ホットニュースなどを腫時更新をすミ 2回／月 2由／月 随時更新がなされている トIPのホットニュースの更

oc参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する不十分な部分がある 入誤広報部との連携を漂める oc参加者と受験者の相闘を明確化する
n 

2 4 2 

学生募集 (7）学生募集の見直 29 柔軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 2 入誤広報部との連携を深める 4 2 不十分である
と入詰広 しと入試広報戦略の

報戦略 強化 30 学生参加型のocを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 5 十分に行われている

31 必要な入試制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 推薦入試の小論文などの再検討 4 4 再検討し、新方式で実施している

32 正確な入学者予測の基に適Eな入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されていない 者を増やし定員充足率10割と可 100九 来定 定員充足率

33 社会人・シニア世代の入学への積接的PRを実施す 足 0% 員の地域活動等でPRを行う 5% 来定 社会人入学者等
園田置量

学部と入詰広報が連携し入試戦略を実施する。 が不足していた 2 入試広報部との連携を深める 4 2 従前どおりである . ． 
就職率（95-100'弘）の維持，アップを図る。 目標値は達成している 95見 現状をさらに上昇させる 100詰 未定 担至

キャリアザ｜… 談会・就職懇談会・企業研曳会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった さらに肉容を充実させる 従前どおりである
ポートと就と就職支彊の見直

3 4 3 

職支援 し・強化 36 各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 従前どおりである

~12:ア~：！：.：：：門戸人時：体制手備をヤ？？！戸i平戸伽！？三九七十旬、 し斗さら！こ適正に配時簡をの L _: I ~ l 問 的 予
＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは51こ遣していると判断される場合もありうるし、逆lこ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数

値で目標の設定ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、 4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



目的 項目

教官目標
と方策

f愛と巷仕Jの精

神を基盤とし、多

様性を尊重し、

グ ロ ーバル化を

踏 ま え た教育を

教育 行い、健康で文

化的な生 活や、

共生同ゲローパ

ル化社会の実現

に貢献できる人

材の育成。

学生募集
と入鼠広
報戦略

キャリア
サポートと
就職支擢

達成目標 No 行動目標
前年度の評価と評価直 , . ・- ， 曹 e I II.I剖

来年度の課題 備考
前年度の評価 評価値 今年度の課題 白線値 達成僅 逮成｛直に対する評価

(1）アドミッションポリ 直後等による適正評価を行う。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。
シーの充実化 ~入訟で適切な学坊を行い、入学者鵠保する。 AOによる入学者が不足している 00覧AOを高校訪問で丁寧に説明する 10馬 朱 高校訪問で案内しているが、現時点の受験者数は例年とほぼ同じで AOの入学者率, ...ヲ

2 学園の建学の理念と歴史を学ぶ。 スタンダード科目での展開 4 現状を維持する 4 4 現状を維持している。

3 健康や文化への価値観をE詰める。 スタンダード科目の充実が必要 3 「人間学」で具体的に鶴駿する 4 5 r人間学Jで具体的に務恕している
(2）教塁率教育の充実

4 社会活動・地域策献への価値観をE認める。 平井ラ一二ングなどを突施している 現状を維持する 平井ラ一二ング（前期〉を実施し、後期も実施予定である。化 4 4 4 

5 学園への締属窓践を高める。 定時放送で学園教を浸透させている 3 学問祭などの多加を誘う 4 4 2年生を中心fこ学科で展示と模擬店に参加した。

6 山陽スタンダード・教義教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。

7 シラパスを充実する。 庖修者f脅報が不足している 3 庖修苦言の成綴分布表記など工夫する 4 3 改馨できていない。

8 書事門科目を充実する。 不足している領域がある 3 科目担当者間で検討する 4 3 検討できていない。

9 成績評備を厳格にする。 ＋分に符われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。

(3）学士カの向上の 10 
ため、各学部・学科

謀題探求型・問題解決裂学習を積極的に導入する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。

のディブロマポリ 11 体厳交流霊按教育を強化する。 不足している 00回 回数を増やす 2回／年 2図／年 コア科目で1年次～3年次にかけて年2回以よ実施している。 交流教育園数／年間
シーのさらなる突髭

12 社会奉仕、社会活動などで地域に震献する。 全教員に潔透していない 00回 学科全体で取り組む 2回／：年 1図／年 上記体験裂教育の中に地域震献活動が含まれている。 社会活動等の回数／年間化。

資格特待生制度・英語堪能入学者増計臨を導入する。 告知a宣伝が不十分 00百 大学案内を活用し宣伝に努める 5覧 来 高校訪問などで宣伝に努めている。現時点では主主主望者1ま出ていな 特待生等の入学者に占める割合、

月N 金6コマ自に英語持基能者クラスを霞It授象を実施す 本年度後期より実施 各2名 受簡者のき定検等上位合絡を目指す 各3名
各

6限授業を10月から実施している。申込者lま8名。各議陸1"'5名。 家庭科教育教醸圏修者数
1～5名

学科名称変更を実施する。 本年度から倹討 3 文部科学翁と交渉する 4 4 文部科学翁に事前相訟を行った。

13 センターの究実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への幾透が不十分 2 さらに学生に説明し翠解を深める 3 2 改替できていない。まずセンターの位置づけを獲理する。

14 学習支媛センター、アドバイザー制度などを活用するe 学生への浸透が不十分 2 さらに学生に説明し理解を深める 3 3 
アドバイザー府UI立、休学・退学・単位修繕などに関する指導に活用さ

(4）学習支援の強 れている。

化。
15 初年次教育、 GWなど総合的な支援システムを構築する 総合的なシステム機築にきEっていない 2 科目聞の連携を深める 3 2 

初年次教育は基礎演習を中心に行われている（基礎学力向上学習も
これに含まれる）。他科目との連機はできていない。

教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支緩を進める。 各部門の連機が不十分 教務部、留学生センターおよびキャリアセンターと遼幾し。魁修指導や16 2 部門聞の連携を生かした支媛を行う 3 3 
就磁支媛科目を実施している。

17 コミュニケーション能力やマナーの向ょを図る。 就活へ向！？た鱗座への撃参加動機が不1 2 議座への参加を促す 3 2 授業などで促しているが、鈴鹿の参加状j兄は不十分である。

(5）キャリアサポート
18 社会人基礎カの強化を図る。 教科以外の機会が不足の充爽により学生の 2 学外の競E基などの機報を伝える 3 3 「社会人入門Jの授業で紹介している。

就活力、融力を向i！機iあ1就ホテ職ルポエーアトフラオイリオ等キャリア支援システムの活用を図ξ全学生に浸透しきっていない 87回 さらに学生に説明し理解を深める 100回 未 就職ポートフォリオの畳録はできているが、その後の活用｜ま十分でな システム利用者数
上。 ，、

ン等課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 00名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 約5名 ホテルエアライン受践者1主、今年度1年7名、2年4名である。 プログラム書参加者数

〈島 ビジネス検定等の正課外プログラムの充実を図る。 学生への浸透が不十分 00名 さらに学生に説明し理解を深める 3名 未 さらに検定や課外務座への参加が望まれる。 プログラム要参加者数

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機檎化する。 学生支援機檎の機能向上 2 機構の機能を高める 4 3 各部署と連鎖し、経済上の支媛、学支媛生な根ど政を支行媛τ、障がいのある学生
への支媛、留学生の生活全般の支媛な 行っている。

20 鍵康安会推進機構の下で鍵康・安全・安心を推進する。 健康安全推進機構の機能向上 2 畿檎の機能を高める 4 3 全学年で災害緊急速絡システムの受録の完了を促している。

(6）学生支援の強化
21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 2 問題鋼所を特定し改替する 3 2 検討できていない。

22 留学推進、外国人留学生支援方策を検討する。 留学を推進する 2 留学についての情報を提供する 3 3 鼠際交涜関係の部暑が説明会を行い、情報を提供している。

23 中退者・除草著者の年次目標値を3.5覧以下に2量定する。 自糠値lま達成している 2.30弘 授業内容の魅力を高める 1.00% 来 現時点の除籍・退学は前年とほぼ同じである。 中退者・除籍者皐

24 学生組織，部1活動等の活性化を支媛・指導する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 現状を維持している。

25 各学科ごとのアクションプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コース側、教職課程等の理解を深める 4 3 
毒事門科目を分けて提示し、選択の巨安とした。資格説明の機会を叡
If、理解を深めた。

26 ホームページを改定する。 教員紹介栂が更新されていない 00回 全教員が年2回1ま更新する 2由／：年 来 更新されていない部分が多い。 教員紹介等の項の更新回数

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する HP更新回数が少ない 00回 ホットニュースなどを随時更新をする 2由／月 未 随時更新はできていない。更新のしかたを見E草したい。 HPのホットニュースの更新回数

28 oc重量加者、受験者、入学者、資料務求状況を分析する 不十分な部分がある 2 入鼠広報部との遠鏡を深める 4 3 ocの参加者は昨年より増えているが、現時点の受験者数は増えてい
i少2、，、

(7)学生募鋒の見直 29 桑軟で迅速なTPOを踏まえた入試戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 2 入鼠広報部との連携を深める 4 4 入訟広報調1と遼携し、多様な学生を受け入れるべく対応している。
しと入鼠広報戦略の
強化 30 学生参加墾のocを実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 4 プレゼンや案内などに学生が参加し、効果をよげている。

31 必要な入誤解IJ.fiの見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必凄 3 推薦入訴の小歯文などの再検討 4 4 再検討され、変更して実施している。

32 正権な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されていない 58覧 受験者を増やし定員充足率B都とする 自0% 来 現時点の充足率はまだ低い。 定奥充足率

33 社会人・シニア世代の入学への積極的PRを実施する。 務経的な募銀広報不足 。覧 教員の絶縁活動等でPRを行う 5% 未 現時点の社会人入学者率は例年とほぼ閉じである。 社会人入学者率

号事〉 総入学部と入試広報が連携し人法戦略を突施する。 遠鏡が不足していた 2 入獄広報部との逮畿を深める 4 4 入試広報部と盤強し、 IELPやホテルエアラインの広報に努めている。

34 各学科とも就職率（95-100覧）の維持・アップを図る。 目穏健！ま達成している 95% 現状をさらによ昇させる 100覧 未 内々定の数lま少しずつ増えている。 就職率

(8）キャリアサポート 35 保盤者懇説会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。 開催されているが内容が不十分だった
と就総支援の見直

3 さらに肉容を充実させる 4 3 現状を維持している。

レ強化 36 各種のキャリアサポート・就務支援を実行する。 開催されているが内容が不十分だった 3 さらに内容を充実させる 4 3 現状を維持している。

37 キャリアセンターの適正な人員配置・体制整備を行う。 適正に配霞・護儲がなされていない 3 さらに適正に記笹・整備を行う 4 3 現状を維持している。

＊年度別目標櫨については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは5（こ達していると判断される場合もありうるし、逆lこ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数憧で目壌の設定ができる場合には、それを
表示する。（参考 5；とても良い、4；良い、3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）
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曹孟 平成26年度12周9由服

達成田標 No 行動自標
25年度の評価と評価値 26 中間期の達成値と評価

27年度の課題 備考
前年度の評髄 評価植 今年度の課題 達成値に対する評鮪

(1）アドミツ泊ン耕J陣：：頭：面特学別園接輔等田直に学よ闘るの適理の正削主評誠と噛歴。をZ史行IをLう学。特ぶ別0 

十分に行われている 4 現状を維持する 4 4 倒年どおりに行われている

シーの充実化 推腐の評定値を上げる。 27% 特別推薦を25%にする 25% 20% 目標到達した 特推の入学者率競

目での展開 4 現扶を維持する 4 4 誕来通り

I : ：健祉!f!康会園へや活文北へ町悟植観在高める。
スタンダード科目の充実が必要 3 『人間学Jで具体的に講義を受けさせ4 4 3 従来通り

(2）教養教育の充実
動・地域貢献への髄値観を高める。 報々な講義が実施している 現状を維持する 誕来通り化 4 4 I 守 i

の掃属意識を高める。 定時数送で学園歌を浸透させている 3 学園祭などの参加を誘う 4 4 参加を誘っている

6 山陽スタンダード・教塾教育の充実化を図る。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 従来還り

7 シラパスを充実する。 十分に行われている 容の再検討 4 検討中

8 専門科目を充実する。 十分に行われている する 4 誕来遊り

(3）学士力の向上の 9 成鏑評餌を戯格！こする。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 提来遊り
ため、各学部・学科

課題鐸求型困問題解決型学習を額極的に毒事入する。 十分に行われているのディプロマポリシー 5 現状を維持する 5 5 従来通り

のさらなる実質化。 習における体験教宵を強化する 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来通り 実習教育回数／年間

12 社会奉仕、社会活動などで地域に寅献する。 全教員・学生に漫遊していない 2 学科全体で取り組む 3 3 不＋分である 社会活動等の回数／年間

国家試験の合格率100%を目指す。 ロ格率90.361}也 90.40覧 実を図る 98% 保 努力している

13 センターの充実と利用者の利便性をさらに向上させる。 学生への麗避が不十分 2 学生に説明し理解を深める 3 2 不十分である

14 アドバイザー制度などを活用する。 十分に行われている 3 現状を維持する 3 3 従来通り

15 初年次教育、 GWなど総合的な支援システムを構築する。？ 総合的なシステム構築に至っていない 2 科目闘の連携を深める 3 3 挺来通り
(4）学習支揮の強化。

16 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。？ 各部門の連携が不十分 2 部門聞の連携を生かした支援を行う 3 ？ 

〔5）キャリアサポート醐1盟17国ト入回ミ学寧ユ前試ニ学験ケ習対一蜘時泊ン実践能を力困をやる図マ。るナ。ーの向上を断。

合格者に事前課題を求める 2 合格者に事前課題を求める 3 4 積善できている

学内の教員・アドバイザーで対応 3 
4年生l立業者による特別講義

4 4 取り組んでいる
各学年模試の実施

知的生き方概論で学習している 2 現扶を維持する 3 3 従来通り

の充実により学生の1鶴1田aI祉キ会ャリ人ア基輔礎カのの充強実化壷を断図る。就活力、就業力を向 。 学内及び実習施設等で学んでいる 2 現試を維持する 3 3 従来通り

上。 2 積極的なインターンシップの推奨 3 3 従来還り

19 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトを機構化する。 学生支躍機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 ？ 

20 健康安全推進機構の下で健願綱安全・安心を推進する。 鍵廉安全推進機構の機能向上 2 機構の機能を高める 4 ？ 

21 ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある
(6）学生支援の強化

2 問題個所を特定し改善する 3 3 

22 館学推進、外国人留学生支擢方策を犠討する。 留学を推進する 2 留学についての構報を握供する 3 3 構報を提供した

23 中退者・除籍者の年次目標値を3.5%以下に設定する。 目標値は達成している 3.30% 現状を維持する 3.30お 0.9% 政善できている 中退者闘除籍者率

24 学生組織・部活動等の活性化を支援”指壊する。 十分に行われている 5 現状を維持する 5 5 従来週り

25 各学科ごとのアクシヨンプランを確実に実施する。 具体的な検討が不足していた 2 コース制、教職課程等の理解を深め若 3 3 情報を提供した

26 ホームページを改定する。 教員紹介欄が更新されていない 00回 全教員が年2回は更新する 2回／年 保 不十分である 教員紹介等の項の更新回数

27 学科として、大学の知名度向上を図る手だてを工夫する。 HP更新回数が少ない 00回 ホットニュースなどを随時更新をする 1回／月 7回 更新できている HPのホットニュースの更新回数

(7）学生募集の見直
28 00参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析する。 不十分な部分がある 2 入試広報部との連携を深める 4 4 連携できている

しと入試広報戦略の 29 柔軟で迫速なTPOを踏まえた入試戦略の強化在国石。 1"1、’ 0 ’静岡・l';J •• －~： 'J 1詩 r1て錦部との連携を深める 4 
強化

＋分に行われている30 学生参加型の00を実施する。 学生が参加し効果をあげている 4 現状をさらに強化する 5 5 

31 必要な入詰制度の見直しを行う。 関連情報に基づく見直しが必要 3 変更した入試科目、評定値の再検討 4 ’？ 検討中

32 正確な入学者予潤の基に適正な入学者確保を行う。 受験者が十分に確保されている 106% 受験者を増やし定員充足率を維持 106% 保 取り組んでいる 定員充足率

33 社会人の入学への讃撞的PRを実施する。 積極的な募集広報不足 0% 教員の地域活動等でPRを行う 5% ’P 社会人入学者率

34 各学科とも就職率（95-100%）の維持・アップを図る。 目標値l<t達成している 95% 現状をさらに上昇させる 100見 保 就職率

(8）キャリアサポート
35 保護者懇談会・構院説明会等を開催する。 開闘盤世さされ批てで伊いる希がが－向向容hが~不一十分昨だ三l 、ったも：一: 

さらに肉容を充実させる 4 4 従来通り
と就職支援の見直

レ強化 36 各種のキャリアサボ ト・就職支援を実行する。 l生 ζ』戸巾雪題点窓宅設させる 4 

37 キャリアセンタ の適正な人員配置・体制整覇壱存つ。 指翠.u:1...潤削除エEP問 守』・ u 、v -
1~.－：： .1ご樋正に1lr.雷・整鰭を行う 4 

＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは51こ遺していると判断される場合もありうるし、逆！こ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の

設定ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、 4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



区分 自的 項 目 達成目標 No 行動目標
前 年 度の評価と評価値 今年度の課題と自標憧 中間期の達成値と評価

来年度の課題 備考
前年度の評価 評価億 今年度の際題 自綴f藍 王室成官室 走塁成長塁に対する評飽

(1）アドミッションポリ
1 直隆等による適正評価を行うe まずまず行われている 現状を縫持する

シーの充実化
2 AO入試で適切な塁手力評値を行い、良い学生を確保する。 方法論に検討が必星雲 改脅する AOの入学者卒

3 学閣の箆学の理念と歴史を学ぶ。 知的生き方綴鈴で担当する 学生による鐙繋評鏑を検討する

(2）教塾教事警の充実 4 社会活動・地銭関献への値優綴安蕗める。 さまざまな羽目で取り組む 現状維持

イじ
5 学園への橋鼠震設を商める。 学園款については銀傘で教えている 学園祭などに説教的に参加させる

6 教養教育科目の騎E語教土留を図るa 不十分 際麟せずの科目を滋らす

7 学視のミッションについて学科教員間で箆歯している。 充分とはいえない 改警告する

8 ファカルティの数約充実 金〈不十分 基準盤よりゆとりを持ってB名とする 公募関始

9 カリキュラムの緩討・音量警 栄整士法第行規則I＝？！事ずる 特色を出すカリキュラムを検討する

10 シラパスを充実する。 大学の基準に従っている 現状総持

(3）学士力の肉上の
11 シラパスを適正活用する。 行われている 現状後持

ため、各学部・学科
12 毒事門科目lごついて教育成果があがっているか。のヂィプロマポリシー 実力認定説駿の受験者を増やす 更に増やす 昨年比約3倍の受験者

のさらなる笑箆化。
13 成緩評価を滋格にする。 充分とはいえない 改蓄量する

15 体験交流E重視教育を強化する。 幼児教育学科との遠鏡などで実施 現状総持 交流教事着回数／年間

16 庫労翁の基準iこ合致した教育内容になっているか。 なっている 現状維持

17 社会塁審仕、社会活動などで地撲に貿嫁する。 前向きに取り組む 学科全体で取り組む 社会活勧告撃の回数／：年間

教育目糠
18 学科のための入誌制度を活用し、入学者増を図る。 関連分野の続学事告望者を発鋸すると方策 新しい制度の媛祭

19 センター利用入獄の鉱大を図り、入学者増につなぐ。 充分とはいえない さらに努力する

「愛と奉仕」の精
20 クラス顧問制度を充分に機能させる。 行っている 更なる充実を図る

神を基盤とし、多

様性を尊重し、 21 マナーの向上を図る。 校外実習や就職活動を機会とする 現状総持

グローパル化を
22 社会人教育の強化を図る。 充分と1まいえない さらに充実させる

踏まえた教曹を

教育 行い、健康で文 23 『社会人入門」を充実させる。 内容を検討する 改善幸していく

化的な生活や、 (5）キャリアサポート
就磁ポートフオリオ等キャリア支擾システムの活用を図る。

共生・グローパ の充実により学生の
24 社会人入門書事で推進する 毒事門際支緩とリンクさせる システム利用者数

ル化社会の実現
就活力、就き撃力を向

PC検定｛文盤作成）の活用・推進上。 25 受講生を増やす 会長の受践を目指す

に貢 献 で き る 人

材の育成。
26 PC検定｛データ活用）の活用・推進 受諦生を増やす 会E遣の受験を目指す

27 話量字検定の活用・推進 受議生を増やす 全..の受講を目指す

28 その他の綾定説草書の活用・推進 検討中 新しい後定を取り入れる プログラム参加者数

29 校舎の酎鐙性を確保し、学生に安全な学習環境を提供する 不十分 改巻する

JO 食中畿の起こりにくい檎迭に校舎をall:祭する． 不十分 政著書を婆求する 重量者の見積もり段階（特にトイレ）

31 ユ二JfーサJレデザイン・バリアフリーの推進に努める。 不十分な部分がある 問題個所を特定し政畿する

32 留学推進、外国人留学生支緩方僚を検討する。 留学を推進する 留学についての情報を鍵供する

33 中退者・除籍者の年次回線値を3.5%以下に設定する。 目擦催l主選成している 一人も出さない心機えで取り組む 中退者・除籍者率

34 学生組織・部活動等の活性化を支録・指導する。 十分に行われている 現状を維持する

35 ホームページを活性化する。 ニュースをたびたび更新する 全員がニュースを提供する 教鈎紹介等の項の更新回数

36 QC参加者、受験者．入学者、資料踏求状況を分析する。 不十分な部分がある 入獄広報部との遠鏡を深める

37 繭校訪問など、迅速な戦略の強化を図る。 不十分な部分がある 入獄広報部との遼畿を深める

38 学生善書加裂のocを実施する。 学生が毒参加し効果をあげている 現状維持

39 必要な入館制度の見区しを行う。 関連憐報に基づく見直しが必要 学科の特徴を活かす入獄方法の検討

40 正E震な入学者予測の慈に適正な入学者確保を行う。 受陸章者が十分に確保されていない 受験者を増やし定員充足を目指す 定員充足率

41 就勝率100告を目指す。 lまlま逮成されている 就磁の震の肉上を自指す

42 保話者懇談会a就機怒談会・企重量研究会等を開催する旬 開催されているが、さらに故謬 さらに内容を充実させる

43 各径のキャリアサポート・就駿支t震を実行する。 さらに内容を充実させる さらにきめ細かに行う

44 キャリアセンターと学科と遼援し、充分機能している。 さらなる遠鏡を行う 具体的に検討する



図

目的 工麗自 達成田標 行動自標

(1）アドミッションポリ
充実化

1 i面接等による適正評価を行う。

" ：適切な学力差を行い、入学者を確保する。

の理念と歴史を学ぶ。

4 1健庫や文化への価値観を高める。
(2）教護教育の充実個 店

化 I 5 1社会活動・地域貢献への価値観を高める。

6 1学園への欄属意識を高める。

7 1山鴎スタンダードa教護教育の充実化を図る。

8 lシラパスを充実する。

づ専門科目を充実する。

10 1成鏑評価を戯格にする。

教育目標
と方策

(3）学士力の向上の
ため、各学部・学科
のディプロマポリシー
のさらなる実質化。

楽教育のよりー閣の充実

稚園・保育所で必要な技能の習得

児指導に必要な知識の獲得

かなり良くできている

かなり良くできている

ボランティアは良く行われている

良〈参加されている

まずまず良く行われている

充実している

もう少し工夫が必要である

学習指導は良〈行われている

良く工夫されている

良く行われている

良く行われている

もう少し工夫が必喪である

大変良〈行われている

努力が必要である

もう少し工夫が必要である

もう少し工夫が必要である

少し良くなってきている

もう少し工夫が必要である

3 iかなり良くできているがもう一歩である

4 I 良〈出来ているが工夫が必要である

3 I もう少し工夫が必要である

4 I かなり良くできている

3 1学生を積極的にさせる工夫が必要である

3 I もう少し工夫が必要である

3 I 良〈行われるようになった

3 I まずまず良く行われている

閤難だが良く行われている

2 I もう少し工夫が必要である

3 I まずまず良〈行われている

a I まずまず良く行われている

2 I もっと更新をする必要がある

4 1学外舗や論文で良く行われている

良く行われている

4 I まずまず良く行われている

大変良〈行われている

4 I 大変良〈行われている

大変良〈行われている

まずまず良く行われてし

良く行われている

大変良〈行われている

不足している菌がある

具体的な内容が分かりにくい教科があるi 4 

不足している領域がある

う少し努力が必要である

や少ない状態である

十分に行われている

学生の奉仕活動は行われている

やや課題が残るが練習する学生増加

かなり良く行われている

知識の獲得に学生が消極的

園祭などの参加を誘う

より一層、基礎教育を充実tるさせる : 4 

4 

教員もより厳しく学習指導する

員が講義を工夫する
回

bに質盤の向上を図る 5 4 
自

4 

4 3 

5 5 

4 2 

3 14住竺ヨ竺聖利用者の利僅性をさらに向上させる。 j学生への濃透が不十分

15 1学習支撮センタ一、アドバイザー制度などを活用する。 l学生への謹透が不十分

16 1初年次教育、倒など総合的な支援システムを構築するj総合的なシステム構築に至っていない

11 I教務a学生・キャリアなどのプロジェクトで支援を進める。 i各部門の連携が不十分

f愛と響仕Jの精
神を基盤とし、多
様性を尊重し、
グ口一パル化を
踏まえた教青を

教背｜行い、健療で文
化的な生活や、
共生個グ口一パ
ル化社会の実現
に震献できる人
材の育成。

(4）学習支援の強化。

rn Iコミュニケーション能力やマナーの向上を図る。

(5）キャリアサポート I19 I社会人基礎力の強化を図る。
の充実により学生の下？です
就活力、就業力を向 i審ij学生が自主的iこサポートを求めるようにする。

(6）学生支接の強化

さらに学生に説明し理解を深める

科目聞の連携を諜める

部門聞の連携を生かした支握

3 1よりお徹底した指璃を行う

3 1よりお撤慮した指講を行う

さらに学生に説明し理解を深める

さらに学生指璃する

さらに学生指導する

機構の機能を高める

3 1機構の機能を高める

2-i問題個所を特定し改善する

2 1早期に相談活動を行う I a 

2 i生活支援の相談活動を活祭化する13 

又
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上。 端的に施設でのポランティアを行う iある程度は行っている

幼稚園園保育所で求められている事を鵠ベる ｜学生が消極的

20 I教務・学生・キヤ1J7fJ.どのプロジェクトを磯軒じする。 ｜学生支掻機構の機能向上

21 I健車安全推進機構の下で健康・安全・安心を推進する。｜鍵鹿安全推進機構の機能向上

不十分な部分がある

不十分であった

種々の事構があり困難も多い

不足している

ほほ達成できた

教員紹介欄が不十分

21 I学科として、大学の知名度向上告図る手だてを工夫する｜教員が広〈学外講轄を行っている

学生募集 1(7)学生募集の見直 I2s loc参加者、受験者、入学者、資料請求状況を分析するJ分析を進めてきた

と入獄広｜しと入試広報戦略のI29 I柔軟で迅速なTPOを踏まえた入誤戦略の強化を図る。｜学科内で話し合っている
報戦略 j強化 I I 

I I 30 I学生参加型の哨実施する。 ｜学生が参加し効果をあ1-fている

a1 I必要な入誤制度の見直しを行う。 i関連情報に基づく見直しが必要

3 

3 

4 

4 

3 

4 

4 

3 iよりー閣の学生指轄を行う I 4 

3 1より一層、理解を深めてもらう I 4 

3 1全教員が年2回は更新する I 4 

4 ｜現状をさらに拡大する

4 i入試広報部との連携を深める

3 i入試広報部との連携を深める

4 j現状をさらに強化する

果的な面接方法の開発 I 4 

過去のデータ分析をより進める

現状をさらに深める

現状をさらに上昇させる

内容をより充実させる

32 liE確な入学者予測の基に適正な入学者確保を行う。 i過去のデータ分析が少ない

入誌広報が連携し入試戦略を実施する。 l頻繁に入試広報と連絡しあった

3：＿伊種のキャリアサポート・就職支掻を実行する。 i開催されているが学生が消極的だったj 3 1さらに学生を指導する ' 4 

’学科に直接来る就職情報を活用する ｜ある程度は活用されている I 3 l現状をさらに良くする I 4 

＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。伊jえば、すでに4あるいは5fこ達していると判断される場合もありうるし、道！こ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的
な数値で目標の設定ができる場合には、それを表完走する。（参考 5；とても良い、4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）

. 阻 33I就職率（100引の維持を図る。

キャリア l<a）キャリアサポートI34'保護者懇談会・就職懇談会等を開催する。
サポートとiと就職支掻の見直

就職支接 lし・強化

備考

.AOの入学者率

中退者・除籍者率

教員紹介等の項の更新回数

HPのホットニュースの更新回数

定員充足率

就職率



区分 目的 項目

研究体制

の構築

地域における

良質で有意な
人材の育成に

努め、大学”矩

大に求められ

研究
ている社会的

要請（地域へ

の貢献等）に

対応し、大学園 研究能力

短大の社会的 の向上と

存在意義を高 研究の活

めること。 性化

研究成果

の社会へ

の違元

平成26年度園事業実施評価表（研費領域）；大学全体の平均として

達成目 標

( 1）研史の意義の
確認

(2）研究体制の整
備・活用

(3）研究能力の向
上

(4）研究活動の活
性化

(5）研究成果の地
域社会への還元お
よび発信

N。 行動目標
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 中間期の達成値と評価

来年度の課題 備考
前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

研究活動が教育・社会活動・地域貢献の基盤となり、本学の FD/SDなどを通じて十分に確 精神障害、潜在保育士、障害
1 社会的存在意義を高める重要な要素であることが、確認され 認されているとまでは言えな 2 研究への取り組みを促進する 3 4 者などの研究が行なわれ、地

ている。 い。 域貢献につながっている

2教員の研究活動は、学科医専攻諜程等の特性や方針に基づ
十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 

精育神など医の療専、臨門床性心が理、研、幼荒児に教活
いている（文は、連動している）。

用されている

3 教員が、研究を行う教員室、研究室等が整備され、充実し：て
十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 十分に行なわれているいる。

4 研究に必要な資料（論文、文献）の取り寄せや閲覧が行なえ
十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 

十分に行なわれ、図書の補充
る環境が整備され、活用されている。 も行なわれている

研究活動に必要な時間の確
教員体制が十分とはいえず、

教員が、研究、研修等（学会参加を含む）を行う機会が確保さ 学科や領域によっては十分で 教員が研究活動等の時間が5 れている。 はないところがある
2 保が出来る環境づくりを進め 3 2 

確保できない学科や領域があ
ていく

る

6 教員が研究成果を発表する機会（学内研究紀要の発行等）
十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 十分に行なわれているが確保され、活用されている。

研究活動るに環必境要づな時間の確
教員体制が十分とはいえず、

教員が、研究会や研修等に、定期的lこ（年1回以上）参加して 学科や領域によっては十分で 教員が研究会等に参加する7 いる。 はないところカfある
2 保が出来 くりを進め 3 2 

時聞が確保できない学科や領
ていく

域がある

教員に、個人研究費が適切に支給され、適切に活用されてい8 る。 十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 十分に行なわれている

教員が、研究活動の成果（著書、論文発表、学会活動、国際
9 会議出席等、その他）を、年次毎に大学・短大に報告し、個人 十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 4 十分に行なわれている

評値されている。

教員個々 人の研究活動の状況がズ外が部外に1公開され、定期的に 十分に公開されているとは言 教員の研究活動の外部公表10 更新されている（大学の知的シ一 部に公表され、定期
えない

2 基準を決めて公開を促す 3 2 
が、十分に行われていない。

的に更新されている）。

地域社会（行政を含む）から、委託研究等の研究へのニーズ 地域社会とのつながりを構築 地域の課題しずをつ受進けん付でけきるて取いり
11 十分とは言えない 2 3 3 組みが少

を受ける窓口や仕組みが備わっている。 していく る

12 学内外で、分野横断型の共同研寛等が行なわれている。 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 3 
学内で害、者いくつかのテーマ（精
神障 、潜在保育士等）で
共同研究が行なわれつつある

地域社会との聞で、いくつか

13 地域社会との聞で、委託研究や共同研究等の取組みが行な
十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 3 のテーマ（精神障害者、施寛

われている。
な罪わ保れ育つ士つ等あ）でる共同研究が行

科研申請や、私学助成等の獲
14 競争的外部資金の獲得への取組みが行なわれているG 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 3 得に向けた取り組みが行なわ

れつつある

大学・短大の知的シーズが、地域の課題解決に活用されてい 認知症カフェなど、いくつかの
15 る（小中高等学校等の教育支援、社会人の研修や生渡教育 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 3 取組みが行政と協働して行な

への支援、自治体審議会等への委員派遣、など）。 われてきている

各種学会の役員や学術大会のこし座た長、学、学会術活雑動誌・社の会査的読活や1編 教員の個々の取組みが十分
16 集員など、知的シーズをもとI 動が 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 2 に公表・評価されているとはい

行なわれている。 えない

認知症カフヱなどで公開講座
公開講座等が、定期的に実施されている（研究成果の発表を

17 含む）。 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 2 が行なわれたが、定期的とま
では雷えない

18 マスコミなどを通じて、研究成果が地域社会に発信されてい
十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 2 

教員の研究活動の外部公表
る。 が、十分に行われていない。

＊年度別目標値については3を基準とするが、学部学科の現状に応じて設定する。例えば、すでに4あるいは51こ達していると判断される場合もありうるので、その場合はそれを基準値とすることになる。また、具体的な数値（件数、人数、%など）で目標
の設定ができる場合には、それを表示する。



油田Jの
会l奉仕Jj継続発
貢 iの具現i展
蹴i化であ

るボラ
ンテイ
ア活動
を学内
外で組
織的に
推進す
る。とと
もに社
会活動
一地域
貢献の
活性化
を国
る。ま

た地元i大学コンf(4）『大学コンソーシアム岡
自治体iソーシァlUJ jの積極的活用を図る。
（関山 iムの活
市）と j用
cocの
協定が
結ばれI講師a蚕 1(6）地域の教育機関等ヘ講師
次第、 j員の派 iを派遣する。
26年度i遣
のcoc
に応募
する。

学習への対応

大学等施設の開放

(2）学部持ち回りの市民公開
講演会を異施する。（担当学
部・学科）

21工夫・努力を続ける。

21欝力を鏑iする。
31募集説明を改善する。

41鐘錯して襲擁する。

粗大：公開講農舎も地職社重量一再議と選議して撃言語する。

．短大：公開講潰会の参加者数を一定数確保する。

品企画を学離”短大（！）特性襲潜かしたものにし協力襲脅する。

、地域社会a行政と連携して実施する。

中山査一定数確課する。

地域における教育支掻又l立子育て支援の襲施（上記1～4も該当する）

コンソーシアムを本学の教欝肉審，教腎方法の克異に藷捕する。一一一

(7）行政機関へ蚤員を派遣す I1 
る。

ボラン IC8）学丙体面示ヲンティア活
ティア支 i勤の実態を把握し、その連
撮 i携と支掻方策を検討する。

(11）本学学生による学内外
の自主防犯紐織fさんぱと
隊」等を支揺する。

教育・研 j地域課題解決を自的とした
究 1研究（共同研究）の実施

地域、行j(9）平井地区から市、県、全
政機関 j園へと社会活動・地域貢献

との連 jの輪を広げるための戦略をい i制国平井粧品調雨麗爾繭認す。
携 i立て、実践する。

(5）地域との協働運護事一業を l1 
推進する。

全l地域との協商連携事嘉之盃学；学科、研究室三チー瓦7の裏雇砲握を
大学として興施。

金i地域との協鰯違鑑事棄を轟轟ずる。

(10）地域（平井学区、市、県）
の防災訓練について協観す
ると共にその人材育成に当
たる。

(12）多目的交流ヲヲザを開
設し、coc推進プロジヱクト
部門と、共生‘グローバル化 I3 
推進プロジヱクト部門を置く。

全l防災訓練について地域（平井学区、市、雇店協顧する。（平素の尊重摘も含めて）

2 I翻ー科i金i閥災訓鯨について人語育成に当たる。
（学生サークル支鰻、 FDSD、知的生き方等）

全l多目的交流プラザを開設し、運営する。

金i知的支離方ザ｛こCOC・共生’グ口一八九花轟轟元元弥部両を置く。

全i全学的な地域連撲のためのセン-9ーの設置（上記の「共生JIこ該当する）

ている。 1離競されているJ。すV会議システム親方両
オムニパえ鰻襲を4大学で共闘襲施している。

PD：子ども大学、エコナイトは大学・短大共に参加し、学生の成
長に役立っている。

DC：イン舎一ンシッブ！ま本学（｝）学生に設立っている。

PD：学内SDFD研鯵会で重要性を説明し大学への報告を訴え
た。

31語b：学肉SDFD研鯵金で重要性を融関した。

1IPD：高校訪問時に出躍事業リストを躍した。

2IPD：機金を提えて盤額していただくようお擁いしている。

3IPD：学内SDFD研修会で重要性を説明し大学への報告を訴え
た。

3IPD；学肉錦町轟重要義で璽要性を説覇~報告を訴えた。
3IPD：学肉SDFD研修会で重要性を説明した。

1IPD：機会費譲毛主壁璽していただ〈ょうお願いしている。

3IPD：学内SDFD研修会・知的生き方で報告を依頼

3IPD：学肉SDFD璃藤金・知的生吉方で霊裏粧を観関した。

3IPD：東北震災観興に派遣支擢した。

3IPD：学生豊富を中心iこ、悼んiまと勝j蚕支3露rc-て示事。
3IPD：地域防災にサークルを派遣支撮した。

'41 司語己：学肉SDFD欝鯵金．知的主主脅方で3霊喜喜桂を説廟しTこ。
司麗裏炉占手後学内（学部学科．薮嘉7モ扇麗京芯要疋雇藷語要1

・31鰹嬢r
圃一ι 薗P：今後学肉（学部学科）で協欝が必要。【協麓盛要｝

大学、エコナイト参加

31畿離して翼施する。で聖子鐙活動襲施

入輯広報部出張援業PR実施

開よ

把握をおこなった。

31関上

31大学の靖報収集体制整備

FDで聖子舞活動畏擁

FDで啓発活動実施

響力した。

把擢をおこなった。

FD・s口、鰻業で喪施

県の事業への護参加を支接

支撮した。

f鰯鶴生き方Jで啓発した。
選択科目では奥施している。

単盤頚認はあるかもしれない。

cocを提出する状態に伸展

P：今後学内（学鶴学科）で麗騒が盛瓦踊藤嘉翻的、coc調整

把握をおこなった。 31大学の晴報収集体制整備

21鰯福祉国危機管理闘で活動

41町内会訓練に参画

る。

PD：関山市とのCOCfま不擦択。その畿の連携を高齢者搭祉a教
語誌について公開講躍で関罷を離鱗。

31 I後期分の記載］PD：平井学区栄町防誕百fl蘇に参画し新たな誤
みを実施。ペピウスが実施。

31(畿関分（／）寵麓］PD；ペピウ文専の支譲蚕語こなった。鍵観して
うンティア関体の支接を鏡iする。

で鑑続協議が必要。｛協議畠要l
p；学肉で鍵鏡協韓が盛要。｛協盤盛璽E
P：学内で継続協議が必要。 I協議盛要1

学蔀事科欝散では襲施

中央署掴消肪・学区の訓練に参画

学生サークルが勝5担割譲著書翻

立案段階だった。

coc撞進はおこなった。

立案殿階だった。
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本全学共通の項目は、”金”の項目とする。 各学科独自の項目は”部，科”の璃目とする。



26 業 百平 ）；教務 中間報告2014.11.11

院定 目的 行動目標 備考
前年度の評価 評価値 今年度の課題 自穏健 遼成値 逮成値に対する評価

官

山陽スタンダード単位取得率（大学） 現状を維持する 91弘 取得率を向上させる 100% 臆修中のため値！ま未確定、現状を向上させる
(1）教養教育の
充襲化

2 知的生き方概簡単位取得率（短大） 現状を維持する 97弘 現状を維持する 100九 98お 現状を向上させる

総合人間学部の新カリキュラムへの
看E護学部の新カリキユフムへの対

3 シラパスを充喪する。（記載内容の充実） 4 応、全学的に準繍学習の指示内 4 2 来年度に向けて、シラパス作成要領を改訂中
対応 容等の記載を究翼する必要があ

4 シラパスを充翼する。（第3者のチヱツク体制） 一 ー
第3者によるチェック体制導入が

4 
来年度から、学部長旬学科畏によるチェック体制を毒事

(2）学士力の向 来実施 入する予定

上のため、各学
部m学科のディ

5 シラパスを充実する。（履修系統図の作成） 履修系統園の作成が未襲施 4 来年度のシラパスから掲載する予定『愛と察仕Jの鯖神 プロマポリシー 一

を基盤とし、多犠性 のさらなる襲寅
を尊重し、グローパ 1t 成績評舗の厳格也は十分に行わ

来年度から、 GPAを進級判定a卒業判定 E退学勧告
ル化を踏まえた教 6 成績静簡を厳格化（大学） 現状を維持する 4 れているが、 GPAの活用につい 4 2 
宵を行い、鍵康で ては不十分 に活用していく

文化的な生活や、
共生aグローバル 7 成績評舗を厳格化（短大） 現状を維持する 4 

5段階評価およびGPAの導入が
5 来年度の入学生から、 GPA導入を計臣中

化社舎の粟現に貫 来襲施
献できる人材の背

学生への周知方法の変置が必要 来年度に向けて変更予定、なお非常勤講師について成
8 オフィスアワーの充襲 学生への浸透が不十分 2 であることと、非常勤講師への拡 4 2 は来年度向けのシラパス作成要領に関連事壌を新規

(3）学習支掘の 大が未襲施 に記載
強化

経年的に襲施されており、現状を維9 学習成果到達鹿システムの実施
持する

4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

教育
教育目標
と方策 H24年度までは後楽館高校からの

10 合間接業の翼施 授業参加を受け入れていたが、 H25 体止中 4 
来年度から、山陽女子高校などに、合間接業への参

年度からは高校側の都合により体 加を呼び掛ける取り組みを新たに開始

(4）高大連携の
11 高校生への課題の提示

入学前の課題の提示が適切に翼施
4 現状を維持する 4 4 現状を維持する強化 されている

12 
入学後の初年次教育（レポート作成、プレゼン 総合人間学部では正規の授業で畏

2 
看護学部では正規の操業として

4 来年度から、看護学部の正規授業内での翼施を検討
の仕方など）の翼施 施されている 未翼施

13 アクティブラーニンゲによる授業の翼施
学部旬学科等の単位での翼施は散

3 
連携協定を締結した上での実施

4 
学部単位で関わりをもっているNPO法人との連携協

見される ではない 定を検討

14 地域を対象とした学生主体の授業の必修化 経年的に襲施されており、現状を維
4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

持する

地域における高等 (1）地域の発展 15 教育課程鰯成の醸の自治体・地元産業界等か
一 一

自治体‘地元産業会等からの意
4 

来年度に、商工会議所等からの意見聴取を実施する

教育の拠点として を支える大学づ
らの意見聴取 見聴取は来実施 方向で調整する（一部の学部での翼施を検討）

の、社会貢献の強 くりの教学苗で
社会人が就労しながら学修できる多様な履修化 の強化 16 大学院で長期履修制度を導入済み 4 現状を維持する 4 4 現状を維持する
形態の整備

17 科目等履修生制度に基づく祉会入学生の受入 現状を維持する 4 現状を維持する 4 4 現状を維持する

麗用保険法に基づく教育訓練給付制度の対象 当鼓制度による対象講盛の指定
来年度から大学院修士課韓に対して、教育訓練給付

18 
講座の開設 一 は受けていない

4 制度の指定を受ける方向で準備（11月7日付で申請
撃を国（庫生労働大臣宛て）に提出清み）

＊年度見1]13襟値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは51こ達していると判断される場合もありうるし、逆iこ1や2あるいは3と評髄される場合もある。また、具体的な数櫨で目標の設定ができる場合には、それを表示する。
（参考 5；とても良い、4；良い、3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



｜区分 目的 項目 達成目標

大学

学生生活支

援の強化

「愛と奉仕Jの 精

神 を 基 盤 と し 、 多

様性を尊重し、

グローバル化を

踏まえた教育を 課 外活動支

援 の強化行い、健康で文 学生支援

化 的 な 生 活 や 、

共生 匡 グ ロ ー パ

ル化社会の実現

に貢献できる人

材の育成。

健康管理と

防犯・防災

平成26年度園事業実施評価表（大学運営）学生部 中間報告2014.12.25

N。 行動目標
前年度の評価と評価値 今年度の課題と目標値 中間期の達成値と評価 現時点で考える

備考
前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価 来年度の課 題

学生食堂の充実 食堂利用者の低迷あり。改蕃が必要 3 料金改定と新メニューの導入 4 4 
料金の低額化とバイキング 利用時間の延長 キヨードーフーλ．に依頼

方式の導入 朝食抜きの学生への対応 朝パンの販売や100円朝食等

2 学生寮の充実 防犯システムの設置 4 現状を維持する 4 4 現状維持

3 外国人留学生生活支援 十分とはいえない 3 内容の充実 4 3 従前のとおり

4 学友会、部長会等の活性化支援 組織的取組みが必要 4 内容の充実 4 4 従前のとおり メンバー増が必要

5 クラブ活動 組織的取組みが必要
地域と連携した活動

4 内容の充実 4 4 
新団体の発足増

学生による自主活動 組織的取組みが必要
『学さ！まjとfさんぱと隊j

6 3 cocへの取り組み 4 4 
の活動増

7 支援ボランティア活動（東日本大震災、広島市大雨災害） 組織的取組みが必要 3 
ホ．ラン子ィ7支援・社会サービスセン9ーの協力を得て、

4 3 交通費等の一部を補助 さらに広報の強化が必要
広報を強化

身体の不調から不適応となる学生が 健康安全推進機構での取組みにより 利用しやすい環境の整備、
B 身体の棺談窓口の異体化

少なくない
3 

『身体の相談J窓口の具体化
4 4 健康栂談室の立ち上げ

保健室との連動

自 メンタルヘルスの推進に努める 組織的敬組みが必要 3 健康安全推進機構での取組みを進める 4 4 
学生相談室と健康安全推進 利用しやすい環境の整備、
機構による取組み強化 保健室との連動

10 学内禁煙推進の強化を図る 組織的取組みが必要 2 全職員参加での取り組みを進める 3 4 
教職員全員での取り組みを

吸殻ゼロを目指す
実施

11 安全安心・危機管理（防犯・！砺災）の推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取絡みを進める 3 4 
災害避難マニュアルの作成と 一斉メール釜録者100%を
一斉メールシステムの導入 民指す

4月初工ン子ーションにて防犯講習

12 事故防止を推進する 訓練や学内での講習が不足 3 学内講習等の取り組みを進める 3 4 会の開催と『新入生へのメッセ 講習内容の精査
ージ」本を全学生に百日布

＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは5（こ達していると判断される場合もありうるし、逆！こ1や2あるいは3と評｛面される場合もある。また、具体的な数億で目標の設定
ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、 4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



E塁

行動閤標
L_塑空里型型車と璽値瞳－ 今年度の課題と目標値 l中間期の達成値と評価上E

I 前年度の評価 ｜評価値｜ 今年度の課題 ｜目標値｜達成値｜ 達成値に対する評価 I ~ 備考
目

1-1砂...

1 1大学案内を改訂する。
入札による業者選定を実施しデザインを一新
した。都会的でシャープなイメージを表現する
ことカfできた。

タイムリーに更新ができていない。2 1ホームページを更新する。

広報 a募
集活動

3 1大学案内のダイジェスト阪を作成し‘各字科の内容及びサポート体腕時苦的に缶えられるようにする.I再開施策。

4 1スマートホン専用サイトを新設する。 新規施策。

I 5 ト附成し梓錦織問び印刷日掛川獄への動闘を問。 i新規施策。

6 1山陽新開社企画『岡山の大学へ行こう」へ参加し、本学の特徴を幅広い世代に伝える。 新規施策。

高校生に向けたPRが中心であり、曜広い世代
に向けたPRという点では不十分であった。

特定の高校に偏重、ルーティン化した訪問と
なっている感があり、高校現場の思いを反映し
た訪問方法を検討する必要がある。

7 1新聞広報（オープンキャンパス、入試日韓等）を積接的に活用する。

学生募集の見直しと入
試広報戦略の強化。

8 1高校訪問における訪問方法を変更する。

高校訪問

9 1高校訪問専用要員（現地駐在員等）の活用。 新規施策。

町

着手を早め、政許が不十分であった箇所の見直し
4 1闘争 F 、

'<!:"ITフ。

－ i高校訪問、進学説明会における説明の標準化を行う。

一 ｜認知度を上げるo

－ ｜幅広し、世代へ附るo

－ I幅広い世代へPRする。

5 I 5 i従来よりも早く清手できている。

山市一
情報の集約ができていない。

次年度も継続して活用する。
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園

会場形式の進学相談会（特に県外）を減らし、高校
4 I 

内形式の進学相談会に積種的に参加する。

3 1高校単位の見学申し込み数を増やす。

3 i総合人間学部の参加者を増やす。

4 1全学科の在学生活躍レベルを上げる。

一 園学力選考とし、受験者の質の向上を図る。

ー 冒入学関鶴の受付期間を延長し、志願者数の増加を狙う。 1 3 

2 i告知方法を接討する。

5 i現状維持。

2 i告知方法を検討する。

5 ｜現状維持。

4 1定量的な評価の導入と評価方法時間改善する。

5 ｜現状維持。

3 ｜企画段階において要点を絞~
5 ｜現状維持。

100参加者の満足度向上、IE民ホテル問イμγ
ネλ能力開発PRGの広報に注力する。

2 IOC参加者を増やし、満足度を上げる。

3 1女子高教員と情報交換する鎮度を上げる。

i学科毎に集計結果について打ち合わせを行い、取
り組みについて樟討する。

回 3 1希望学部学科が多岐に別れるため特定の学科につ
いての分析が困難。

I 1 i参加額度加す。

5 

4 
4 IOC参加者数：対前年107%

3 1地元誌への掲載頻度を上げる。

3 1訪問の嬬霊を解消する。

ー 岡高校訪問専用要員の襲用を検討する。

4 4 

専用要員ということで新規に躍
用lましていないが、本学教員

3 1の中で、県外在住者や元高等
学校長の経歴保持者に主要
扶を訪問していただいた。

談会への参加について見直しを行う。 4 
過去の実繍を基にして参加を

4 I 
決定できている。

進学相談会
主催業者、主催場所（特に県外）、過去の懇談
者実稿、参加費を検誼し参加の是非を判断す
る必要がある。

高校単位の申し込みは毎年同じ高校。新規の
開拓が必要。

総合人間学部の参加者が少ない。

｜総合司会、プレゼン、キャンパスツアー等、学
生の活醒が多く見られた。

． 

見学対応
オープンキャン

ハス

I 11 I大学・短期大学の見学希望者に対し、本学の魅力を伝える。

12 Iオーブンキャンパスを企画し、円滑に管理、運営する。

戦
闘

報
法

広
叶
印
私

識
の

入
路

学
営

大
運

13 I学生参加型のオープンキャンパスを実施する。

推薦入学者の学力担
握。 14 I一般推薦I期における幼児教育学科の選考方法をf基礎学カ検査JIこ変更。 i新規施策。 4 

5 i会学科の活躍レベルが向上した。

i事前準備型の「自分アピール

4 i審」では測れなかった学力を
測ることができた。

一般推璃E期志願者数i
の増加。 I 1 s I一般推薦E期の入試日程を12月初旬に変更。 新規施策。

告知が不十分。

入学金手続き期限毎に未納者数分の繰よ合
格を実施し、合格者数をコントロールできた。

入学者の確保。

16 I追加募集のしくみ構築。

17 I緯り上げ合格制度を導入し、適正な入学者数の確保を図る。

入試 18 I社会人入詰（総合人関学部、短期大学）に特典を設定し、入学者増を図る。 i告知が不十分。

19 I本学入試業務をミスなく円滑に遂行する。 大きな問題なく遂行できた。

大きな問題なく遂行できた。

担的意識を持って参加できた。

20 !AO入試におりる登録（＜：至るまでの学科との連携、面談（大学は相談）者tの連絡を円滑に遂行する．
教職員への周知、公正

な判断、適切な業務管 I21 Iセンター試験関連協議会（4回／年）への参加。
理。

Iセンター試験監督者・室外遥絡貝打ち合わせ会jを開催し．業務内容、変更注意点の理解を深める． l長時間になってしまった。

試験の準備と詰験当日の管理・運営をミスなく円滑に遂行する。 i全教職員の協力を得て円滑に遂行できた。

学部等
連携

24 I総合人間学部と連携し‘入学者を増やす。学科別施策の企画、対 E

策実施。

効果的な対策が打てていない。

25 I金物栄養学科と連携し、入学者を増やす。 効果的な対策が打てていない。

4 3 1検討中。
本字面肩額J平璽面iこ ｛ 

おける優遇制度の周 I 26 I女子晶と連携（保護者会、進学説明会、みさお祭、 OS）し、入学に繋げる。 l通常の域を脱していない。

アンケート “ 

集計 1：：＝：；課題抽出‘

箇分析 I 
新規発想 i情報収集、企画三有言語

！固取り組み1遂行。

27 Iアンケート（OC、入学者）を集計し‘分析する。 対策の落とし込みが不十分。

業者選定の指標にはなっているが、学科見｜！の
対策の指標にはなっていない。

28 I資料請求者について分析する。

29 I業者主催のセミナー等へ参加する。 ！不十分である。

4 2 11枝（岡山外語学院）増えた。

4 4 1対前年：141%

3 2 1検討中。

1/24一般試験I期から開始

3 2 1検討中。

5 1特別推薦、一般推薦I期終了。

4 l定盤的な評価を導入した。

5 1全てに参加した。

12月実施。

5 

5 

4 

5 1/17・18

3 3 1実際に授業見学ができる場が必要。

3 5 IOCの満足度が向上した。

4 3 1行動計画は横討中。

3 3 1通常の域を脱していない。

2 1不足している。

＊年度別居標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは5に達していると判断される場合もありうるし、逆！こ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設
定ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



教育 I 

目的

看護

生活心理

「愛と奉仕」の精神を基 1言語文化
盤とし、多報性を尊重し、
グローバル化を踏まえた
教育を行い、健鹿で文化
的な生活や、共生・グ
ローパル化社会の実現
に貫献できる人材の育

成。

食物栄養

幼児教育

図

行動閤標

キャリアサ I(5）キャリアサポートI34 I各学科とも就職率（95-100弘）の維持・アップを図る。 i目標値は達成している I 95見 l現状をさらに上昇させる
iの充実により学生の

ポートと就職ii就活力、就業カを向
支擢 I 

罰 上。 i 35 I保護者懇談会・病院説明会等を開催する。 i開催されているが内容が不十分だったi 3 1さらに内容を充実させる

34 I各学科とも就職率（95-100引の維持・アップを図る。 l自壊値は達成している 95お l現状をさらに上昇させる

キャリアサ 1(8）キャリアサポート 談会・就職懇談会届企業研究会等を開催する。i開確されているが内容が不十分だったi 3 iさらに内容を充実させる

ポートと就職仕就職支援の見直
支接 iレ強化

開催されているが内容が不十分だったi 3 1さらに内容を充実させる

ヤリアセンターの適正な人員配盤・体制整備を行う。 i適正に配置・整障がなされていない 3 iさらに適正に配霞・整備を行う

34 I各学科とも就職率（95-100%）の維持，アップを図る。 1日韓値は達成している 昇させる

キャリアサ ICB）キャリアサポート• 35 I保護者懇談会・就職懇談会，企業研究会等を開催する。i開催されているが内容が不十分だった 3 lさらに内容を充実させる

ポートと就職 1と就職支擢の見直
支接 iレ強化

36 I各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 、るが内容が不十分だった 3 1さらに内容を充実させる

37 Iキャリアセンターの適正な人員配璽・体制整備を行う。 i適正に配璽・整備がなされていない 3 1さらに適正に配置・整備を行う

就職率100誌を目指す。

キャリアサ !(8）キャリアサポート I35 I保護者懇談会・就職懇談会・企業研究会等を開催する。i開催されているが内容が不十分だった 3 1さらに内容を充実させる

ポートと就職位就職支援の見直
支援 iし・強化

36 I各種のキャリアサポート陶就職支援を実行する。 開寵されているが内容が不十分だった 3 1さらに内容を充実させる

キャリアセンターが充実しており、学科と連絡・機能している。

33 I就職率（100見）の維持を図る 日曜値は達成している 5 i現状をさらに上昇させる

キャリアサ l<a）キャリアサポート I 34 I保謹者懇談会箇就職懇談会等を開催する。 開催されていて、効果を上げている I 5 iさらに内容を充実させる

ポートと就職 jと就職支援の見直
支援 lし・強化

35 I各種のキャリアサポート・就職支援を実行する。 開催されているが、学生が消極的だっtt 3 1さらに学生を指導する

⑨ l学科に霞接来る就職情報を活用する。 ある程度は活用されている

備考

100見l来定 従前どおりである 職率

4 従前どおりである

100潟 i宋定 従前どおりである 就職率

3 従前どおりである

従前どおりである

＠おりである

100弘i来定 従前どおりである

4 3 従前どおりである

4 3 従前どおりである

4 従前どおりである

従前どおりである

4 3 従前どおりである

4 3 従前どおりである

4 従前どおりである

未定 従前どおりである 就職率

従前どおりである

3 従前どおりである

4 3 従前どおりである

＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは51こ遣していると判断される場合もありうるし、避に1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な
数値で呂標の設定ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、 4；良い、3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



、 項目 達成目標

資料の充 学生が溺足する露喜怒

翼 檎成ができている

学生の主体的な
リテラシー

学習活動を支援 教背の充
利用教育が充突して

教育 するために必要
いる

翼
（学 な学術a情報およ

習支 び学習環境を整

援） 備し 、 学 術 情 報
利用促進

学生の奥味を引く企

リ子ラシー教官 函を立てている

を充実させる。

環境整備
学生が満足できる琢
境である

資料の充 必要な学術矯報が

研究 必要な学術構報 実 収築できている

を収集、整理、（研
究支

保存するととも

援）
に、教員の研究

活動を支援する 研究活動

の発信
研究成果の発信

社会 地域住民

開かれた大学図 の受け入
学外者の学習を支媛

活動 する

(i也 害警館として、地 れ

域 住 民 の 生 涯 学
域寅

習を支援する 情報の発

献） 信
情報を発信する

26年度路事 評

No 行動目標 ． ー前年度の評価 評価値 今年度の課題 目採鐙 遼成鐙 達成値に対する評価

1 カリキュラムと直結した資料を整鱗する 不足している領域がある 4 必要な資料を整鱗する 5 4 一部の領域で不十分である

2 学生の希望資料を隣人する
魅惑としてる、さわしくないもの以外は、全て鰯

5 更に学生からの希望を築める 5 4 学生の希望が少なかった
入

3 シラパス掲毅資料をE詩人する 全て鶴入している 5 現状を維持する 5 5 全て購入し、 gJJ霞している

4 データベース等の電子コンテンツを整備する 予算との関係があり、十分とは言えない 3 必要度！こ応じ、購入・中止を行う 4 4 予算内でやりくりをしている

5 貸出冊数、入館者等が増加している どちらも増加している 5 よりー磨利用されるよう‘利用を促す 5 

6 オリエンテーションを行っている 実施している 3 内容を深める 4 3 例年通りである

7 文麟ガイダンスを行っている 実施しているが、朱参加のゼミもある 3 内容を深める 4 3 例年遜りである

被写の件数lま埼加しているが、完全には使いa 文獄後写・相互貸借毒事の利用促進を図る
こなせていない

3 きめ細かい指導を図る 4 3 例年通りである

自 ブックハンティング等を針菌し、学生選書撃を行う 実施しているが、参加者が滋少気味である 3 参加を短す 4 4 戸掛けを頻繁に行い、撃参加増となった

10 テーマに沿った展示を行い、学生の奥昧を呼び起こす 呂敷が少なく、不十分である 3 より細かく実施する 4 4 回数を増やし、奥申告を引く展示を行った

11 銃密感想文コンテスト等を実施し、学生の説欝推進を図る 実施しているが、参加者が減少気味である 3 多加を促す 4 4 捜索での協力を得て参加者が増えた

12 学生が利用しやすいよう、開館時間の延長、土曜日開館の実施を行う 実施している 4 現状を縫持する 4 4 例年通りである

13 共同学習のためのスペース（ラーニング・コモンズ）を設置する 来訟霞 検討したい 2 検討中

14 第二番康を学生が自由にはいれるスペースにするため、修理を行う 未修理 修理を行う 朱実施

15 
ブックディテクションシステム等の導入により、学生が入りやすいま貿犠を

未設霞 検討したい 未検討
作る

16 
空調設備の完備や飲食可能スペース毒事を整備し‘滞在しやすい空間を

来段置、空調は一部未設置 2 検討したい 2 2 昨年遊りである
生み出す

17 データベース等の議子コンテンツを聾繍する 予算との関係があり、十分とは言えない 3 必要な資料を蹴する 3 3 例年返りである

18 リンク重量等の維持管理を行う 不十分である 2 乙まめな対応をする 3 4 更新を行っている

19 デ一角タベース縞習会を開催する 来実Mi 実施する 2 時間が取れなかった

20 文献綴写・相互貸借により本学に無い資料を入手する 実施している 5 現状を維持する 5 5 希望のものは入手した

21 Ci Nii仁研究成果を最録する 実飽している 5 現状を維持する 5 5 例年遜りである

22 図書事館HPから研究成果へのリンクを管理する 実施している 5 現状を維持する 5 5 例年返りである

23 機関リポジトリを立ち上げる 未設置 検討したい 1 朱突施

24 HP毒事で学外利用者の利用について紹介する 実施してる 4 現状雄持する 4 4 例年通りである

25 学外者に資料の焚出を行う 条件付きで行っている 3 条件付きで行う 3 3 例年通りである

26 向山県横断検察に参加し、一般市民が利用しやすい環境を作る 予定は無い 検討したい 朱検討

27 ホームページ空整備・充実さぜる 不十分である 3 肉容を充実させる 4 4 進行中である

28 本学関係資料を整理し、公表する 不十分である 2 検討したい 3 2 例年返りである

＊年度別目様値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは51こ達していると判断される場合もありうるし、逆｛こ1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の
設定ができる場合には、それを薮示する。（参考 5；とても良い、4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



l区分 目的 項目

学長室

情報発偏

適 切 な 業

務管理

大学阻短期大学 教職員の

資質向上
大学 運堂のガパナン

ス向上とPDCA
運営 サ イ ク ル の定着

を図る

人事シス

テム

健康管理

自 己 評 価

将来構想

平成26年度園事業実施評価表（大学運曽）

達成目標 No 行動自標
自IJ車産あ詐面否寄宿置 今年度の課題と目標値 中間の達成値と評価

来年度の課題
前年度の評価 評価値 今年度の課題 目標値 達成値 達成値に対する評価

”問＋コ

迅d 速......＝かつv，有設機震的になよガり 1 事務局フインと教学ラインの統括を進める 合同会議での連絡調整を図っている 4 更に推進する 5 4 更に推進している

パナンスの確立

学長室と各部門との
連携

プロジェクトLよる情
報発信の強化

公正な判断のもとに
適切な業務管理を行
つ

教職員の資質向上
に努めるとともに、適
正な業務執行体制を
確立する

新たな人事システム
を構築する

心身ともに健康な教
職員

適切な自己評価の
実施

大学”短期大学将来
構想の策定

2 委員会情報の収集・的確な把握に努める 全教職員への浸透が不＋分 2 全教職員の意識形成に努める 3 2 新体制への移行を検討中

3 各種企画・計画・プロジヱクトの推進・統括を図る 合調会議での連絡調整を図っている 4 更に推進する 5 4 更に推進している

4 各学部・学科のPDCAサイクルの確立を図る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 2 更に推進している

5 事務局各部門のPDCAサイクルの確立を図る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 2 更に推進している

6 学長室と各部門との連携推進を強化する 合同会議での連絡調整を図っている 3 組織形成に努める 4 3 組織形成に努めている

7 競争的外部資金獲得を進める 不十分である 更に推進する 2 更に推進している

8 企画・広報プロジェクトの設置を図る 組織的取り組みにかけている 2 組織育長成に努める 3 2 組織形成に努めている

9 大学・短大の特色・実績・知名度向上等の情報発信を強化する 必要な情報発信に努めている 3 H Pを通じ必要な情報を積極的に発信 4 3 大学ホ．→レートを準備中

10 施設整備・補充等の適正な推進に努める 計画策定が不十分 2 計画策定を進める 3 2 計画策定を進める

11 省エネ対策を推進し経費の節減に努める 学内全体への周知は不足している 2 目標値を検討する 3 2 目標値を検討する

12 教職員のスケジュール管理を推進する 不十分である 2 システム整備に努める 3 2 システム整備に努める

13 各種議事録の作成に努める 全教職員への浸透が不十分 2 会教職員への浸透を図る 3 2 全教職員への浸透を図る

14 H Pを通じ必要な情報発信に努める 更新回数の増の検討が必要 3 更新回数の増加について検討する 4 3 大学ホ。ートレートを準備中

15 事務職員の人材育成計画の作成を進める いまだ計画策定に至っていない 2 計画策定を急ぐ 3 2 計薗策定を急ぐ

16 事務職員のマナー向上に努める 具体的な取り紐みが不足している 2 マナー向上の取り組みを進める 3 2 マナー向上の取り紐みを進める

17 FD/SDを充実し教職員の資質向上に努める FD/SDの実施に努めた 3 FD/SDのテーマを検討し資質向上に努める 4 3 FD/SDの子ーマを検討し資質向上に努める

18 各穫職員研修会への参加とFD/SD・全教職員合同会議への報告を促進する 研修会等への参加を進め発表の湯を~けている 3 更に推進する 4 3 更に推進する

FD/SD・全教職員合同会議の定期的開催し、教職員の力量形成・
19 

能力の向上を図る 毎月定例開催を進めている 3 定期的開催を継続する 4 4 定期的開催を継続ている

20 漉切な機器の整備、情報システムの安全管理に努める 全教職員の協力のもとでの推進が必要 3 全教職員の協力を得て吏に推進する 4 3 全教職員の協力を得て更に推進する

21 人事委員会規程を基に全学的・一元的な人事システムの構築を進める 整備中である 2 システムの構築をすすめる 3 2 システムの構築をすすめる

22 健康管理・健康増進＝防犯・肪災・安全確保の推進 組織的取組みが必喜喜 3 健康安全推進機構での取組みを進める 4 3 健康安全推進機構での取組みを進める

23 事故防止を推進する 訓練や学内での講習が不足 2 学内講習等の取り組みを進める 3 2 学肉講習等の取り組みを進める

24 学内禁煙推進の強化を翻る 組織的取組みが必要 2 全職員参加での取り組みを進める 3 3 全職員多加での取り組みを進めている

25 メンタルヘルスの推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 2 健康安全推進機織での取組みを進める

26 安全安心・危機管理の推進に努める 組織的取組みが必要 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 2 健康安全推進機梼での取組みを進める

27 教職員個々に自身の長所短所の認識を促し飛躍の契機とする 全教員への浸透が不十分 2 全教員へ認識をうながす 3 2 全教員へ認識をうながす

28 個人評価の有効活用と組織全体の能力向上に役立てる 有効活用が図られていない 2 有効活用が国られるよう努める 3 2 POCA活動等への活用に向けて鵠整中

29 公正な評価を行い人事等への適正な反映を図るよう検討をする 人事等への反映が進められていない 2 人事等への反映の検討を進める 3 2 人事等への反映の検討を進める

30 よりよい評価方法を常に検討する 常に検討が加えられている 3 毘直しを継続する 4 3 見重しを継続する

31 総合人問、短大食物栄養の学生充足率向上策の検討を進める 不十分である 具体的な検討を進める 2 具体的な検討を進める

32 大学・短大将来構想についてプロジヱク卜での検討を進める 具体的な検討が不足している 3 プロジェクトでの検討を進める 3 3 プロジヱクトで、の検討を進める

33 ワーキンググループを立ち上げ、具体的作業を進める 具体的な作業が不足している 2 具体的作業を進める 3 2 具体的作業を進める

＊年度別目標値については、学部学科の現状を分析し独自に設定する。例えば、すでに4あるいは5（こ達していると判断される場合もありうるし、逆｜二1や2あるいは3と評価される場合もある。また、具体的な数値で目標の設

定ができる場合には、それを表示する。（参考 5；とても良い、 4；良い、 3・ふつう、 2；やや不足、 1；不足）





露分

当
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教青

/Ill 活心

関的 来年穫の課題行動自 備考
前年度の静錨 欝箇盤 今年肢の課題 選成髄に対する評箇

(1）アドミッションポリ こよる盤正解簡を行う。 十分に行われている 5 綾持する 5 

シーの充良化 で鐙切な学カ薮を行い、入学者を確保する。 AOによる入学者が不足している 00覧 高校訪問で丁寧に説明する 10覧 AOの入学者皐

2 閣の撞学の理意と鹿史を学ぶ。 スタンダード科目での巌闘 4 現状を緯持する 4 

一3 盤底や文化への鮪値観を蕗める。 スタンダード科冒の究興が必要 3 『人間学』で具体的に抗関する 4 

(2）数誌教育の究畏
4 事士会活動包地鍛霞融への儲髄観を臨める。化 平弁ラ一二シグなどを畏施している 4 現状を維持する 4 

5 学園への蕗毘露鶴を高める。 定時放送で学園離を最避させている 3 学園祭などの参加を欝う 4 

6 山繭スタンダード・教護教育の充実化を圏る。 十分に行われている 5 現状を羅持する 5 

7 シラパスを究撰する。 髄修者轍報が不足している 3 履修者の成額分布襲記など工夫すJ 4 

突する。 不足している額壊がある 3 科目担当者闘で験討する 4 

9 成監喜平額を麟轄にする。 十分に行われている 5 i現状を韓持する 5 

(3）学士カの向上の 10 際題探求型・問題解決型学習を鞍題的に器入する。 十分に行われている 5 窮状を錐持する 5 

ため、各学部・学科
11 体験受講霊観教宵を強化する． 不足している 00闇 回数を増やす 主回／ 支競教育回数／年間

のディプロマポリシー
のさらなる繋貿化。 12 社会事伎、社会活動などで地総にJ;L蹴する。 会教員に最重量していない 00回 学科全体で取り絡む 2回／ 社金活動等の回数／年間

格特待生制鹿島英唐纏能入学者増計画を事入する。 告知・3霊伝が不十分 00覧 大学諜肉を活用し：宣伝に努める 5% 特待生等の入学者に占める割合

教育目標
薩科教背教麟罷寝教育を良雄し、監修者を増やす。 初年度で指縛が不十分 1名 家庭科教職の鯨カを伝える 3名 家庭科教育教麟監修者数

と方策
4島 生活科学・心理学の2コース闘を翼施する。 2年産自で議選し輸めた 3 コース制の寧昧を1年生に説明する 4 

13 センターの充喪と剥用者の刺便性をさらに向上させるe 学生への農盤が不十分 2 さらに学生に説明し理解を罷める 3 

14 学習支嬢センター、アドバイザー制度などを活用する． 学生への躍盤が不十分 2 さらに学生に観明し理解を諜める 3 

「盤と奉仕」の繕
μ）学習支擾の強化。

15 初年次教育、GWなど総合的な克盤システムを構築する。 斡合的なシステム檎畿に震っていない 2 科居間の遮畿を深める 3 

神を基盤とし、多
16 教務・学生・キャリアなどのプロジェクトで支t震を進める。 各部門の謹欝が不十分 2 官官門聞の謹畿を生かした支揮を行う 3 

犠牲を尊重し、

グ口一パル化を
17 コミュニケーシヨン能力やマナーの向上を圏る。 説話へ向lすた鱗塵への参加動盤が不買 2. 欝鹿への参加を促す 3 

踏まえた教 曹を (5）キャリアサポート 18 社会人基礎カの強化を困る． 教科以外の犠会が不足 2 学外の鶴鹿などの情報を伝える 3 

行い、健藤で文
の充実により学生の

や愈祢l*:r酔阻特－アHラfインリオ鴨等キ神ャプリロアゲ宜ラ橿ムシ店ス充テ実ム相の活晶用．を固る
全学生に罷鐘しきっていない 87国 さらに学生に臨明し理解を諜める 1叩固 システム事j用者数就活力、就裳カを肉

化的な生活や、 上。 学生への盤盤が不十分 00名 さらに学生に臨闘し理解を課める S名 プログラム種参加者数

共生箇グ口一パ 部 4ビジネス検定書撃のE醸外プログラムの充農を閣る． 学生への濃置が不十分 00名 さらに学生に説明し翠解を諜める S名 プログラム参加者数
Jレ化 社金 の実現

に貢献できる人
19 教務・学生Eキャリアなどのプロジェクトを鶴鶴化する。 学生支接麟鱗の機能向上 2 機構の機能を高める 4 

材の育成。 20 盤E緊密金擁護機構の下で健闘・安全・安心を推進する。 健E襲安全推進鶴構の盤整能向上 2 鶴檎の機能を高める 4 

21 ユニパーサルデザイン・バリアフリーの推進に努める． 不十分な節分がある 2 問題個所を特定し改替する 3 
(6）学生支掻の強化

22 留学推進、外国人留学生来撮方擁を検討する． 留学を推進する 2 留学についての髄報を握供する 3 

23 中温者・除籍者の年次回擦健を3.5領以下に設定する。 自醸艇は議成している 2.30弧 接諜肉容の魅カを高める 1.00品 中患者・除覇者摩

24 学生飽髄・官官活動毒事の活性化を支掻・指噂する。 十分に行われている 5 窮状を鐘持する 5 

25 各学科ごとのアクシヨンプランを議案に奥施する． 異体的な倹討が不足していた 2 コース制、教職鶴程等の寝解を深め 4 

26 ホームページを改定する。 教員館介檎が更新されていない 00回 会教員が年2困lま更新する 2固／年 教員翻介等の璃の真新回数

27 学科として、大学の知名度向上を圏る手だてを工夫する HP璽新回数が少ない 00固 ホットニュースなどを臨時更新をする 2国／月 HPのホットニュースの更新回数

28 oc参加者、提験者、入学者、露料麟求扶混を分析するe不十分な節分がある 2 入館広報郵との謹畿を諜める 4 

学とλ生霊募式車集 強し（7と化）学入生輯露広築報斡の見路麗の 29 議軟で迅躍なTPOを踏まえた入観戦鰭のE針むを圏る＠ 不十分な部分がある 2 入館広報部との趨携を諜める 4 

報議員路 30 学生舎加盟のocをE舞踊する． 学生が移加し！勧擦をあげている 4 現状をさらに強化する 5 

31 必要な入鼠闘躍の毘障しを行う． 関謹輸鞠に蕗づく見直しが必要 3 酷の小盤文などの再検討 4 

32 正躍なλ学者予翻の塁審に趨正なλ学者健保を行う． 提験者が十分に躍観されていなし、 58% 艶麟脅を増やし定員充足皐S翻とす 回覧 定員先足率

! 場描割担l韓絵臥醐会軍科省人部描軍・シ観とニ抵胤念ア瞬－世a広代臨間報の智が斗λ盟醐酬学会へ・し企ののλ象僻積醐研極究・曲7暗会P地輯時等を実酎図開施晶催する．する．る． 醐積極府的な軍事聾国広報吐不足 ''., 

。笥 教員の地織活動等でPRを行う 5% 社会人入学者事

2 入鴎広報齢との童話畿を罷める 4 

田鶴髄は謹講じている ; 自5% 現状をさらに上野させる 1似路 蔵麟E葬

キャリア
と（8艶）キ韓ャ宝リ笹アのサ見ポ直ート 。闘催されているが肉容が不十妓古った 3 さらに肉容を充露させる 4 

サ単一トと

就職支接 L砲撃題化 jおj鰻~均キーい鱗題点告すι：－~龍寺五五ゆ白釘七時紘一たj 3 

~·ケ竺？？？詩型認や関学慢性！戸開竺・学卒吟問主盟Lよム
さらに肉容を充廃させる 4 

さらに題正に龍置・盤俸を行ラ 4 

象年麓3事j襲警雲鐘については‘学費襲撃科の親扶を分析し鶴自に盤定する。欝jえIi、すでに4あるいは51こ遺していると判断される場合もありうるし、盤！こ1や2あるいは3と評価宰れる場合もある。また、具体的な数値で目標

，ぬ設建掲霊塔妻子る議金1；.鉱Lそれ費議錯する；；l験響.：：，5.;l:τ善説i鹿島向、・.ifrj量供、3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



区分 目的 現居 連成闇
••• 4昌弘品r. 

( 1）研究の意義の
確認

研説体制

の構築

(2）研究体制の謹
備・活用

地域における

良質で有意な
人材の青成に (3）研罰能力の向

努め、大学置矩 上

大に求められ

研究
ている社会的

研窟能力
要請（地域へ

の貫献等）に の向上と

対応し、大学箇 研認の活

性化
短大の社会的

存在意義を高
(4）研毘活動の活

めること。 性化

研毘成果 (5）研史成果の地
の社会へ 域社会への還元お

の還元 よび発信

26 図 評 領域）； 平 して

1」一前旦言芋主度星のZ評！！！，＿価と－評J価Z値里~ 震の課題ま盟議櫨 蒋麟覇竃濡福
制。 行動目標 来年度の課題 備考

今年度の課題 自撰値 達成僅 選成値に対する評価

研捷活動が教官・社会活動・地域寅醸の基盤となり、本学の FD/SDなどを通じて十分に礎
1 社金的存在意畿を高める童要な要索であることが、確認され 寵されているとまでは雷えな 2 萌費への取り組みを促進する 3 

ている。 Lも。

2 教員の研究活動は、学科a専攻課謹等の特性や方針に基づ
十分に行怠われている 4 窮状を維持する 4 

いている（又は、連動している）。

3 教員が、研費を行う教員霊、研説室等が整備され、克畏して
十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 いる。

4 研毘に必憂な資料（論文、文献）の取り寄せや閲覧が行なえ
十分に行なわれている 4 窮状を維持する 4 

る環境が整備され、活用されている。

教員が、研虫、萌修等（学金参加を曾む）を行う犠舎が確保さ 学科や韻織によっては十分で w保tが抗措出裏来書にる穣R境援づなく時り間をω進健め5 2 3 
れている。 はないところがある

1・τl＼ど

色 教員が研党成果を発表する機金（学内研尻紀要の発行等）
十分に行怠われている 4 現状を維持する 4 

が確保され‘活用されている。

7 教員が、研掠金や研修等に、定期的に（年1回以上）撃参加して 学科や領域によっては十分で
2 

保削2が1'詰出来翻るに環徒会境費づ拡く時り聞をの進艦め
3 いる。 はないところがある IT'I百ど

8 教員に、個人醗提賓が適切に支給され、適切に活用されてい
十分に行なわれている 現状を維持する 4 る。 4 

教員が、研究活動の成果（著盤、論文発表、学金活動、国際
9 金書露出席等、その他）を、年次毎に大学・短大に報告し、個人 十分に行なわれている 4 現状を維持する 4 

評僻されている。

教員個々人の研究活動の状況が外部に公開され、定期的に
十分に公開されているとは蓄10 更新されている（大学の知的シーズが外部に公表され、定期 2 基準を決めて公闘を促す 3 

的に更新されている）。 えない

11 地域社金（行政を曾む）から、餐託研銃等の研史へのニーズ
十分とは蓄えない 2 

地域社会とのつながりを構築
3 

を畏ける窓口や仕組みが備わっている。 していく

12 学内外で、分野犠断型の共同研史等が行なわれている。 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 

13 地織社金との聞で、香託研費や共同研現等の取組みが行な
十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 

われている。

14 競争的外部資金の獲得への取組みが行なわれている。 十分とは蓄えない 2 取組みを進めていく 3 

大学・短大の知的シーズが、地織の課題解決に活用されてい
15 る（小中高等学校等の教曹支媛、社会人の研修や生涯教宵 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 

への支撮、自治体審議金等への護員涼道、など）。

各種学会の役員や学衛大舎の座長、学術雑誌の査読や鰯
16 築員など、知的シーズをもとにした、学会活動・社金的活動が 十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 

行なわれている。

17 公開講陸等が、定期的に実施されている（研究成果の発表を
十分とは蓄えない 2 取組みを進めていく 3 

含む）。

18 マスコミなどを通じて、研箆成果が地域社舎に発信されてい
十分とは言えない 2 取組みを進めていく 3 

る。

本年度別自藤｛直については3を轟準とするが、学部学科の現状に応じて設定する。例えば、すでに4あるいは5に遣していると判断される場合もありうるので、その場合はそれを基準値とすることになる。また、具体的な数値（件数、人数、%など）で目犠
の設定がで寄る寝合には、それを表示する。
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平成26(2014）年度の

区 凡例：色背最
平成25(2013）年度の評価と評価値 平成26(2014）年度の静舗と評価値 評髄と評髄｛龍

平成

目的 項目 達成目標 学学部科 金 27(2015) 
分 No 

き宇 項窟lま08.20追 行動自鶴

! !J工夫を続け今る年．齢課題

年度の 備考
国笹際 達成達成櫨に対する

前年度の評価 値 評価 課題

Z置鞘 金宣告関欝産量的企菌安本毒金融塁審盤を藩かしたものにし、全学協力鍵躍する。 本学の特性を藷かした。 41 
(1）公開欝躍を実施する。 2 金公開講座を、地域社金缶行散と連接して襲施する。（ボラン予イア支鰻a社金サービスセンヲーを中』む！こ） 連慌を計ったが不十分 2工夫・努力を鱗ける。 4 

3 金公開欝醸の事組審数を一定数確保する。（ポ支撞・社センヲーを中心に） 社金人事翻暑が少なかった。 2工夫・努力を鱗ける。 3 

生産学習への封臨
護審砲事場 盤襲撃生鶴盤に基づ〈桂金人学生の童委λ豊おこ怠う。 畏λ人数都議歩鏡味。 2欝先華鏡iする。 3 

2 I艶回開 蕗齢者の学Vi撃しを東穣する。 事委λ瞬時蕗雷盤騒が不十分 3襲撃議議覇審議員蕃する4 4 

活動の 大学等施設の開放 金大学等施設の計画的開放をおこ怠うパ総務謀、ポ支鐘・杜センターも学肉各施設） 図書館を一般公開している。 4韓鱗して襲施する。 4 
健続発 (2）学部持ち囲りの市民公開議 童基・斡 金量関欝護憲金（／）企菌を学費事e観大曲鱒性査活かしたものにし協力翼鶴
展 演会を実施する。（担当学毒事・学 主 蕗・輯 学毒事・短大：公開i護審議金華、穐犠牲金ァ行震設I::量筆書撃して翼躍する＠

科） 3 毒事 l軒 学護事・髄大：公開欝麗金の警警t語審議室畳一定数襲撃保する＠
豊富a軒 撃譲の企簡を学童夢＠短大（／）特監査活かしたものにし協力襲臆する。

(3）推｛S進anす卵る子。育て愛ねっとj事業 2 毒事・輯 喜審議費、檎犠牲金a持基棄と遺構して襲襲撃する－fj'

「愛と を （看護a短大）

調：
要審議の番組者数豊一定警告書撃事襲するι

奉仕』
檎壊における教商翼鐘Xfま子曹て葉畿の鍵盤｛上罷1-4も議豊する）の具現

化であ 大学コン コンソーシアム査本学の韓請蝿審E教育方法の克襲l己活用する。 VOD欝審議let監修されている。 3 TV禽襲撃シ;it..宇ム蜜活用罷重量 4 
るポラ ソーシア (4）「大学コンソーシアム闘UIJの

2 豊富鞘金 コンソーシアムを本学的学生0社金露験停ボランティア活性化に活用する。 子ども大学、ヱコナイト望書踊 3露署北ボランティア番館 議
ンティ ムの活 麓鐘的活用を留る。

ア活動 用 3 蓄量科金 コンソーシアムを本学曲学生砂離職謡撃事iこ濡隠する． イン~ーシャツプi手話賠 3議室鶴工議して興麟するa 4 
を学閥 全 教育機関への言講師涼選結果を襲態招援を大学がおこなう。（教職員・学生の理解を） 把握をおこなった。 3大学の嫡報収集体事i整備 4 
外で紐

(6）地域の教育犠関等へ議簡を 2 全 教育機関への講師涼還の重要性を啓発する。（FDで） FDで啓発活動実施 3継続して実施する。 4 
織的に
推進す

滅遣する。 3 豊富岡鞘 全 教背鰭髄からの諜遣を麟揮する。｛λ誤IK報部出醸襲撃PR毒事） λ霊童話E事護憲露出藤観葉PR襲鰭 ・3 鍵鶴して翼童撃する． 3 

る。とと 講師・蚤
4 豊富・鞘 金 重量背番議関への言諸島審議案撞母体散を増やすー 向上 3開よー 3 

員の源もに社
遣 全 行政機関から受けた委員派遣結果の実態担握を大学としておこなう。（教麟員・学生の理解を） 把握をおこなった。 3大学の情報収集体制整備 4 

会活動
紅

ー地域 (7）行政犠関へ委員を探遣する。
2 金 行政機関への委員派遣依頼を断らないよう学肉啓発する。（FDで） FDで啓発活動実施 3啓艶活動の継続 4 

会
貢露誌の 豊富・軒 金 金学：行致事畿圏との鰻髄｛コン11夕刊を欝常的に散る藍饗性を学肉啓議する。（FDで） FDで響舞活動襲蕗 3著書麓藷豊富の事豊富露 4 

震
3 

毒患
活性化 4 豊富・軒 金 金学：行政機関への聾員粛鐘の件数を増やす 欝力しすこ． 3 襲警謁を鰻fする一 3 
を圏
る。ま (8）学内外のボランティア活動の 全 ボランティア活動の実態把握を大学としておこなう。（教職員・学生の理解を） 把握をおこなった。 3大学の情報収集体制整備 4 

た地元 実態を把握し、その連携と支接 2 豊富・事 金 ボランティア活動の意議、大学への報告の盛聾牲を教襲撃員・学生に聖書籍o(FD・SD、援護） FD・SD、捜嚢で鍵龍 3襲撃鶴Lて5舞鶴する＠ 3 
畠治体 ポラン 方策を験討する。 3 善事胸軒 金 ボランチィア活動の葉盤をする。（FD.個 SD、鰻重量で） 事義的事雪量への著書加を支撞 3 4 
（関山 ティア支

市）と 援 (11｝本学学生による学内外の由 譲事也軒 金 学生の『さんfまと麟』を克揮する。 支鐘した。

2事3要継隊覇続員五LのDて学増裳強内指告積す健韓畠造共．有化

4 

cocの 主防犯組織『さんlまと隊J等を支 2 農事a鞘 金 学生サークル（豊富・関野金）母ポラン予ィ7活動を支接する。 支醸した， 4 

協定iまが
接する。

3 豊富困窮 金 学生｛髄人有事単位）園教襲撃員部ボランティア活動支鐘をする．｛韓議で、観闘で） r錨的生き方』で啓発した。 4 
結れ

教育園研 地織課題解決を目的とした研認 豊富a鞘金 地域を封重量とした学生主体の捜諜の蕗鯵北 選択科目では翼醸している0 ,_ - 定品購斡菌内ti>輯韮を勢力 3 
次第、
26年度 究 （共同研涜）の実龍 2 毒事・鞘 金 ま寵蟻課題解訣を闘的とした換開輯翼を翼躍する。（研党支撞・共闘研究擢濯機構とも連携） 単勢研究はあるかもしれない。 霊共関輔提弛A欝書する。 3 
のcoc

｛るkげ9社｝．る平会た井め活地の動区駿・か地略ら域を市貢立、献て展の、、実輸全践を国広す,.... 
豊富a輯 金 『平井檎区から金臨へ』の騒麟を立てる．｛関山市との穣盤櫨祉・危機管理画の提携等） cocを盤崩する貌態Iこ静重量 4盤臨して襲鑑する。 4 

1こ蕗募
2 遣事・調 金 『平井地区から金盟へjの職種告を襲躍に轄す． 市と連欝（ESD）~ COCi襲撃 4帯とE霊知盛・数百首で公開襲警監 4 岡山地区開鏡衛生協麟会から雪量彰

する。

(5）地織との協働連携事5撃を撞 全 地域との協働連携事業（金学、学科、研究室、チーム）の実態把握を大学として実施。 把握をおこなった。 3大学の情報眠薬体制整備 4 
進する。 2 豊富陶輯 金 韓議議との櫨髄謹構事撃を撞進するa ' 学鶴事轄単位では襲麟 空襲盤事露韓・費生奇襲管理睡で活鶴 3 ． 

会.

地域、行
｛防に10そ災｝地の副様人錬｛材平に育つ井成い学て仁区協当、市働た、県）の

金 防災訓練について地域〈平井学区、市、県）と協働する。（平棄の準備も倉めて） ' 中央署・消防・学区の訓練に著書画 4町内金翻鯨に参画 4 

屋支犠関と すると共 2 豊富a鞠 金 鶴筑豊関襲撃についてλ謁欝麟に聾たる。（学生サークル寅盤、FDSD、鯨自習生審方等） 学生サークルが輪銀麟鱗撃参観 .3 重翠鱗して鍵議撃す苦言。 ー4,
の連携 る。

~生1~・~グ多推ロ目進ー的プパ支ロル流ジ化プェ推ヲラ進トザ部をプ門開ロとジ設、ヱし共ウ、 金 多目的交涜プラザを開設し、運醤する。 立案段階だった。 2年度内に異施を。 4 

2 全 多目的交流プラザ！こCOC・共生・グ口一パル化推進プロジェクト部門を置く。 coc推進はおこなった。 3年度内に実施を。 4 

2年度内に襲施を。ト部門を置く。 3 金 全学的な地域連携のためのセン告ーの設置（上記の「共生Jfこ該当する） 立案段階だった。 4 

地域の課題解決に向けた鍵続的 金 大学等所窪地の都道府県又は市区町村等との包括連携協定の締結 市とcooの協議はおこなった。 4協定の繍轄を市と協議 4 
な協議 2 金 地蟻の課題解決に向けた鰹観的な協喜撃をおこなう。（岡山県・関山市等と） 市とcocの協欝はおこなった。 2 

’噌F・ “且」,L.A.

ム~7J'.. ..，..回1'"1nの罵状に応じし ’一....・－、すでに4あるいは5（こ遷していgと判断され，.，，－四回 u芯，つるので、その摺合はそれを基準僅とすることになる。また、－ --W ・凧脳、 一入額、%など）＼，；国・叩 仰がでiゐ塙合！こ1：、て，ι棋小官。。何日 ::1'11草書
岬..,.. 

宅金学共通の項目はぐ’金”の項目とする。 各学科融自の噴目！ま”部・科”の項目とする。
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2014.08.06版『 Ill 軍邑署員

学生。教職員個人レベルで実施

教員が行政機関の

委員を受ける。

東日本ボランティアパス学生参加

教員が教育機

寸
」
寸
J

地域社会＠地域の教

育機関＠自治体との

調整が必要な割合

が高い。

(7）行政機関へ委員を

派遣する。

(6）地域の教育機関等へ

講師を派遣する。

関等へ学外出
学生サ｝クノレ＠研究室レベルで実施学生ボランティア活動を学生部に報告

研究室の社会貢献活動を大学に報告

学友＠学祭＠ボランティア系サークル

本学の主体性が強

い。本学のベ｝ス

で実行出来る割合

が高い。

避難訓練に本学サークル参加

さんぱと隊を平井小へ派遣

日曜日子ども大学出展、エコナイト

参加（学友会・うらじゃ）、

学科レベルで実施＠支援

(5）地域との協働連

携事業を推進する。

平井ラーニング

i学生のボランティア活動キャリアポイントに登録

｜教職員の社会貢献活動の現状把握。活動記録の集積

(2）学部持ち回りの市民公開講

演会を実施する。
（総合人間学部の初年時教育）

(3) {Sanyo子育て愛ねっとj

事業を推進する。

ボランティア支援（大学の地域貢献を含む）

（ボランティア支援・社会サーピスセンター、各学科、学生部、総務部）

(10）地域（平井学区、岡山市、岡

山県）の防災訓練について協働

すると共にその人材育成に当た

施設の公開（総

(8）学内外のボランティア活

動の実態を把握し、その連携

と支援方策を検討する。 務部、図書館、

る。
体育館）ボランティア支援

＠社会サービスセンタ｝

！入試広報所管の出張授業

連合町内会避難物資｜／為）盟地区から阻岨、患~；
国へと社会活動＠地域貢献の翰

を広げるための戦賂を立て、実

践する。

預かり、町内会避難

訓練受け入れ
0社会貢献活動の現状把握・活動記録の集積

！岡山市へ本学から委員を紹介(4）「大学コンソ｝シアム関山J

の積纏的活用を図る。

＊教職員・学生への周知（SD・FDを通じて）

＊活動記録の大学への通知を促進

（教職員の情報収集方法の実現・

学生からはキャリアポイント）

学生寮ライトダウン、学内でゴーヤ栽培、吉備費j生カレッジ、双方向オムニバス授業参画（TV会議システム

大学＠短大レベルで実施。支援

ESD(2013) 公開講座で「認知症カフェJ(2014) 

! (12）多目的交流 1
iプラザを開設：

iし、 coc推進プ i
ロジェクト部門

と、共生 a グロ

：~パ／レ化推進プ

！を置く。

ロジェクト部門



区分 目的

' 

J ， 

大学朗短期大学

大学 運営のガパナン
ス向上とPOCA

運蛍 サイクJvの定着
を図る

kヲ本

26 図 評価

壊闇 達成富穣 No 行動自撰
粛軍麗あ評価と評価櫨 寄華麗高額覇王薗穣置

前年度の欝箇 評髄髄 今年度の鶴箆 竪控到 也に対する辞簡

学長室 草湿葺露蓋か荷つ有重官昆1官的なまEガr 1 等務局ラインと数学ラインの統括を進める 合同会障での謹錯誤墜を闘っている 4 更に推進する 5 

パナンスの擁立
2 委員会精報の収箆・的確な抱握に努める 全教麟員への濯置が不十分 2 全教職員の盤鱗形成に努める 3 

3 各罷企函・計画・プロジェクトの推進・銑錯を障る 合開会障での謹絡調盤を隠っている 4 更に推進する 5 

4 各学部・学科のPOCAサイクルの確立を図る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 

5 事務局各部門のPOCAサイクルの確立を闘る 取り組みを進めている 2 更に推進する 3 

学長室と各部門との
6 学長室と各部門との連接推進を強化する 合開会躍での連絡間墜を囲っている 3 組鱗形成に努める 4 避蕗

7 麓争的外都資金盤待を濃める 不十分である 更に推進する 2 

情報発信 プロジヱクトによる楠
8 企画・広報プロジェクトの陸置を圏る 組鰯的取り組みにかけている 2 組総務成に努める 3 報艶信の強化

9 大学・短大の特色·~達額・知名産向上等の橋報発f蓄を強化する 必宴な情報発鱈Iこ努めている 3 HPを趨じ必甚な情報を積極的に銭信 4 

適切な議 公正な判断のもとに
10 雄監整備・補完等の趨正な推進に努める 計画鰻定が不十分 2 計画策定を進める 3 

務管理 適切な義務管理を行

コ 11 省エネ封箆を擁護し経撃をの節減に努める 学肉全体への周知lま不足している 2 自棋盤を験討する 3 

12 教麟Aのスケジュール管理を推進する 不十分である 2 システム整備に努める 3 

13 各種器事館の作成に努める 全教職員への箆置が不十分 2 全教麟員への翠置を圏る 3 

14 HPを霊童じ必甚な欄報発憶に努める 車新回数の増の検討が必甚 3 更新田散の増加について検討する 4 

15 事務鴎員の人材育成計画の作成を謹める いまだ計画髄定に至っていない 2 計画簾定を急ぐ 3 

教職員の 教麟員の資質向上
16 事務麟員のマナー向上に努める 具体的な取り組みが不足している 2 マナー肉上の取り組みを進める 3 

に努め務ると執と行も体に制、遊を資賞向上
正な裳
確立する 17 FD/SDを克廃し教麟員の費関向上に欝める FD/SDの喪施に努めた 3 FD/SDの予ーマを検齢し箆質向ょに努める 4 

18 各E霊E議員E斉藤審会への長~1剖とFD/SO ・金書索隊A合開会図への認告を促返する 研修会毒事への惨加を盤め祭畿の絡を経けている 3 更に推進する 4 

FD/SD•会教聡民合開会E畿の定期的関依し‘鉄総nのカ盗貴重量t・
毎月定例闘催を進めている 定期的開催を鰹観する 4 19 

総力の向ょを関る 3 

20 霊童切な機騒の整備、橋報システムの安全管理に努める 会教職員の協力のもとでの推進が必要 3 全教職員の協力を持て更に推進する 4 

人事シス 新たな人率システム

テム を構築する 21 人E察祭民会綴径を諺！こ全学的・－7&的な人写生システムの総祭を遂める 盤備中である 2 システムの檎箆をすすめる 3 

健康管理 心身ともに盤騒な教
22 盤騎管理・盤際増進・防混・防災・安全確保の推進 組織的取組みが必要 3 盤E霊安全推進鶴檎での取組みを進める 4 職員

23 事故防止を推進する． 訓練や学肉での斡習が不足 2 学肉欝菅等の取り組みを進める 3 

24 学肉獄樫推進の強化を園る 組鱗的取組みが必要 2 金鴎員多加での取り組みを進める 3 

25 メンタJレへルスの推進に努める 組織的取組みが必要 2 盤際安全推濯機檎での敬飽みを進める 3 

26 安全安心・危機管理の推進に努める 組鱗的取組みが必喪 2 健康安全推進機構での取組みを進める 3 

自巴評価 題切な自己評価の異
27 教麟民館々に自身の長所短所の髄躍を促し罷躍の契態とする 全教員への議避が不十分 2 全教員へ盟践をうながす 3 

施

28 関人野舗の有効活用と飽斡全体の能力向上に役立てる 有効活用が圏られていない 2 有鵡活用が圏られるよう努める 3 

29 公lEな際鱈を行い人露草野への霊~lEな反絞を図るよう銭討をする 人事等への反映が盤められていない 2 人事等への底聴の検肘を進める 3 

30 よりよい野闘方法を常に犠討する 常に換尉が加えられている 3 見躍しを鍵離する 4 

大学・短期大学将来特来構想
鱗懇の3議定 31 総合人問、短大重量鞠栄懇の学生充足率向上箆の験闘を進める 不十分である 奥体的な倹討を進める 2 

32 大学腫短大特築総題についてプロジェクトでの験討を遊める 具体的な検討が不足している 3 プロジェクトでの韓討を盤める 3 

33 ワーキンググループを立ち上げ、具体的作諜を進める 具体的な作撃が不足している 2 具体的作撃を進める 3 

＊年度別自穣｛藍については、学部学科の窮状を分析し独自に設定する。例えiま、すでに4あるいは51こ達していると判断される犠合も島りうるし、逆！こ1や2あるいは3と評価される壌舎もある。また、具体的な数値で目標の設

定ができる場合には、それを表示する。（議参考 5；とても良い、4；良い、 3；ふつう、 2；やや不足、 1；不足）



第 3回（FD・SD等）全教職員合同会議

発表部門

1.生活心理学科（近藤生活心理学科長）

2.留学生センター（班留学生センター長）

日時： 平成 26年 7月 2日（水） 14:50～ 

場所：本 301号室

3. IELP英語集中特別プログラム（清水先生、江藤先生）
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区分 自的

「愛と奉仕Jの精神を基

盤とし、多様性を尊重

し、グローパル化を踏ま

教育
えた教育を行い、鍵康で

文化的な生活や、共生a

グローパル化社会の喪

現に貢献できる人材の

育成。

平成26年度 a事業実縄評髄表（教育領壊）；生活J心理学科

護自 達成自壊

(1)アドミッションポリシー
のー愚の充実化

(2）教饗教育の充実化

めブ（3‘ロ｝宇書マ土ポ宇力都リシ町・宇ー向耗の上申さのらデたなィる

翼質化。

教育自壊と方策

{4)学習支握の強化。

{5）キャリアサホベートの充

喪説に集よカりを学向生上の。就活力、

(6）学生支援の強化

学生募擦と入試
入（7試）学広生報募戦集略のの晃強置化しと

広報戦略

キャリアサポー (8）キャリアサポートと説

トと就職支援 臨支援の見直し・強化

No 行動目標
年度別自標値

次 年 震 以 降 の 課 題
23 24 25 26 27 

濁接毒事による適正評価を行弘 ー 一 3 4 5 
2 AO入獄l二£墨な需主力野価の仕組みを穏入する。 ー 一 3 
3 学園の活学の理念と麗史を学ぶ。 一 一 3 
4 健康や文化への価値観を高めるa ー ー 3 
5 社会活動’地械貢献への値健観を高める。 ー ー 3 
6 学園への帰属意髄を認める＠ ー 3 
7 山路スタンダードー教養教育の充実化を困る。 ー ー 3 
8 シラパスを突突する。 一 ー 3 

9 尊門科目を究課する。 一 3 
1() 成績割置を鍍絡にする， ー 一 3 
11 課題探求型・問露解決裂学習を積極的1こ毒事λする， 一 ー 3 

12 3費絡特待さ主制度・英語港能入学者増計麗を導入する。 ー ー 3 

13 体験交流露調教習を強化する。 ー ー 3 

14 社会奉仕、社会活動などで地繊1二寅滋する． 一 ー 3 

当事 家庭科教背教際課程績奮を妥結する， ー 司 3 

tl& 生活寺等学・心理学の2コース制を実施する． 一 ー 3 

17 充実と剥F持者の潤鐙性をさらに向上させる． ー ー 3 

18 学習支擾センター、アドバイザー斜度などを活用する。 ー ー 3 

19 初年次教宵、GW.など総合的な支援システムを構築する． ー 一 3 

20 教審・学生・キャリアなどのプロヲェクトで玄壌を盤める包 ー ー 3 

21 コミューヶ シヨン能力やマナーの向上を図る。 ー ー 3 

2.2 設会人甚礎カの強化を菌る． ー ー 3 

23 就鞠ポートフォリオ等キャリア支援ス予ムの活用を留る。 ー ー 3 

24 ホテルエアライン等錬外プログラムの充実を罷る， ー ー 3 

25 ピジネス検定等のiEi県外プログラムの充実を翻るa 『 ー 3 

26 教審・学生・キャリアなどのプロジェクトを縫格化ずるg ー ー 3 

27 健康安全綾進機構の下で儀康・安全・安心を推進する． ー ー 3 

28 斗ーパサルデザイン・パI）アフリーの援護に努める， ー ー 3 

29 留学推進、持圏人留学生支援方策を検討する． ー - 3 

30 中退者・除籍者の年次ヨ標値を'3.5%以下に詮定する包 ー ー 3 

31 学生組縄・部活動等の活性化委主接・指霊草する． 一 一 3 

32 各学科ごとのアクションプランを緯突！こ実経する司 3 

33 文学議内・ホームページを故定する。 ー 一 3 

34 大学の知名度向ょを由るe ー 一 3 

35 oc多加者、受験者‘入学者、資科講求状混を分析するa ー ・． 3 

36 霊款で迅速なTPOを路まえた入露戦略の強化を図る簡 ー ー 3 

37 学生参加型のocを実施するa 一 一 3 
38 必喪な入額制度の見直しを行う。 3 
39 正確な入学者予測の劉こ適Eな入学者砲俸を行ラ。 ー ー 3 
40 社会人・シニア世代の入学への筏極的PRを実施する。 『 ー 3 
：‘保if:総入学部と入試広報i:J＜遮携し入誤戦略を実施する， 一 目 3 
42 各学科とも裁聴率（95-fOO引の維持・アップを留る． ー 一 3 
43 保護者懇銭会・税聴懇畿会・企業研究会毒事を開催する． ー ー 3 
44 各種の与ャリアサポート・説躍支援を実行する。 ー 一 3 
45 今ャリアセンターの適更な人災毘置・体制警備を行うa 一 ー 3 

成年産別目標憶については基準催を3とするが、事費~学科の現状に応己て設定するe 倒えば、すでに4あるいは51ニ還していると判断される壌会もありうるので、
その場合はそれを基準憾とすることになるs
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留学生センターの現状と課題

斑偉（留学生センター長）

本学に留学生センターができたのは2002年 4月のとと。現在、留学生委員会と立白子し

て8人体制（教員スタッ74人と事務スタップ2人）を取っており、留学生関連の業務全

般を担当している。以下、留学生概況園業務内容・課題・取り組みについて御報告する。

一、留学生概況

①在籍者数推移：1995年 1名、 1996年2名、 1997年 3名、 1998年5名、 1999年8名、

2000年21名、 2001年67名、 2002年 121名、 2003年 167名、 2004年 204名、 2005

年225名、 2006年202名、 2007年203名、 2008年 182名、 2009年 190名、 2010年

213名、 2011年212名、 2012年 190名、 2013年 155名、 2014年 114名

②留学生の現状包014年度）：

言語文化学科92名： 1年生15名、 2年生10名、 3年 26名、 4年生31名

生活心理学科22名： 1年生5名、 2年生1名、 3年7名、 4年生9名

国籍別：中富99名、ベトナム 12名、韓菌2名、タイ 1名

男女別：男性45名、女性69名

二、業務内容

留学生募集の仕事（日本語学校訪問、留学生進学ガイダンスへの参加、受験希望者の棺

談、出額書類のチェックなど）は入試委員を兼ねている私が担当してきたが、事務部署と

して留学生センタ｝の業務は、基材告には入学後の留学生の指導・管理にかかわること。

主な業務は以下の通り。

①新入生オリエンテーション：入学書類の確認、大学生活注意事項の説明会など

②入管関連の手続き：ピサ更新、資格外活動許可書など

③留学生調書の作成：デ｝タ入力・更新、パスポート・外国人登録番のコピー・保菅など

＠住毛無証；契約書の確認 e保険加入・不動産業者との折衝など

⑤奨学金推薦：掲示・選考・通知・申請書類作成・受給手議きなど

＠国際交流：一日研修樹子の企画・引率、日本語弁論大会の出場者募集、国際交流活動

⑦生活相談、自転車の貸与、呼び出し、催促、入院・事故・事件への対応、 トラブル処理

＠期末試験時の不正行為・交通違反・不法就労・万引き・詐欺など不祥事の始末

⑨文部科学省・入国管理局への定期報告、指導計画審の提出など

三、問題と課題

①近年、中国人留学生の来日が滋減したが、代わりにベトナム人留学生が急増している。

6月 2～3日、岡山・福山市内で関かれた欝学生進学ガイダンスでは、来場者の約7割はベ

トナム入。本学のブースまで 40数名が相談にきたが、数人を除いて日本語が殆ど通じな

い。日本語学校の教員に話を開くと、漢字が読めないし、授業態度も芳しくないという。

今後、もしベトナム人留学生を大量に（例えば年に 20～30名）受け入れた場合、授業を

教えるのはもちろん、生活指導なども相当やりにくいことが予想される。

②毎年、休学 a退学者が大量に出る。 2013年度の統計を見ると、除籍5名、退学？名。

；まかに魁辰・出産などの理出で休学する者も 10人前後あったように記慢している。また、

学納金滞納、あるいは未納のまま行方不明になる人も後を絶たない。

＠最大な問題と言えば家賃濁糊と夜逃げ。本学が住宅保証人になる件数は留学生の約半護丸

もちろん、アパート契約のことで相談にきた留学生に対し、注意事項を説明し、保i動日入・

饗約書への署名を前提に、契約蓄に大学の公印を押すようにしている。にも拘らず、毎年

不届き者が数人出てくる。そういう場合、糊与した家賃はとちあえず大学が立て替えてお

いて、後で鈎換会社に請求すればいいのだが、アパートに残した家具・家電製品・ゴミの

片付け・撮出は、たu、へん労力を強いられるf様である。

④寵学生の管理lま年々難しくなっている。急に消息不明になる、電話をかけても出ない、

修得単位数が少ない理由でピザ更新に引っかかった、ピザ更新の期限を酎もた、特定活動

推薦状の発行を強要、畠らの麗修登録ミスで卒業できなくなったことの費任を大学制にな

すりつける等々、常識外れのことが多々ある。また、留学生開土の闘でも金銭の貸し信弘

不法就労の斡旋、商品の勧誘、男女関保、詐欺などトラプ、ルが設を絶たない。

回、今後の計画

いろいろ難しいこともあるが、国立大学院へ進学、地元企業へ就職、三井化学北京事務

所に勤める…・υ 卒業生たちの活躍ぶりを開くと、何だか報われた思いがする。今後、日本

語学校と交読を深め、ベトナム人留学生指導のノウハウを仕Mもることや、住宅保証をは

じめトラブルを事前に妨げる良い手立て、キャリアセンターと連携をとり、留学生への就

職支援活動を強化するなど、いろいろ考えているところ。とにかく、きめ細かい指導・細

心な注意・迅速な対応・チ｝ムワーク e関採部署との連携・上への報告.....・万全な態勢で

精進していくつもりだ。最後に、この揚を借りて、皆さん方の御理解と御協力に対し、心

より網礼を申し上げます。



（ぅ；；》

岡山大学・就実大学名替教授：早津彦哉先生(1コマ）
元山陽学園大学教授：能登原昭夫先生(1コマ）
山賜学園大学非常勤講師：アントンポットギ｝ター先生(1コマ）
山陽学関大学助教：江藤由香里（2コマ）

月：“Con拘ctU.S.A. ＜アメリカの文化”生活様謝野江藤

火： rTO回CITO回も対鍵講座J龍豊原
水：「ジョン万次豊富についてj 健婦畿科欝：“日ω巾 f11 Samurai”早薄
木：“Americaand Americans （アメ防人とアメ防合5韓国の箆史）”江藤

金：「日常英会話Jポットギ｝ター

2015/6/2 

10月6日～1月28日（期末試験前）まで
月～金 18:30～20:00(90分）
全学科在学生と入学予定者
無料（教材費は実費負担〉
単位は認定されない。
受講誇望者は申込が必要です。

1 



平成26年度第 2回（FD・SD等）全教職員合同会議

発表部門

1.入試広報部（谷一入試広報部部長）

日時：平成 26年 6月 4日（水） 14:50～ 

場所：本 301号室

1～8ページ
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申jに怠った
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しもつ共学になった
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一般試験、センター詰験利用入試において、入試区分毎に自標合格者数

を設定し、入学金の納入状涜を見て不合格者の中から繰上を行った。

これにより、定員の確保と合格者の質の維持を可能とした。

(4月に 創出）

総合人間学部において、4月iこ入ってからも入獄が可能な機舎を提供。

p、、

一般推薦 I期後から一般推薦H期までの期聞を娃長することで、推薦入説

需要の最大化を図る。
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静

惨

次年度入鵠から、 f理科」及び「数学Jf;t~ 新学習指導襲領に準ずるものに

変わります。本学では、一般賦験における「理科Jの科聞に「化学基礎J'cを

追加しJ化学基礎陸生物基礎JJ生物基礎園生物Jのいずれかを選択する

方式を探用した。

「
次年度入誤（一般推薦ト宜期）において、 r
f基礎学力検査Jを探用する。

短大の商学科で商議閤数を変買する。

し、

ニれまで2囲に分けていた内容を見自重して1聞にまとめ、これまで、の肉

質を維持したまま評価でき？る対応をとる。
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惨 薬開 g

m従来の使い易c;~ 説明のし易さを維持し、内審、ヂザインの向上を図ったo
m今年度10月翼施のflELP英語集中特別ブ田グうム」の肉響を掲載。

総合人間学部英語資格特待生制度の告知を新たに追加した。

勉シニア特期選抜を社金人特別選抜に統合し、 30藤以上の社舎人に対し

特典を設定した。（総合人間学部、短大に適用）

箇 QR::Jードを読み取るLことで、資料購求フォーム、遠方からの送迎パス串し

込みフォームにつながり、入力送信で曹るよう利便性の向上を図った。

a動闘を随所に散り入れイメージしやすくした。

静 Fアイ7(TV、w盟、新開等）
高校生だけでなく、鯖躍い世代をターゲットとし、 TVC阿等のメヂィアを活用

した広報を行う。オーブンキャンパスや入試の喚起に効果的な時期に情報

を発信する。
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平成26年度第 1回（FD・SD等）全教職員合同会議

日時：平成 26年 5月7日（水） 14:50～ 

場所：本 301号室

発表部門

1. 平成26年度地（知）の拠点整備事業（大学COC）申請概要

（村田研究支援＠共同研究推進機構副機構長） lP～15P 

2.ボランティア支援＠社会サービスセンターと産学コーディネーターからの概要報告とお願い

（櫨谷ボランティア支援。社会サービスセンタ｝長、産学コーディネーター） 17P～32P 



皆

j .j 大学coo事業の概要

a事業概星雲（平成初年度）

) ! 

! ; 

m平成25年度採択大学

の申請状況（平J~2 () :i:j: Jl ) 
飽金閣のE評議状況

問岡山県からの申欝状現

鶴学国大学の申
gr地場Jの課題（向1Jnfr：保縦揺祉局、消防局）

a本学の串鯖繍襲

2014/5/7 
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・盤強銀盤m込~お単位経路iり白
盤盈による段銭際閣のI]悶を滋めるa

平成25年度擦択大学（地域一覧）

tiJIUo分

1 

衿訟 2!19 48 20 4 319 52 

2014/5/7 
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0災関ゆ鼠

事良部i 盤国自治体

療臨のIt食・'Jt4乙謹白鎚盛的段t民16プ臼ジl~ト l藤監度、爆慰愈露関市．お鶴橋、家丹段仇歯む乱首通事.u
間関工銭高等専門学院 園立

大国庫立大零 公立
大闘の持金・闘謹t安金・露必の針金をめ吉す捻域審員歓露の露践

｜や問一法人が経営する綴数の大学轄による「共同申鯖Jについて（盤接、電話で問い合わせました） I 
I （文科省担単審より）f同一法人が経営する大学と短大だからといって『理愈が一緒jということだけで I 
I iま意味がない。共閲する相当のメ1)・;11が明示できないとダメ。Jとのこと。 • I 
L 時平成2~年度の採択結果を関べたとζろ、 t.~1（~の 1 件のみ（但し、国立大学と圏立高等の共同を除〈）｜

平成26年度 fi也（知）の拠点整備率議J申鱗状況

( 1)申騎件敏

共同申g~

228 

(2）関山県からの寧鵠件数

国立 公立 私立 共同 合計

大学 。 2 1 4 

短大 。 1 0 0 

高専 。 。 。
合計 。 2 2 6 

2014/5/7 

3 



区
分

｜岡山県立大学 ｜生きj茜吉岡山一新高齢社金のデザインに向けた 総社市、笠岡市、犠
地（知〉の拠点創り 前F皆、真鹿市

農作大学 地域をキャンパスとした学びで、地方人材育成の 津山市、鏡野町
拠点づくり

山陽学園大学 地織ケアと広域旋盤への拠点形成をめざすfおか！岡山市

単
やまj創造E評議

独 新見公立短期大学 新鹿市

中山閑地域の教宵責主機を救え一一高専型イノ 津山市、真鹿市、議
ベーション人材背成 作市、諜咲町、鏡野

町、勝央弱T、奈義町、
久村米関町、西東禽
、新佳村

共｜くらしき作臨大学 I rくらしき密接J撒あうサステイナブーュニ l翁敷市
間禽敷謹街科学大学 ティ蕗数

〔山陽学園大学の概要〕

関学 ｜平成8年（国際文牝学部として）

建学の箱枠 if援と奉仕の精神Jを堵う

学生数

地域連携
協定等

。総合人間学部
（生活心理学科、雷語文化学科）

Q 濁箆学部

。大学院
（看護学研究科）

。学部 644名（1学年定員200名）
。大学院 9名（1学年定員6名）

岡山市平井学区との防災協定の
締結（平成23年3月10日）

宅福

〔本学の地域忠向と改革〕

地域課題解決のためのii告l;kO)J1i 
jを支緩していくこと。

大学の地域蕗肉を高めるζと
（その為的大学ガj

〔地域鋼連携自治体岡山市〕

（鯵平成17-19年に近隣綱と合併し、
人口70湾人の新f関山市jが髄生

平成21年4月1問、

政令指定都市に移行

〔申議経費〕約7,230万円
(5年間）

2014/S/7 
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①〈

t.1 岡山市保健福祉局新病院・銀総纏祉政策推進繰

少子高齢佑がますます深刻化する中で、地域で子どもや高齢者が学び生
活できる環境を盤備することは喫緊の課題である。その中で、

〈岡山市でlet..特に、雀宅盛義襲a介躍の普及瞥発
精霊長自症のi菌JJD）、出産盟金金型企~（関山市では、特！こ、
延伸！こも繋がる持続珂能な生涯親役社金の構築）
解決への取組が求められている。

（議）

公民館出前鱗鹿（誼：宅僅諜‘介鰻鱗座の運営や肉容の換討）

認知症カフェの構築（企闘運営、地域に根ざした活動の仕組みづくり）

生j躍現役社会づくりに向けた（事繋）メニニLーの体系化等の検討

時 COG事設の中で、関山市の『人口集積都市としての課題jと定畿

②（ 

｝向山市消防局危機管理課

2012年6J専の災審対策基本法改正で、南海トうフ地震等への備えとして
県績を越えた法域避難体制づくりが規定された。 i詰j長箆iカ！之QJJ乙年~lll_;_:
ij~＿［i'.,L_LJム~__:jl;笠間ti顎では、島線原発（松江市）で事故が起きた場合、岡
山県は県金体で鳥観県から約10万人の避難者を受け入れ、鼠1由丘工じ；tftifl
辻1峰自主品産箆産量Q旦立ム宏訟立政金＼.t王位l:t2~J1ふ~－1：闘である。この避難
計画ではよ高鎚賞金陸宮諸島開予助資宏食わ能強主きてを＠ケヱ札館建~fi·
2主将ι関設二品盤強位樫左手，"c.;強健三などが認題となっている。異体的には、例
えば震度の要擁助審jま概ね1か月以内に社金福祉施設等へ移転する計闘
であるが、岡山市ではf避難経由斯等の開設a管理などの議務、主体となっ
ても避難所i運営に関する業務を1週間程度行うJ想定であり、 f移転までの
聞の支接体制や、史探lこ関する矯報収集a発｛雷Jなどが課題となっている。
さらに、血血車ιl＜：上Ll基盤i草畿のν見l~ii讃金堂はみれはt筒；包iヨ2鈍長益
金j霊泉鍛え規模鍛~~φ錦之i；二生息るjとの星雲ゑ方があり、少しでも襲効
性のある対策づくりへの取組が求められている。

2014/5/7 
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「

j蓮宗された事設内容（言葉）

避難所における物資の搬入園配給芋助け、避難者（ふるさとを失う可能性が
ある特別な状現）へ蕗し椙卒、 J:.::tノミー症候群解消法抵設など

避難所から飯鋭住宅u纏祉施設へ転居め苧勘iす、紹介

民間施設鑓供希聾者（東日本大震災時、かなり施設盤盤鑓供の中し出が
あったが、市としては、公共施設から提供していく方齢7さつたため活関きれな
かったが、島額の場合は)Ji壊で避難者が多いことが想建され、有効に活用
できる宵能性めり）の取りまとめ、紹介など

SNS欝を利用した、被災状焼、緊急支援物資、ボランチィア等の情報発信B

収集、避難者に鉱選（関山市が発信するSNSなども手lj閉し、情報の共有を困
る）

地元の訓練に学生も護参加し、避難所の犠擬纏蓄などを擦施

DIG（関上訓練）、 HUG（避難所運欝ゲーム）など捜撲に取り込む、防災基
礎知識なども議畿で

功。OC~i'.誌の r:pで、岡山市のf中四国地織における地政学的課題jと定義

，岡山市保総社局との協訟の中で~.. r岡山市消防局と本学との遠鏡内容j

に関する付日早硯として、 f山陽学闇大学の方で、災審時にm腎fj~j指
（嬰綴助者）への支緩｛本｛hlJをどのように確立させていくかということにつ
いて、検討して頂奮たい。 jとの申し入れあり。

。 1 本学からはJそれには、 i~~HU；：弘司Jl：いう有えプJで対応する策がある。
具体的には、災害弱者への支撲として、大規模災審時に多数設置され
る避難所すべてに宥議師や保健師などの専門職を張り付けるには、
人的資；穏にも娘りがある。そこで、 COG事業を通じて本学キャンパスに
『 i'J11il~！~じ遊説所jとしての機能を整備し、そこに本学のもつ教員・審鐘学
生・学生ボランチィアなどの人的資漉を集中的に投入する。その上で、
平井学I&等と共同で避難訓練毒事を行う際！こ、地区住民にはf避難施設
の機能分化Jという観点を刷り込んでいく。さらに、 f高機能鎚縦断JのJf~
踊j去として、大規模災審時に、本撃の職員や審臨学生が地域の避難所
を巡回し、必要にj志じて饗鰻助者を山陽学闘の「高機能避難所JIこ移送
するという段取りをしても良い。この犠な地区若ヂルを構築するというこ
とではどうか。 jと回答。

2014/5/7 
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から、決の人材背成

¥ 

2）カ1）キュうム箇授業科聞の改革

工組的生産車鑑識1において、.r:tU1，毎日応向JIこ関する内饗の綬
業日春闘を増加する（異体的には、地域課額の共有に肉けて
治体職員等を講師とした『関山市の保健福祉政策J、f避

難所運営・I訪!j.1基礎知識j等に関する鰻業時閣を増やす）。

：担：会ふ義雄虫歯幽査：ゼミナールや卒翻臓において
対象とする研認にf地域応i高jH若盛り込む（具体的にl立、
地域課題の調査舗分析B提雷など、ゼ、ミナーんや卒畿研誌に
おいて対象とする研涜！こf地域目撃向Jに関連した研党対象の
設置や研魔子ーマが曾まれる割合費増加させる。即ち、
t;｛~諜研認をj詰問した実践教青を通じて、地域課題の解決に
取組むrt也壊の担い手づくりjを本学！の学生数宵！こ位置付け
る）。
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,. 

（但し、科
設ではなく、

e格闘数2斜闘 ・科目数2科封
＠績修学生数120名｛入学ri;m ・臆修学生数600名｛入学定只の知的

いて対象とする研究でf地
域志向Jlこ関趨した続究対
象の設定や研究デ日マが含
まれる履修学生の割合で、
数値目｛棄を設定｝ ·~策研究でf地総事ffiJJIこ関連した i ，卒議研究で｛地域忠！古JJに関連した

窃究対殺の設定や親究テーマが合｜研究対象の設定や研究テーマが
ま,f~履修学生の割合 2略的年 i含まれる履修学生の割合30怪盗

b提言会均ヂ－；：~葬儀欝認でf翰鴎鴎肉JI：鴎盤した関究封畿の験障や麟践宇一マが歯E量れていた園鶴傘盤的観合（／毒事）；
平成23，，~庶（6%）、平成 2・I !Jt度（8・；｛，）、平成25年度(18%）（平成22年度から者館学部で保障師議If(教育が本特化）

1）研認活動の視点
本事業において、地域高向の観点から地次の（1) (2）の学内
公募研認を行う。研究費として、－ni果題iこっ合単年枝問～
-150万円の自己｛せを計画。また、本事業で奥施する学内公募
研裁として、単年度！と4課鮪緯j授の採択を計園。

／掛舗内佐観箆成農盟j塁孟（具体的には、；地±~~課題。諸問
議づけ庁窃擬雷t＝関する研賓の襲施と句その成果の地域
還元管肉容とする）。
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(I)錨蹴拘lずの公開鶴離や
シンポジウム鞠閥鰹
｛公邸僻臨・シンポジウム等の
開｛盟国数、担当敬員数で、数
｛玄関搬を段寵｝

(3）強磁藩櫨化の繰越R：
鈍盤封臨や蕗齢密実4璽I二輪化
した地鱗n<ランティア騒鴎
〈毅成鱗鹿の~i脳回数、担当教
員数で、数値飼慨を限定〉

(4)鵠践…紡説封扇面語絵ぐり：
鈍欝髄鍛鶴市の地盤宅デJレの
鐙鐘烈
（災留i遺能都市の地区ょをヂルと
して平井学区iこfj~暁ケア連絡
会政jの段立を蕗了することと、
路括動に参加する学生サーク
ル数で、数値関｛震を段定）

様上胞の平井学区を対怒とし
た『鈍容量i際都市のt也監宅
ヂルの鵠鰯JIま、平井学区と
本学との防災協定iこ盤づい
て、本務襲警によりfI評軽盤盛
および車種の鶴統在、より鐙
の蹴い草撃機関候へと蕗願書
せるための願組1と位盤付け
ている。

·i~苦闘地区数旦盤盤
｛平井静腐｝

本学の1翠内iこ路知鑑カフェ〈地域
限j歓喜~H蕗報室笹｝の拠点を問蹴した
J：で、移動員長党略〈卒闘はレンク
ノレ｝で地区内の公民館・公開絡を
巡回し、 f儲するカフ;i:.J活動Jの挺
飽念検討する＠
・悶｛滋回数是趨巌／年

・t担当数員数生盛／年

率競愛を襲撃

・本学との雨夜露奮を先iこ、..持
学毘~r総賎ケア穣鵠金鱗1の髄
立に胸1すた鵠闘にλる（並行し
て、本学のキャンパ.？.IこH2G.~手段
からの 5年間で段階的に広域m.
簡を鶴躍した地盤喝ヂルの鎚点
として、 r~議総鶴E連機踊』を盤鶴す
るν合わせて地区住民と本学が員二
関で遊健闘線・遊館所の模｛笥溜
営・遊鱈キャンプ・嬰支録者支強
制作．などの副総の契胞について
協識する）c(iB)患の平井学区と
の間銀では地域住民の非鱈歩加
が約 200名であったことから、笠
成26年障は紐護軍人数fOO唱を闘
鶴kして「蕗鶴飽髄願締1の撃警備
査関鐘する）。
・上組の間関では、本学学生の『鈍
替数愈IU鶴・学生棒十寧塁審栓
関、際欝との趨践による跡犯活
動学生ボランティア』の_g2_盈笠
-h』レが肢となる。

見4

基盤盤
｛早弁・関曲学区）

i盛岡カフェ踊駄の地区を2地区に
拡大する｛大学拠点のカブε足踏倍
の紙大関関入また、地区内に巡回
カフzを斜点とした交蹴史観とi自翁1
縄供念行う。

τ商寵商夜皇盤盤／平

・担当敏員数息車／年

•I＆域ケア躍絡会踏の股立を完了
する｛平静静醒1::1か蹄｝。（並行
して、本学キャンパバlζr~認鍛飽
箆鶴間jの鞍闘を蕗院させる（騒
大収容人数 400名長iを鶴簡とす

盈l.n

謀本学から闘に Ikmの平井小学校
体育館の収容人数が486名と設
定されていることから、本学は最
大400名とした2 平井学区との共
同別総では、実践ニーズの儲い
｛主鶴・騒綴駒場｛鈍欝鞠蓄量Hま本

盟企盟盤盤盤鐘魁副主盟主
る鰭的鵠躍での『鍛鶴橋騒の翻
盤盆隼ょを盛り込む。

・平成 30年度までに、本学学生の
新規サ｝クノレ『静主主鍋儲隊｛銃
撃U盈盤盤し、問般にさま加する笠
ークル動笹3っと主益。
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｛的地協蹄91.対践の韓議＠：
広織m智審翻躍した地鍛i堅鶴
産量ヂルの檎髄

・平井学区とのf地続クア連絡会 I・災露盤蕗都市広域連絡会館の段
際Jの段立に向けた協齢並行し｜立を完了する（~監：本学への

（地棋連錦モデルとしてf災害
滋鑓都市広域連絡金政jの股
立を完了することと、広鍛造絡
会館に岡山市の地区や島1良県
轄のきま1m11iする地積設により、

数盟関綜を段症する。）

て、 f旋盤喜連難観捕j窓檎護路金
鎧iの儲立lこ向けて富山学区など
の？童数地域との肱i議議鶴に向lす
たi興関にλる麟鶴接持弘

r,;11申 iこ替わる盤面｛間山市危t~管
理関作成の器商Hこ紀輸に謎い、
『蕗額際欝艶館関越Iについては、

桜台加形態は特には規定しな jjN轍i之、閉山市と本撃との蹴1J!鵠
L、（会館へのオブザーバー！？を線接締結する均向で協鴎に入

1参加等を曾む）< l盈ι

(1) 

地域誌向科関継続

全社金人基礎力饗成継続

(2）研究

策岡山市の地底｛および島鵠県勢
を含む）の地域連鏡lこ民組む
が、平成30年までに最低でも岡
山市内の2地区の参加による広
域連絡会践を限立する。また盤
敵地鼠・地織の合問による大観
犠な人散｛鐙大 400名3差額控〉
で、闘騒襲鍵隠する（参加地域
数の数値目棋はu樹立とした。）

’本学教員の文部科研費申請の際に「地域志向Jを何らかの
形で、研究探知！こ盛り込んでいれfく

本学のf研認支矯鍋共闘研党推進機構Jとして、補助期間終
了後は本学の本体予算で単年度！こ300万円程肢の！学内萌

、学肉公募額認の制度を継続していく
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(3) 

地域向iすの公開講陸aシンポジウム等総統

で待う避難訓練局

(4) 

本事業で人件費として計上するのは、本学構肉に開設する認知症
カフヱの賠畏の人件費のみ。補助期間柊了後j土、本学：の事務職円と
してm閉し、偲女U1j£7J：ノ；しの店長~i~務を総統していただく予定。

《学肉体制の開館点》

i生 向学科
・言語文化学科

i君臨学科

1)卒業の企画と実飽が学科・センター主専であり、
組織簡の翻整や全学的な取組みが不十分。

2)fi也織の戸jを銭約する仕組が備わっていない。
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・生活心理学科
・富詩文化学科

・産学連携推進
•Ct)C学内公：~m究

．学肉外の健康安全
支揖（倉地域連総｝

’E雲閣韓議部金
（盤幽輩、大学代監傍）
’地域E議題蹴盤部金
姐血輩、大学担当等）

、az－－
aBS

’Ea
，，aaa
’za－g
a
s
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『

ンターで
つけました。

15:10～16:50(100餅閤）

麓谷鰻欝（生潜心理学科教鰭）・久額田鶴子（言語文化学科港額捜）



続審パネリ

部

カ《よしも

。引

からは山陽女
について聞かせて理審ました。

した。

るJf熊平はスチンレえの

が出ました。



した。『これは がる
もえ 。

1 1 で、ニれら
図目珪圏収を 。

カ日



2臨（11周10閤）

した。





-1 m 
も も

①公 E霊

縄海

唾語

② 穐詩

い。 E富

。

館璽露覆緩璽調

題

① 

② 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

半角草説：普Bの活動報告よりifぞうンティア活動に曾まれると読み取れる内
計した。

本［理由子宮学校ボランティアの活動は2014.04.15時点では学校から市教嚢へま
だ未報告とのニと。

5 －一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1
ンソーシアム主催のボうンチィアパスについて、
犠で参加で審ず。



竃

。

健福

句、

匂 % 
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2014. 05. 06 山陽新聞

おたまを使ったリレーで競う重京梨佐選手（在か
ら2人目）らz 山陽学園大島短大グラウンド

陸上長距離の名門銅天満麗女子陸上部iま6閥、

山陽学園大掴短大グうウンド（開山市中監平井）（

で同社の創業185周年を記念した交流イベント？

を開曹、i霊平たちがリレーなどを通じてファンや

小学生ら約100人とふれ合った。

圏

2012年国ンドン五輪マうソン代表 a霊友梨佐選芋ら現役部員11人のほか、 00年シド

ニ一五輪マうソンアイ立のw自衛盟さんらOGも加わった。選芋たちは議参加者に交じって2

に分かれ、鱗引きや調理用具のおたまにピンポン球を乗せてま在るリレーなど

彩な種目で競った。約30人がこ人五脚のように足を結んで一貫に駆ける種目では「イチ、

ニ、イチ、ニ」と掛け声を響かせながら約15メートルを競走。勝ったチームはハイ夕、yチし

て喜びを分かち合った。

イベント後にl忠岡部から五輪に出場した4選芋金員のサイン入り住紙が当たるじゃ

んけん大会もあった。岡山市立小6年の女児（11)は「チレピで見たi霊平と一緒に走れて

うれししりと笑顔だった。

米国での高地合楢から3闘に帰国したばかりのi霊平たちもりフレッシュした様子。童特

の霊友選辛｛ま「すごく議室しかった。地克の方と交流で曹、大吉な励みになったJとトうツク

シーズン開幕を前に気持ちを新たにした。（2014/5/620:54) 
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平成 26 年度活動実績報告 
 
 
「平成２６年度事業実施評価表」を参考に、各項目について記述をお願いいたします。 
 
１．教育（活動）関連 

 
1) アドミッションポリシー（入学者受入方針）の一層の実質化 
 
 ・面接時による適正評価を目標にしていたが、充分機能していない。 
 ・面接時の各グループの標準化を行った。 
 
 
 
 
2) 教養教育の充実化 
 
 5 の行動目標に従い、積極的に実施した。 
 
 
 
 
3) 学士力の向上のため、各学部・学科のディプロマポリシ―（卒業認定・学位授与に関する方

針）のさらなる実質化 
 
 ・シラバスの内容の充実、成績評価を厳格にするため、平成 27 年度から進級要件を導入

した。 
 
 
 
4) 学習支援の強化 
 
 ・アドバイザー制度を活用しており、きめ細やかな学習支援を行った。 
 ・入学前学習の検討を行い、次年度には効果判定を厳格に行う。 
 ・初年次教育の効果 



平成 26 年度活動実績報告 
 
 
「平成２６年度事業実施評価表」を参考に、各項目について記述をお願いいたします。 
 
１．教育（活動）関連 

 
1) アドミッションポリシー（入学者受入方針）の一層の実質化 

 

＜言語文化学科＞ 
 面接等による適正な評価に努めた。ＡO 入試においては、第１回目の相談時に相談カー

ドと調査書の提出を求め、受験者の希望と本学科が求める学生像が一致し、入学後の必要

な学力が確認されるまで繰り返し面談を行った。 
 
2) 教養教育の充実化 
 
＜言語文化学科＞ 
 教養教育のうち山陽スタンダード科目では、建学の理念と歴史、および健康と文化に関

する価値観を高める教育を行った。２年次には学科全員で大学祭に参加し、学園への帰属

意識を高めた。１年次の平井ラーニングや２〜３年次の異文化理解活動を通じて社会活動

を奨励し、地域貢献への価値観を高める教育を行った。 
 
3) 学士力の向上のため、各学部・学科のディプロマポリシ―（卒業認定・学位授与に関する方

針）のさらなる実質化 
 
＜言語文化学科＞ 
 学士力の向上を目指し、厳しい学力評価と同時に、きめ細かい履修指導と相談を行った。

２年次末には、修得単位数と GPA 値を基に３年次への事実上の進級制度を厳格に適用しつ

つ、進級が困難な日本人学生については学生本人への履修指導と保護者も含めた四者面談

を実施し、保護者の理解と協力を得ながら指導にあたった。また、１年次末、３年次末に

も修得単位数の少ない学生に対して注意喚起と個人指導を行った。 
 専門必修科目では１年から３年にかけて体験交流を重視した教育を行い、特に３年次で

は異文化理解活動やボランティア活動への参加を促し、多文化共生社会を作る要員として

の資質の育成に努めた。平成２６年度入試より導入した英語資格特待生制度による入学者

はなかったが、後期から実施された英語集中特別プログラムには８名の申込者があった。 
 
 
4) 学習支援の強化 



   

＜言語文化学科＞ 

 学習に関する支援は、教務部、学生部、留学生センター、キャリアセンターなどと連携して行

った。特に休学・退学を含む履修指導や相談に関しては、アドバイザー制度が極めて重要な役割

を果たしている。 

 初年次教育として、山陽スタンダード科目の教育に加え、専門科目「基礎演習Ⅰ、Ⅱ」におい

て大学生活へ適応、アカデミックスキルの修得、学習およびキャリア教育の基礎作りを行った。

この科目は、１０〜１５名程度のクラスに分かれて実施しているが、共通のシラバスに基づいて

学習項目を統一しながらも、学生の国籍や教員の指導方法の特性に応じた指導を行う方法をとっ

ている。また、１年次生を対象とした基礎学力向上プログラムとして、国語（日本語）学習も行

った。その他の初年次教育としては、専門必修科目「コミュニケーション概論Ⅰ、Ⅱ」でコミュ

ニケーションの基本を学び、コミュニケーション力養成の基礎作りを行った。 
 



平成 26 年度活動実績報告 
 
 
「平成２６年度事業実施評価表」を参考に、各項目について記述をお願いいたします。 
 
１．教育（活動）関連 

 
1) アドミッションポリシー（入学者受入方針）の一層の実質化 
 アドミッションポリシーについては、とりわけ AO 入試において入学志願者に対して丁

寧に確認をおこなって、本人の入学の意思がそれと合致していることを確かめている。そ

の上で、事前の複数回に及ぶ面談における評価を数値によって記述し、時系列的に見て本

人の学力や意欲が高まっていることを確かめ、最終的にアドミッションポリシーとの合致

を再度確認して名簿登録の段取りを踏むようにしている。 
 
 
2) 教養教育の充実化 
 山陽スタンダードの基幹科目としての「知的生き方概論」は、これまでどおり出欠を厳

格に取るとともに、授業中の態度等にも複数教員を配置してしっかりと管理した。また「人

間学」においては、これまでの授業実績を踏まえつつも、新たな視点でより学生の生活に

即した視点で、健康と文化を考えるような展開をおこなった。 
 
 
3) 学士力の向上のため、各学部・学科のディプロマポリシ―（卒業認定・学位授与に関する方

針）のさらなる実質化 
 シラバスの改善点として、過年度の成績分布を示したり、WRS（ライティング、リーデ

ィング、スピーキング）の重点配分を示したりといった点が課題となっているが、まだ達

成できていない。 
 
 
4) 学習支援の強化 
 初年次教育の充実化やアクティブラーニングのさらなる推進など、次年度（27 年度）の

課題として積み残したものがある。 
 
 
 



平成 26 年度活動実績報告 
食物栄養学科 

１．教育（活動）関連 

 
1) アドミッションポリシー（入学者受入方針）の一層の実質化 

AO 入試は、栄養士を目指す意志と適正を学科教員共通の認識の下に判定した。 
登録前の面談では、志望理由や食に関する関心について時間を割いて話を聞くとともに、

筆記試験による基礎的な計算力の確認も行った。計算力がレベルに達しない志願者に対し

ては、問題の解説を行い、学習を促し、原則 1 週間後に再確認した。 
 
2) 教養教育の充実化 

一般教育科目では、人文科学系の開講科目が少ないので、非常勤講師による倫理学を開

講した。社会科学系の現代ニュース概論では、山陽新聞社の特別講師よる“新聞を通して

社会の動きを知る”をテーマにした講義を計５回行い内容の一層の充実を図った。 また、

知的生き方概論では、学科特性の時間を活用し、キャリア教育に加えて社会と自己の関係

を見直す内容を加えて、社会人基礎力の養成を図った。 
 
3) 学士力の向上のため、各学部・学科のディプロマポリシ―（卒業認定・学位授与に関する方

針）のさらなる実質化 
食物栄養学科では、校外実習を実務教育上の一つの到達点としてカリキュラム上極めて

重要な位置づけとしている。このため、実習期間を栄養士法施行規則に定められている単

位数の 2 倍（2 単位）とし、実習先も全員が実習生となる小学校と選択施設（福祉施設、病

院、給食会社など）の 2 か所で実習を行っている。実習期間は各 1 週間ずつ、計 2 週間で

ある。これまで、校外実習は 2 年生前期に 2 週連続で実施してきたが、臨床栄養、給食管

理および栄養指導などの専門教育科目は講義や学内実習が完了していない時点での実習と

なり、学生の知識と理解度、技能など十分でない面が多々あり、実際に受け入れ施設から

の指摘もあった。そこで校外実習の実をあげるためにカリキュラムの改善について検討を

重ねた。その結果、実習施設の協力を得て、2 年生の前期（6 月）に小学校、後期（11 月）

には福祉施設、病院、給食会社などと分離して実施することとした。時期を分けることで、

学生にとっては実習前の到達目標がより明確となり、学習や事前準備に取り組みやすくな

ると考えられる。 
 
4) 学習支援の強化 
学科の取り組みとして、オフィスアワー加えて、昼休みや空き時間を利用し学生の質問や

相談に対応した。数学や化学の基礎学力の底上げを図った。また 10 月と 11 月には、二年

生を対象に栄養士実力認定試験対策講座を行った。 
 



平成 26 年度活動実績報告 
「平成２６年度事業実施評価表」を参考に、各項目について記述をお願いいたします。 
 
１．教育（活動）関連 

 
1) アドミッションポリシー（入学者受入方針）の一層の実質化 
 短期大学は、学術と研究とを行うべき大学であるが、一方で社会人基礎力を十分に身に

つけた人材を社会に送り出すことが求められる。そのため幅広い学生を受け入れ、本人の

適性に応じて就職・進学を考えさせることを徹底した。入試においては高等学校の内申書

成績との相関関係の高さを考慮し、特に特別推薦入試と AO 入試において、２年次 GPA の

差が著しいことからこれらの入試においては慎重に入学者を選抜した。また、一般推薦Ⅰ

期に「基礎学力検査」（国語の学習に関する基礎的な問題）を導入した。他方、センター試

験及び一般入試においては極めて成績の良い学生が集まる傾向があることが GPA 分析によ

って判明したため、これらの入試結果からは昨年度よりも多めに学生を採用した。他の方

法と比較して、学力的に遜色のない学生を集められることが認められた。 
2) 教養教育の充実化 

「知的生き方概論」は、山陽スタンダードとして位置づけられ、新入生が本学の学生と

して誇り高いアイデンティティを確立することを目指し、ⅰ）学園の歴史と建学の理念、

ⅱ）健康で文化的な生活への関心、ⅲ）学科の特性に応じた初年次教育の三分野で構成さ

れ、平成 25年度からは、全学共通科目としての認識を新たにし、内容面での充実が図られ、

平成２６年度も踏襲された。その結果、学生がこれら三分野において興味関心を高め、授

業その他において実践への心構えが出来ていることが確認された。 
3) 学士力の向上のため、各学部・学科のディプロマポリシ―（卒業認定・学位授与に関する方

針）のさらなる実質化 
GPA（Grade Point Average） を導入し、各学生の総合的で厳格な成績評価を行うと

ともに、奨学生選考の参考資料等にも活用してきた。また GPA は講義中心の教科のみなら

ず実践的な教科の評価も取り入れているため、GPA の高い学生は低い学生よりも一般的に

短大生活への適応が良い等、この指標の信頼性が高いことが実証され、学生の適応診断の

一助としても応用された。 
音楽教育においては学生に対して、ピアノ練習へさらなる激励が大切と考えられる。ま

た実践的な幼稚園・保育所などでの授業内容はますます充実しており、指導案等の書き方

に関しても５領域の教員の指導が実を結びつつある。 
4) 学習支援の強化 
 図書館等の利用については学生に随時、働きかけてきたが、さらに自力での学習習慣を

築きあげるよう、働き掛けを続けて行く必要がある。またオフィスアワーを活用しての学

生に対する相談は次第に活発さを増しているが個人差があり、学業に関する相談に試験直

前にのみ来室することがあるため、普段からの学業相談を勧めるよう、講義などの機会を

見て学生に周知した。 
 講義の中でも効果的な学習の仕方について各教員が随時、指導している。 



平成 26 年度 山陽学園大学大学院看護学研究科の教育活動報告について 
 
 平成 26 年４月入学生は５名であり、定員に占める割合は 83.3％であった。平成 27 年３

月修士（看護学）１名を輩出した。しかし、平成 26 年度内の退学者は２名であり、退学理

由の内訳は１名満期退学、１名家庭の都合であった。 
 平成 27 年４月入学生は３名であり、定員に占める割合は 50.0％であった。現在、在籍数

９名であり、定員充足率は 75.0％である。 
 平成 26 年度末で完成年度となり、今後、自立した大学院として発展するため、規程など

の整備や文部科学省から指導のあった若返りを目指した教員の配置および入学定員の確保

を課題とし、さらにディプロマポリシーにおける目標達成度の高い修了生を輩出すること

を目指す。 



自己評価委員会 
 
 大学運営において各担当部門の PDCA 推進力を高めるためには、その前提として PDC 
A を共同で推進する教職員の資質向上が組織的に求められる。 
 
(1)平成 26 年度は、教職員の資質向上をはかるため全学的 FD・SD 研修会を計七回下記の

通り実施した。 
 

 
 

発表部門または発表者 発表ﾃｰﾏ

事業実施評価（教育領域）

清水言語文化学科長 英語集中特別ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて

留学ｾﾝﾀｰについて班留学ｾﾝﾀｰ長

平成26年度PDCAの中間報告

大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ岡山（各大学のﾃﾚﾋﾞ
会議ｼｽﾃﾑ設置教室）

双方向ﾗｲﾌﾞ型ｵﾑﾆﾊﾞｽ授業

平成26年8月27日

第5回 平成26年10月1日

第6回 平成26年12月24日

第4回

第3回 平成26年7月2日

第7回 平成27年3月24日

各学科．各部門（計13）

近藤生活心理学科長

樋本事務局長 事業実施評価（大学運営）

学校教育法改正および本学教授会規程等
の改正に対応した今後の各種業務執行体
制について

實成学長

平井学生課長
災害避難ﾏﾆｭｱﾙと一斉送信ﾒｰﾙｼｽﾃﾑに
ついて

小野短大教務部長 事業実施評価（教育領域）

村田研究支援・共同研究推進機構
長

事業実施評価（研究領域）

澁谷ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・社会ｻｰﾋﾞｽｾﾝ
ﾀｰ長

事業実施評価（社会貢献領域）

谷一入試広報部長 入試広報部の活動平成26年6月4日

発表日時

村田研究支援・共同研究推進機構
副機構長

平成26年度地（知）の拠点整備事業（大学
COC）申請概要

澁谷ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・社会ｻｰﾋﾞｽｾﾝ
ﾀｰ長

ｾﾝﾀｰと産学ｺｰﾃｨﾈｰﾀーからの概要報告と
お願い

第1回 平成26年5月7日

第2回



(2)平成 29 年度の第三者評価の受審に向けて 
 平成 26 年度は、平成 29 年度の第三者評価受審に向けて、準備のため、自己評価報告書

の項目にそって過去３年をまとめる計画を立てたが、学校教育法改正に伴う組織見直し作

業もあり、計画は半分以上未実施のままであり、平成 27 年度の課題として残されている。 
 
(3)「学生による授業評価」「教員相互の授業参観」は FD 小委員会を中心に年２回実施され

た。 
 「学生による授業評価」は、従来実施後回収して教員が教務課に届けていたが、今年後

期からは学生代表が直接教務課に届けることになった。平成 27 年度からは「学生による授

業評価」について教務委員中心に実施される予定である。 
 
(4)平成 26 年度の「教員個人評価」は、平成 27 年 4 月末日締切で実施された。 



自己評価書 一次原稿 （村田）                                  平成 27 年 5 月 25 日 

 

 

研究機構 

 

平成 25 年 11 月に設置された研究機構は、平成 26 年度は地域ニーズに基づく研究活動と、競争的外

部資金獲得を中心的課題として活動した。 

 

① 地域ニーズに基づく研究活動としては、岡山県における精神障碍者の地域支援・権利擁護システム

の開発に向けての基礎調査研究事業（地域支援に関する委員会）への参画を行い、平成 26年度は当

該研究事業の最終年度として研究データの分析評価と研究事業報告書の作成に参画した。 

 

② 競争的外部資金獲得については、平成 26 年度の「私学総合改革支援事業」への公募（平成 26 年 9

月）を行うとともに、平成 27年度の同事業への公募に向けて、教務部と連携しながら、教学事項の

見直し〔短大に GPA 制度の導入、シラバスの充実（準備学習の項目の徹底、第三者による確認の導

入）、オフィスアワーの拡充（非常勤講師も対象に）など〕や、学外関係団体との連携の強化に着手

した。 



平成２６(2014)年度活動実績報告 

総括的報告事項（2015.04.28 総務課提出 これを圧縮して理事会報告される） 

 
３．社会活動・地域貢献関連事項 
１）ボランティア支援・社会サービスセンター関連 

(1)公開講座を実施した。 

○11 月 15 日：第 1 回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェの開

き方を学ぶ～認知症を学び、1 日認知症カフェを企画しよう。 

○11 月 22 日：第 2 回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェの開

き方を学ぶ～地域の人々と開店準備、1 日オレンジカフェ（認知症カフェの愛称） 

○11 月 29 日：第 3 回：生涯現役社会を目指して～健やかな高齢期のために、認知症カフェの開

き方を学ぶ～開店します。1 日オレンジカフェ 

○12 月 6 日：特別会：尊い命を救おう。普通救命講習Ⅰ（講師：岡山市中消防署） 

 
(2)学部持ち回りの市民公開講演会を実施した。 

○11 月 2 日：公開講演会：指導とは共に夢を語り合う事なり：武富 豊講師（天満屋女子陸上

部総監督） 

 
(3)「Sanyo 子育て愛ネット」事業を実施した。 

 本学幼児教育・食物栄養・看護の３学科と Sanyo 子育て愛ねっと実行委員会が 3 回にわたり、

親子交流会：おやこ交流広場を開催した。 

○7 月 6 日 ：親子交流会第 1 回おやこ交流広場：親子で楽しく作ろう！七夕飾り 

○９月 28 日：親子交流会第２回おやこ交流広場：カプラの作品作りを親子で体験しよう！  

○11 月 15 日：親子交流会第３回おやこ交流広場：健康わくわくスタンプラリー  

 
(4)「大学コンソーシアム岡山」の積極的活用を図った。 

○教育：単位互換・双方向ライブ型遠距離科目・VOD 型遠距離科目 

双方向オムニバス授業「地域貢献」「ボランティア論」本学・理科大・商大・中国学園大共同実

施双方向オムニバス授業を後期開講 

○地域貢献：6 月 1 日：日曜日子ども大学、岡山県生涯学習センター、出展：生活心理学科「く

らし安全安心教室」・幼児教育学科「たくさんのかみコップであそぼう」。7 月 6 日：七夕エ

コナイト岡山駅前広場会場 参加：学友会・うらじゃ陽輝。7 月：七夕エコナイト各大学 内

容：学生寮ライトダウン、ゴーヤカーテン、省エネ活動。 

○吉備創生カレッジ：本学の教員が各専門分野に応じた内容を担当 

 
(5)地域と協働連携事業を推進した。 



○本学の協働連携事業の定期的なものは、Sanyo 子育て愛ねっと実行委員会と共に実施してい

る「親子交流会：おやこ交流広場」である。 

○不定期ではあるがここ数年定着している事業としては、災害避難訓練である。今年度は平井学

区防災キャンプ（東山公民館 5 月 25 日）への学生参加、平井学区危険箇所点検（6 月 8 日）

への学生参加、平井学区栄町町内会消防訓練(10 月 12）日への学生サークルペビウスの参加

等があげられる。 

 
(6)地域の教育機関等へ講師を派遣した。 

○教育機関である中学校・高等学校・大学への講師派遣、スクール館セラー派遣をおこなった。

講演は看護分野が最も多く、カウンセリング分野がこれに続く。 

○教育機関以外を会場とする社会人講座・学校園保護者への講演・専門職研修講師や指導等を実

施した。幼児教育・公衆衛生、看護・カウンセリング・文化系生涯学習が主要な内容である。 

 
(7)行政機関等へ委員を派遣した。 

○自治体の審議会・委員会等への本学の教員派遣をおこなっている。食の安全・安心、食育、調

理、公衆衛生、産業衛生、健康づくり、看護、カウンセリング、社会教育、まちづくり等の

分野が主である。 

 
(8)学内外のボランティア活動の実態を把握し、その連携と支援方策を検討した。 

○学生サークルのボランティア活動が報告されている。上演実演・留学生との交流・運営活動研

修・医療防災・災害看護・公衆衛生・幼児教育が主な内容である。 

○ボランティア支援方策の試みの一つとして「ボランティア支援・社会サービスセンターニュー

ス」のボランティア募集情報を掲載した版を作成し学内に掲示（3 月）をおこなった。この試

みは次年度も継続する。 

 
(9)平井地区から岡山市、県、全国へと社会活動・地域貢献の輪を広げるための戦略を立て実践

した。 

○平井学区の活動を広げる試みとして、表町商店街の中之町サンデーテントワーカーに、学生が

カフェ・クラフト・福祉作業所の商品販売等の 1 日仮設ブースを出展した(9 月 28 日、10 月

5 日、11 月 9 日）。 

○笠岡市内の地区と連携する計画を進めている。 



平成２７年５月２０日 
 

平成２６年度 会計課自己評価書 
会計課 

 
１）財務に係る監査等について 

会計基準に基づく会計処理が適切になされているかどうか、会計監査人及び監事監

査人による定期的な監査が実施された。次年度以降も引き続き実施され、今後も適切

な会計処理を行っていく。 
【実績】  
会計監査：４月、５月、６月、９月、１１月、１月、３月  

※４月、５月は平成２５年度分 
監事監査：５月、２月 
     ※５月は平成２５年度分 

 
２）財務情報の公開について 

本学ホームページにて、以下の財務諸表（平成２５年度実績）の情報公開を行った。 
事業報告書、資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表、財産目録 
監査報告書、グラフ、各科目の平易な説明、経年推移、主要な財務比率 

    
３）事務処理の簡素化・効率化について 
 １． 昨年度同様に現金取り扱いの軽減及び事務処理の簡素化に努めた。今後も簡素化

できる部分については積極的に取り組んでいく。また総務課をはじめ各課との連携

を深め、安全かつ適正な事務処理と効率化を更に図っていく。 
  
２． 指定金融機関等の協力を得て、今後も迅速な支払いを図るとともに手数料等経費

負担の軽減を図っていく。 
 
４）効率的・効果的な予算配分の実施 
    大学の教育目標を達成するために必要な経費が確保されているような予算配分で

あるかどうかの観点からも引き続き配分業務を行っていく。 
 
５）資金運用について 
    低金利の現状下ではあるが、安全かつ確実で有利な運用で利子収入が得られるよ

う、今後も努める。 
以上 



                   平成２６年度キャリアセンター教育・事業報告書 
 
 キャリアセンターでは、学生一人ひとりが自信を持って就職活動を行い、納得のいく就職を

決めることが出来るよう、1 年次から卒業年次まで様々な角度から連続した支援を行った。 
また、専門職への就職率向上や就業後の離職率の低下を目指した指導を行った。 
  
１ キャリアセンターの体制 
  部  長   1 名（教員兼任）    次  長   1 名 
  課長補佐   1 名          主  任   1 名 
  職  員   1 名          臨時職員   1 名  
  兼任１名、専任５名の６名体制で、そのうちキャリアカンセラー（CDA：キャリアデベロ

ップメントアドバイザー）の資格を持つ者が３名となっている。また内 1 名は、キャリアコ

ンサルティング技能士２級（国家資格）を有している。 
 
２ 窓口での就職支援 
  キャリアセンターの窓口では、専任職員４名（うちキャリアカウンセラー３名）が大学・

短大の学生一人ひとりに応じた個人相談や指導を行った。 
  求人票検索や企業情報の提供、履歴書作成のアドバイスなど応募書類を整えることから就  

職決定時まで、学生と一対一の面談を重ね、個々の学生に応じた内容で対応、指導を行った。 
 
３ キャリアサポートシステムによる就職支援 
  平成 21 年度文部科学省 GP 採択により整備された「求人票、企業情報等の検索」や「就

職ポートフォリオの作成」ができるキャリアサポートシステムの利用促進を図った。 
  １年次より学生全員をシステムに登録するととともに、２０台の専用ＰＣを配置したキャ

リアサポートラボを設置し、利用促進を図った。 
  また、本システムは、学内はもとより学外からもパソコンや携帯電話で求人票や企業情報

が確認できるようになり利便性が向上した。 
 
４ インターンシップへの協力 
  就職支援の一環として、総合人間学部の科目として単位化され、岡山県中小企業団体中央

会の支援を受け実施している「インターンシップ」への協力を行った。キャリアセンターは

事務的な関わりにとどまらず、企画・運営についても科目担当教員に対しての協力を行った。 
  学生時代に、実社会を体験することは、自信をもって社会に出ることへの有用な動機づけ

ともなり、就職活動を学生自らが積極的に進めることに役立っている。 
 
５ その他の就職支援 
（１）学科の授業と連携した取り組み 
   看護を除く４学科で、キャリアセンターが主導して行う「社会人入門」という科目を設

置し、学科別に社会人としての必要な知識を習得させた。 
   社会人入門では、キャリアセンターが作成した「キャリアガイドブック」を基に、一部



外部講師に依頼している部分はあるものの、キャリアセンター職員も企画・運営に関わり、

自ら教材を作成して就職活動の要点を説明し、年々変化する就職活動に対して必要かつタ

イムリーな情報提供を心がけた。 
（２）就職支援行事 
   保護者や就職活動に臨む在学生を対象にした「就職懇談会」や「就職支援バス」、「実践！  

若者就職塾」、「卒業生による業界研究会」及び「就職セミナー」等を授業のない週末に企

画、実施した。 
   その他、教員及びキャリアセンター次長による企業訪問を実施し、企業および本学卒業

生との繋がりを大切にした。 
（３）各種検定や資格取得支援 
   学生の基礎学力向上と就職活動への動機づけを目的として、漢字検定・秘書検定・日商   

PC 検定等の資格取得を支援した。秘書検定は、検定試験直前に 4 回にわたる対策講座を

主催することで学生の理解を深め、合格率の維持向上に努めている。 
（４）専門職学内企業説明会 
   各学科別に専門職就職を対象に、学内に企業、施設等をお呼びして行う学内説明会とし

て「保育士合同面接会」（幼教）、「栄養士等業界研究会」（食栄）、「実習病院就職説明会」

（看護）を、各学科の教員と協力して実施した。 
 
６ キャリアセンターＷＧ（キャリア運営委員）の開催 
  各学科 2 名の教員及びキャリアセンター役職員３名の計１３名で構成されており、就職支 

援対策等を検討するために毎月 1 回開催した。 
  なお、平成 26 年 10 月にキャリアセンター運営委員会を廃止し、キャリアセンターＷＧに 

改組した。 
 
７ 就職率（5 月 1 日現在） 

学   科 ２６年度 ２５年度  
 
大学 

看護学科 100.0  98.7  
総 合

人間 
生活心理 100.0  92.9  
言語文化 95.0  100.0  

短大 
 

食物栄養 100.0  100.0  
幼児教育 100.0  100.0  

                                                    
８ 今後の課題 
（１）各学科の就職率水準を維持するとともに就職先の質と学生の就職満足度の向上を図る。 
（２）参加者の少ない就職支援事業を検証する。 
（３）新規求人先の開拓や過去に就職していたが最近求人がない企業など企業訪問先の拡大を

図る。 
（４）学生への就職支援の質を一層向上させるためにキャリアカウンセラーの養成を継続的に

取り組む必要がある。 
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 １．学内禁煙 

学内完全禁煙になってすでに 5 年が経過するが、正門入口付近に代表されるように、まだまだ 
一部の学生に喫煙が認められる。→ 平成 26 年度禁煙 100％を目指す。 
＊大学全体として指導が必要。 
＊平成 25 年 12 月健康・生活・安全機構会議において「ポイ捨て禁止」看板の設置が決定。 

  26 年度報告 
「ポイ捨て禁止」の看板の設置や掲示を行うとともに、6 月から 12 月の間に全教職員で計 61 日 
間禁煙パトロールを実施した。正門外や西門外にごみは発見されたものの、喫煙者は 2 名のみで 
あり、一定の抑制効果は見られた。 
 

 ２．違法駐車ゼロと交通マナー向上 
   平成 25 年度違法駐車 27 件（駐禁 2 回以上） → 平成 26 年度違法駐車ゼロを目指す。 
   ＊学生部による駐車場チェック（基本は毎日実施）。 
   ＊交通マナーについては、掲示の励行と交通安全講習会での指導を徹底する。 
  26 年度報告 
   駐車違反件数は 23 件に減ったものの、今後も駐車場チェックは継続する必要がある。 
 
 ３．学生向けアパートの新規開拓 
   学生寮満杯にともない、民間アパートの新規開拓が必要。現在、学生の需要に対して供給は 
   十分と思われる。 
   → さらに、従来から協力をいただいている 7 アパート、近隣不動産会社 8 社との協力関係を 

保ちながら新規の協力アパートと不動産会社の開拓を目指す。 
  26 年度報告 
   26 年度から学生寮にゆとりができたことから、現行の 7 アパートと 8 不動産会社で学生の需要に 
   は十分な対応が可能である。 
 
 ４．学友会役員数アップ 
   平成 24 年度 6 名、平成 25 年度 12 名のもの  → 平成 26 年度新入生 15 名を目指す。 
   ＊学友会が行う広報活動を全面的にサポート。 
   ＊学生部窓口における適切な学生対応（相談と指導）。 
  26 年度報告 
   26 年度の学友会入会者は 10 名であった。依然として増員する努力が必要である。 
     
 ５．学生食堂利用者数アップ 
   平成 25 年度食堂利用率 37％（毎日利用～月数回を含む） → 平成 26 年度 60％を目指す。 
   ＊平成 25 年 12 月ｷｮｰﾄﾞｰﾌｰｽﾞと協議し、ﾒﾆｭｰと金額について改善することが決定した。 

平成 26 年 2 月中旬よりﾘﾆｭｰｱﾙ予定。 
＊学友会が行う広報活動を全面的にサポート。 

  26 年度報告 
   バイキング方式をメニューとして追加し改善を図ったが、学生アンケート調査では利用率は３８ 

％（毎日利用～月数回を含む）であった。 
4～7 月、10～1 月の 8 ヶ月の食数は 20,183 食。1 日平均 126 食（教職員含む） 

    
    
 ６．部活参加者数アップ 
   現在の部活参加率 44％（大学 41％・短大 48％）  

→ 平成 26 年度 55％（大学 55％・短大 55％）を目指す。 
   ＊学生部によるｸﾗﾌﾞ面談、ｸﾗﾌﾞ訪問、説明会の実施。 
   ＊学生部窓口における適切な学生対応（相談と指導）。 
  26 年度報告 
   26 年度の部活参加率は全体 56％（大学 60%、短大 48%）であり、全体及び大学は目標を達成し 

たが、短大の参加率は昨年度と同じであった。 
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７．学友会・部長会行事参加者数アップ 

   平成 25 年度実績            平成 26 年度目標 
   ・春の祭り・・・・・32％（374 人） → 37％（430 人）※教職員を含む 
   ・平井の丘の祭・・・28％（300 人） → 35％（380 人） 
   ・ｸﾘｽﾏｽ会 ・・・・・17％（180 人） → 25％（270 人） 
   ・部対抗・・・・・・29％（100 人） → 50％（170 人）※部活参加者からの算出 
   ＊ﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞによる指導、育成。（学生委員による） 
   ＊教授会、学科会議等での PR 依頼。 
  26 年度報告 
   春の祭は参加者数 430 人（教職員を含む）、平井の丘祭りは 370 人、ｸﾘｽﾏｽ会については 250 人、 
   部対抗については 6 月：164 人、12 月：109 人であり、前年度より参加者数は増加した。 
 
 ８．学生相談室 
   「身体の相談」窓口の具体化 
    新年度が始まって 3～4 ヶ月は身体の不調から不適応が始まる学生が少なくない。 
   ＊平成 26 年 1 月健康・生活・安全機構会議において「健康相談室」立ち上げ。平成 26 年 2 月より、

教員 2 名が学生と教職員の健康相談に応じる。 
  26 年度報告 
   健康相談室については、26 年度の利用実績はなかった。体制も含め再検討する必要がある。 
 
 ９．学生による自主的な活動 
   ・平成 25 年 4 月「学さぽ」発足 
    SSS、学友会、大学祭実行委、部長会のメンバーが中心 

平成 26 年度は 40 名体制、ｽﾀｯﾌｼﾞｬﾝﾊﾟｰ着用で PR。 
   ・＊平成 25 年 11 月、自主防犯組織「さんぱと隊」発足 
  26 年度報告 
   「学さぽ～新入生お助け隊～」は、入学時のオリエンテーションや前期試験前の活動を通じて新 

入生の学生生活への不安解消に取り組んだ。 
学生防犯ボランティア団体「さんぱと隊」は、地域のこどもたちへの見守り活動の推進、学内 
の自転車通学生への安全啓発活動。岡山県警と連携し、防犯イベントへの参加や各種犯罪抑止 
広報活動、パトロール活動など積極的に防犯活動を行った。 

 
１０．防犯指導 
   平成 26 年 4 月ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ期間中に防犯講習会を開催予定 
  26 年度報告 
   4 月のオリエンテーションにおいて、岡山県消費生活センター、岡山中央警察署の講師により、 
   1 年生全学科対象に半日間の防犯講習会を行った。 



共生グローパル

平成26 共生グ口一パル 谷一尚

f闇際交流 a 留学生支援J

1)グ悶ーパル化に対応した、積極的な外国人留学生受入と支援の強化のため、共生園グ回一パ

jレ推進セン合ーを、 20昨年度中に準備し、 2015年4月1日から正式に設置

2）国際交流事業のさらなる活性化

1 .短期交流受入提携校湖西大学生との合同チームでうらじゃ祭参加、提携校中華大学生と

は市長表敬訪問、一般財団法人日本国際協力センターの rJ印ESYS2.0J歴史文化第9陣フィリピ

ン訪日回の本学受入

2. 短期交流研修派遣 韓国へ従来の言語文化学科学生だけでなく、本年度は生活心理学科、

も参加

3. インタ

4. 中期

従来の閤際ホテルに加え、本年度iま市役所にも派遣

り

思．中期留学生派遣 従来の韓国、ニュージーランドだけでなく、本年度は米国も

6. 文部科学省日本語凶日本文化研修国費留学生



平成 26 年度山陽学園大学図書館自己評価書 
 
平成 26 年度の図書館活動状況について、以下の 3 つの視点で自己評価を行った。 

 
1．図書館の概要 
（1）施設・設備 
 第二書庫にある電動書庫が故障し、修理を依頼したが認められず、現在も職員の人力に

よる開閉を行っている。この場所は看護学科の雑誌のバックナンバーが所蔵されているた

め、卒論の利用者が多い。一人での入庫は危険が伴い、学生のみの利用を禁止しているた

め、職員の負担は大きく、学生からは夜間の入庫ができず、不満がでている。 
 また第一書庫 4Ｆのエアコンも未設置のままで、環境整備は最重点課題である。 
 
（2）開館日・開館時間 

開館日・開館時間は昨年と同様である。平日は 8：30~19：30（後期は 19：00）、土曜

日は 17：00 まで開館している。特に看護学科の学生より、開館時間の延長、日曜日の開

館希望が出されているが、職員数、勤務時間等の関係もあり、今後の課題である。 
 
（3）入館者・貸出冊数 

入館者数合計は 30,497 人で、昨年の 34,588 人から 4,000 人ほど減少している。ただ、

大学の貸出冊数は 8,392 冊から 9,438 冊と 1,000 冊ほど伸びているため、減少したのは短

大であろうと思われる。看護学科だけでなく、総合人間学部の利用も授業に関係ある分野

で増加している。今後とも教員との連絡を密にして、この状態を維持していきたい。 
 
（4）資料 
 12 月 31 日現在の蔵書冊数は 145,658 冊で、内訳は大学が 42,490 冊（和書：34,968 冊、 
洋書：7,522 冊）、短大が 103,168 冊である。書庫スペースに余裕が無く、除籍を行って 
いるため全体の蔵書冊数は増えない。 
 購入雑誌は大学が 171 種（和雑誌：123 種、洋雑誌：48 種）、短大は 67 種の計 238 種 
を購入している。雑誌は近年冊子体から電子ジャーナルへ形態が変化しており、特に大学 
の洋雑誌は半分が電子ジャーナルとなっている。電子ジャーナルは価格が高騰しており、 
何処の大学図書館も費用の捻出に頭を痛めている。 
また電子ジャーナルとともに近年利用が広まっているのがデータベースである。卒論等 

で学生が気軽に論文を検索できるため、本学でも契約数が増加している。特に看護学部の

利用が多く、初めて契約したメディカルオンラインはパッケージ契約であったため、すぐ

パンクしてしまう事態となった。このため、来年度は高額になるが、フリープランに契約

の変更をする予定である。 
  
2．学生への教育支援 
（1）新入生オリエンテーションと文献ガイダンス 



図書館では新入生全員に図書館のオリエンテーションを行っている。特に総合人間学部

は、教員と連携して授業に組み込んでもらい、90 分全てを図書館オリエンテーションに使

わせてもらっている。 
また卒論指導の一環として、ゼミ単位で文献ガイダンスも行っている。昨年は 10 回行

った。看護学部の学生は文献複写依頼も多く、年を追うごとに本学からの文献複写依頼件

数は伸びている。 
しかしオリエンテーションや文献ガイダンスが、有効なものとしてまだ認識されていな

い部分もあり、参加のないゼミもある。今後は職員の技術を向上させ、より有益なものを

作り上げ、学生の卒論を援助していきたい。 
 
（2）ブックハンティング 
 学生の読みたい図書が少ないという意見を受け、ブックハンティングを実施している。

学生と教職員の希望者が書店に出向き、図書館に置く図書を選定するシステムである。昨

年 5 年目を迎えた。前期と後期に 2 回ずつ、同時期に二つのブックハンティングを行って

いる。 
一つは希望者が書店に出向き選定する方法で、こちらは小説や新刊書等、学生の好みの

図書の選定が多い。もう一つは看護学部の学生向けで、実習で参加できない学生のため、

自由な時間に医学書専門の書店で選定するシステムである。学生が実習等で必要な図書を

選ぶため、看護学部の学生の利用度はかなり高い。また例年楽しみしている学生もあり、

今後も継続して行いたい。 
 
（3）読書感想文コンテスト 
 今年で 3 回目を迎えた。授業等で読書感想文を書く機会が少なくなった今、表現力を高

めてもらい、且つ読書の楽しみを再確認してもらうことを期待して始めた。今年度は教員

の協力もあり、45 名もの応募者があった。1 月 22 日に表彰式を行い、最優秀者の作品は

図書館入口に展示している。来年度も多くの学生が参加してくれることを期待している。 
 
（4）シラバス参考図書と課題図書 
例年通り、シラバスの参考図書は全て購入し、別置している。また課題を出された教員

からレポート情報をもらい、受講者数等を鑑みながら、貸出期限や館内閲覧等の処理をし

ている。レポート情報の収集率が低いため、今後は回答率を高めるよう、教員へ働きかけ

たい。 
 
3．社会貢献 
（1）情報の公開 
 「山陽論叢」「山陽学園短期大学紀要」「山陽看護学研究会誌」を国立情報学研究所の CiNii 
に登録し、一般に公開している。利用件数も増えてきており、有効に活用されているよう 
である。 
しかし平成 28 年度末をもって、CiNii が「紀要」の公開事業から手を引き、機関リポジ 



トリの公開に移行するため、本学でも今後は機関リポジトリの構築が課題となってくる。 
 
（2）図書館の開放 

図書館の一般の方への開放は平成 21 年より行っている。当初は本学の卒業生がメイン 
であったが、看護学部ができたことにより、近隣の看護師や看護学生がよく利用するよう

になった。来館者数も増加している。26 年度の登録者数は 55 名、来館者数は 88 名であ

った。 
 

（3）中学生職場体験の受け入れ 
 平成 14 年から職場体験の中学生を受け入れている。今年度も山陽女子中学校より依頼

があり、3 名を受け入れた。本学図書館を知ってもらう良い機会なので、今後も引き受け

ていきたい。 
 
（4）図書館ホームページの更新 
 学外から図書館情報や蔵書検索ができるよう、ホームページを開設している。今後も使

いやすさ、内容の充実、頻繁な更新を心掛けたい。 
 

 



平成 26 年度山陽学園短期大学図書館自己評価書 
 
平成 26 年度の図書館活動状況について、以下の 3 つの視点で自己評価を行った。 
 
1．図書館の概要 
（1）施設・設備 
 第二書庫にある電動書庫が故障し、修理を依頼したが認められず、現在も職員の人力に

よる開閉を行っている。今後他の箇所も故障する予兆が出ており、早めの対応をお願いし

たい。 
 また第一書庫 4Ｆのエアコンも未設置のままで、環境整備は最重点課題である。 
       
 
（2）開館日・開館時間 

開館日・開館時間は昨年と同様である。平日は 8：30~19：30（後期は 19：00）、土曜

日は 17：00 まで開館している。学生からは開館時間の延長希望が出されているが、職員

数、勤務時間等の関係もあり、今後の課題である。 
 
（3）入館者・貸出冊数 

入館者数合計は 30,497 人で、昨年の 34,588 人から 4,000 人ほど減少している。短期大

学学生の貸出冊数が昨年の 8,876 冊から 5,051 冊と大幅な減少となったことより、入館者

の減少の原因は短大生の貸出が減ったことと思われる。貸出が減少した主な要因は、幼児

教育学科の絵本の貸出が減ったためである。一人あたりの貸出冊数も一昨年の 22.7 冊から

13.4 冊へと 9 冊も落ち込んでいる。 
今後は幼児教育学科の教員と連絡を取り合い、貸出冊数の回復を目指したい。 

 
（4）資料 
 12 月 31 日現在の蔵書冊数は 145,658 冊で、内訳は大学が 42,490 冊、短大が 103,168
冊（和書：92,952 冊、洋書：10,216 冊）である。書庫スペースに余裕が無いため、特に

創設の古い短大の図書は除籍を行っているため、蔵書冊数は減少に向かっている。 
 購入雑誌は大学が 171 種、短大は 67 種（和雑誌：56 種、洋雑誌：11 種）の計 238 種 
を購入している。 
今後も場所の確保は継続的に続くため、書庫の増設等、何らかの措置が必要である。 

 
2．学生への教育支援 
（1）新入生オリエンテーション 

図書館では新入生に図書館のオリエンテーションを行っている。教員の協力もあり、授

業時間内に行っているため、全員の参加が可能となっている。今後は図書館職員の技量を

高め、より有益なものにしていきたい。 
 



（2）ブックハンティング 
 学生の読みたい図書が少ないという意見を受け、ブックハンティングを実施している。

学生と教職員の希望者が書店に出向き、図書館に置く図書を選定するシステムである。昨

年 4 年目を迎えた。年 2 回、前期と後期に行っている。学生目線で選ぶ小説や新刊書、学

科に関する図書等が多いため、コーナーを設置すると学生の利用度はかなり高い。また例

年楽しみにしているリピーターも多く、今後も継続して行いたい。 
 
（3）読書感想文コンテスト 
 今年で 3 回目を迎えた。授業等で読書感想文を書く機会が少なくなった今、表現力を高

めてもらい、且つ読書の楽しみを再確認してもらうことを期待して始めた。今年度は教員

の協力もあり、45 名もの応募者があった。1 月 22 日に表彰式を行い、最優秀者の作品は

図書館入口に展示している。来年度も多くの学生が参加してくれることを期待している。 
 
（4）シラバス参考図書と課題図書 

毎年、シラバスに掲載されている参考図書は全て購入し、別置している。また課題を出

された教員からはレポート情報をもらい、受講者数等を鑑みながら、貸出期限や館内閲覧

等の処理をしている。レポート情報の収集率が低いため、今後は回答率を高めるよう、教

員へ働きかけたい。 
 
3．社会貢献 
（1）情報の公開 
 「山陽論叢」「山陽学園短期大学紀要」「山陽看護学研究会誌」を国立情報学研究所の CiNii 
に登録し、一般に公開している。利用件数も増えてきており、有効に活用されているよう 
である。 
しかし平成 28 年度末をもって、CiNii が「紀要」の公開事業から手を引き、機関リポジ 

トリの公開に移行するため、本学でも今後は機関リポジトリの構築が課題となってくる。 
 
（2）図書館の開放 

図書館の一般の方への開放は平成 21 年より行っている。当初は本学の卒業生がメイン 
であったが、看護学部ができたことにより、近隣の看護師や看護学生がよく利用するよう

になった。来館者数も増加している。26 年度の登録者数は 55 名、来館者数は 88 名であ

った。 
 
（3）中学生職場体験の受け入れ 
 平成 14 年から職場体験の中学生を受け入れている。今年度も山陽女子中学校より依頼

があり、3 名を受け入れた。本学図書館を知ってもらう良い機会なので、今後も引き受

けていきたい。 
 
（4）図書館ホームページの更新 



 学外から図書館情報や蔵書検索ができるよう、ホームページを開設している。今後も使

いやすさ、内容の充実、頻繁な更新を心掛けたい。 
 



平成２６年度教育・事業報告書 入試広報部 

 

１． 全学広報の強化 

大学・短期大学の知名度向上を目的とした TVCM 放映・新聞（山陽新聞「岡山の大学

へ行こう」企画への参加等）の各種メディアを活用した受験生だけではない幅広い年代

をターゲットとした広報を行った。 
 
２．入試広報 

各学科で策定したアクションプランを確実に実施し、その他の諸事業（大学案内・ホ

ームページの改訂、 広報戦略・広告媒体の見直し・強化、 県外高校訪問の強化、 オー

プンキャンパスの実施、オープンキャンパス参加者・受験者・入学者の動向調査解析に

基づいた入試広報戦略の策定、 社会人・シニア世代入学への PR の実施、総合人間学部

に特化した募集広報戦略の実施等）も鋭意継続実施した。 
高校訪問についても従来のやり方を変更し、訪問校に重点度（過去の志願者・入学者

の実績を基準にランク別け）を設け、重点度に応じて訪問回数、時期を決定した。訪問

者も限定（高校・地元との繋がりを構成要素に加えた布陣）して行った。その結果、オ

ープンキャンパス参加者数は対前年 107%、推薦・AO 入試の志願者数は対前年 104%と

増加した。 
 
３．入試制度の見直し  

26 年度後期から「IELP 英語特別集中プログラム」を実施し、英語資格特待生制度や

30 歳以上の社会人を学費の面で優遇する特典を設け、各 1 名の入学者があったが、入学

者の大幅な増加には結びつかなかった。英検 2 級有資格者が高校３年生全体の２％程度

であること、どのような「学び」を経て成長に結びつくのか、という面で弱かったこと

が要因と考えられる。社会人・シニア世代入学へも学費優遇制度が十分浸透しなかった。 
一般推薦Ⅰ期の幼児教育学科の選考方法を見直し「基礎学力検査」を導入した。従来

の「自分アピール書」を用いた選考方法では評価が難しかった学力を測る目的で実施し

たが、学力試験を避け AO 入試に切り替えた志願者が増加した感がある。 
また、出願期間を長くし、推薦志願者増を図る目的で一般推薦Ⅱ期の時期を従来の 11

月末から 12 月初旬に変更したが、期間後半に出願が集中する状況は変わらず、志願者増

には至らなかった。 
前年度から導入した「繰上合格制度」については、志願者数が大きく変動した看護学

部の手続者（入学金納入者）の歩留まりを上げることに大いに役立ち、入学定員の確保

に繋がった。 
 
４．平成２７年度方針 

 ①学生募集戦略の強化 

26 年度に大学・短期大学の知名度向上を目的とし TV・新聞等の各種メディアを活用

し、受験生だけでなく幅広い年代に向けた広報を行った。今年度も当該施策を継続実施

する。 
高校訪問・各種説明会・オープンキャンパスについては各学科と連携し、これまで積

み上げてきた情報に基づき PDCA に則った取り組みを行う。 



また、近年高校生の使用率が高まっているスマートホンを活用した情報発信を積極的

に行う必要がある。在学生を巻き込む形で実施したい。 
 
②学部と連携した特別対策戦略の企画、対策実施 

特に定員充足が未達の学部・学科に対し、在学生、高校、進学情報ベンダ等の多方面

からの意見を踏まえ課題を明確化し有効策を講じる必要がある。在学生アンケートや山

陽女子高校教員の協力を得ながら早々に現状把握を進めたい。同時に即効性のある施策

を行い 28 年度入試に備えなければならないため、既存の募集戦略に加え高校、日本語学

校のクラス単位での見学会招致を積極的に行い、本学の学びを直接体験することで理解

を得たい。 
また、留学生に対しては入学願書受付期間中に日本語学校に出向き手続方法や必要書

類について直接指導を行い出願に結び付けたい。 
 
③入試制度の見直し、確実な入試運営 

センター試験利用Ⅰ期の看護学部の志願者数が対前年 49%と大きく減少した。要因と

しては競合校の増加の他、全国私大の約 1/3 が web 出願を導入したことが考えられる。 
Web 出願に関しては、費用対効果の観点から導入を見送っていたが、受験生の利便性を

考えると数年後には全大学に普及するものと予想する。28 年度入試からの導入に向け、

システム開発に着手する。 
入試運営においては、10 月～翌年の 3 月までに 12 回実施している。過年度入試にお

ける改善の反映、変更点や重点事項を分かり易く入試担当者に伝えトラブルやミスの防

止に努める。 
また、それらが発生した際のフォロー体制を盤石なものとすべくマニュアル等の整備

を行う。 
以上 
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総合人間学部の学生充足率の向上は喫緊の最重要課題であり、これとともに各学科で策

定したアクションプランを確実に実施し、その他の諸事業も鋭意実施した結果、平成27年

6月 1日現在の充足率｝I頃が、看護 112%、幼児教育 104%、食物栄養 84%、言語文化 61%、

生活心理 55%となった。短大全体では 95%、大学全体では 79%であるので、やはり総合人

間学部の動向が大学＠短大全体の浮沈を握る重要な鍵となっている。

しかしながら、総合人間学部における日本人学生入学者が、生活心理は 19人（H24）→

30人（H25）→31人（H26）→32人（H27）と、ここ数年 30人以上を維持しているのに

対し、言語文化は 17人（H24）→17人（H25）→30人（H26）→13人（H27）と減少、

言語文化が留学生に頼る傾向は依然として変わっていないのが現状である。平成26年度後

期から「IELP英語特別集中プログラム」を実施し、英語資格特待生制度や 30歳以上の社

会人を学費の面で優遇する特典を設けたが、各 1名の入学者はあったものの、入学者の大

幅な増加には結びついていない。高校訪問時に要請のあった、 4月に入ってから（本年度は

4月日日まで）の入学者受け入れも、利用者は 1名としづ結果で、あったO 来年度はこうい

った部分の強化が必須と考えられる。




